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──そして悪魔のミカタの物語は、新たな局面を迎える。
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The night shift









　　　　◆







　ドアをノックし、開くまえ、中なか山やま国くに光みつはネクタイに手をやった。

　緩ゆるんでいるのを締めなおす。どんなに急いでいようとも、『この部屋』に入るとき中山はそれを忘れない。服装というものは対面する相手に示す礼れい儀ぎである、と理解してからもうずっと。もう十年、無意識に動く──最初のころは意識していたがいまでは自然とやっている──指に気づいてふと思う。自分は人生の三分の一近くをこの『別室』に捧ささげているのだな、と。

　この部屋は、俗に『内ない閣かく情報調査室／別室』と呼ばれている。

　あるいは単に『別室』と『噂うわさされている』。

　公式には存在しない部屋であるので、正式な名称はない。

　中山はネクタイを締め直し、確認すると、入室した。

　部屋は広く、若柴むらさき色の絨じゆう緞たんが敷かれ円形に広がっている。遠近感を狂わせるような曲面を描く壁、天てん井じようにははめ込み式の電灯が等とう間かん隔かくに埋うめ込まれ淡い光を放つ。室長のデスクは扉に向き合うようにしてポツンと置かれ、その背後には巨大なモニター。始めてこの部屋に入ったとき、中山はいったいどこの秘密基地の司令室に来たのだろうと思った。子供のヒーロー番組に出てくるような、悪の司令やら正義の長官の部屋に入った感かん触しよく、その印象は、十年経たったいまでもやっぱり変わらない。

　全体的には落ち着いた色彩の穏おだやかな部屋なのだが、どこかひんやりとした閉へい塞そく感を感じるのは、巨大なビルの地下奥深くにあることを知っているからか。

　右手側の壁には秘書用のデスクがあり、黒いケープのようなものを頭からかぶった妙みよう齢れいの女性が気けだるげに椅い子すにもたれかかっている。

　部屋を見渡し他ほかの人影がないことを確認し、ケープの女性に会え釈しやくをすると、中山は室長のデスクへと向かった。

『別室』の室長、大おお隈くま次じ郎ろうはデスクに肘ひじをつき、机の上に散乱しているトランプを捨てられた子犬のような目で見つめていたが、恨うらみがましい視線を中山に向け、いった。

「やれやれ。まったく。報告は明日あしたでいいからゆっくり休めといったでしょう？」

「一刻を争うかもと思いましたので」

「……何はともあれ、ご苦労さま」

　うなずいて、大隈はトランプを自分の前にかき集める。一枚ずつ手にとって、机の上で『人』の形に組み合わせ、その横にまた同じものをつくり、その上にもう一枚載のせて、トランプの『城』を組み立て始める。大おお隈くまは大おお柄がらだ。若いころはクマさんと呼ばれていたらしい──いまでもそう呼ばれているのを耳にすることがある──そんな大隈が背を丸めてトランプでチョコチョコとお城をつくっている様はなんともユーモラスで、中なか山やまは気勢をそがれてごほん、とのどを鳴らす。ふと、先ほど脳裏に浮かんだことを思い出し、考える。この人は、いったいどれくらいの時間を『別室』に捧ささげてきたのだろう。大隈は年ねん齢れい不ふ詳しよう、おそらく五十に届くくらいだろうと中山は思っているが、もっと若い印象があるし、それより老ふけていてもおかしくはない。

　勢いを奪われ口ごもっている中山に、大隈はうなずいた。

「じゃあまぁ、まずは海かい藤どうくんのことから聞きましょうか。あちらさんも気にしているようですし」

　大隈の言葉に中山は思わず振り返り、秘書の席に座っていたケープの女性と目を合わせる。

　女性は名をフェイト・クルスといい、秘書ではない。『別室』のメンバーですらない。

　フェイト・クルスがこちらに歩いてくるのを見、急いで視線を戻すと、中山は報告した。

「……か、海藤三さん尉いについてですが、──やはり、遺い体たいは発見されていませんでした」

「間違いないのね？」

　フェイト・クルスの声に振り返り、はい、とうなずいてみせる。

「それは間違いありません。現場には彼のものと思おぼしき血けつ痕こんが見つかっていますが、彼自身の遺体は見つかっていませんし、血痕も致死量、というほどでもなく、その場所以外では発見されていないことから、舞まい原ばる家は彼がその場で死亡してはおらず、何者かの介かい入にゆうがあったと見て捜そう索さくを続けています。……すみません。結局現状の確認しかできませんでした」

　首を振る女性。

「……死体が見つかっていない、そして舞原家で保護されているわけでもない、それがわかればじゅうぶんだわ。そうなれば、彼の居場所はひとつしかない」

「君の姉のところ、というわけですか」

　室長の言葉に、神フのエ摂イ理トの名を持つ女性は薄うすい笑みで応こたえる。ちなみに彼女は名前のとおり──もっともそれも偽ぎ名めいだろうが──日本人ではなく、ある国のとある部族の出なのだが、その顔立ちは日本人とほとんど見分けがつかない。それを買われて彼女は『とある機関』からこの『別室』に『出向』してきたらしい。秘密裏に『代行者』を監視するために。しかしそれはあくまで任務。私人としてのフェイト・クルスは姉を探しにやってきた。自分たちの部族を滅ぼし姿を消した姉とその相あい棒ぼうの男を追って。

「一応、安県あがた正まさ人ひと、ミザ──来くる栖す美み楚そ乃の両名の家宅もこちらで捜索してみましたが、海藤三尉を示す痕こん跡せきは見つけられませんでした」

「そうでしょうね。二人ともバカではないし、それを可能にする《知恵の実》を所持しているのだから。……間違いないわ。海藤は二人の手に落ちている。きっともう、あたしのことも、『ここ』のことも、あの男に知られているでしょう」

「海かい藤どう三さん尉いには拷ごう問もんや薬物のたぐいは効果がない、と聞いていますが」

「ええ、知っているわ。でもそんなの関係ない。マサヒト、あいつは《Ⅴウエスト》を持っている。あの弾だん丸がんを受けてなお隠かくすことはだれにも不可能。それが《知恵の実》の能力だから」

《知恵の実》。

　それは用意された奇跡。

　魂たましいと引き換えにその願いをかなえるという、超常の力を持つアイテム。

「ええと、Ⅴウエスト、Ⅴウエスト……あったあった。これですね。第一の弾丸で心の内ターゲツトを暴きだし、第二の弾丸で楔くさびを打ち込み、第三の弾丸でたがを砕くだく。四番目は『存在しない弾丸』で、最後の弾丸は『死の概念』そのもの、と。すごいなぁ」

　資料をぱらぱらとめくりながらの大おお隈くまの言葉に、中なか山やまは思わずぞっとする。

《Ⅴウエスト》、それは安県あがた正まさ人ひとという男が『超自然の存在と戦える人間をつくりたい』という願いをこめて生み出した《元・知恵の実ロスト》であり、しかも安県はそれを自分に対して使用しているという。恐るべきはその執しゆう念ねん──彼がかつて『代行者』と呼ばれる存在であったということ。『代行者』、それは悪あく魔まの代わりに《知恵の実》と契約した人間から魂を集める者であり、同時に聖書に予言されている『竜りゆうの権威を代行する者』──『黙もく示し録ろくの獣けもの』へと育つ存在であるという。もっとも現段階ではそこまでたどり着いた代行者はいないらしいが、しかし、中ちゆう途とで挫ざ折せつした安県ですらそれだけの執念を見せるのだ、もしも『黙示録の獣』となる代行者がいるのなら、その執念はいったいどれほどのものだろう？

　これから行う報告の核になることを思い出し、中山の胸中に嵐が吹き荒れる。

　それを知ってか知らずか、大隈がたずねた。

「海藤に対する、舞まい原ばる家の印象はどうです？」

「……え？　は、はい。印象ですか？　そうですね。敵てきか味方かわからない謎なぞの人物、舞原家を出し抜いてみせた切れ者、といった感じでしょうか。とはいえ脅きよう威いというわけではなくて、和わ歌か丘おかでの活かつ躍やくのおかげで、どちらかといえば好意的な印象をもたれているようです」

「翔しようくんとのつながりは？」

「知られていない、と思います」

　ふうむ、と考え込む大隈。

　横ではフェイト・クルスが唇くちびるを斜めにいやな笑いを浮かべている。

　しばらくの黙もつ考こうののち、一段目だけ組みあがったトランプの城を惜しげもなくちょんと崩くずすと、大隈はいった。

「わかりました。……助け出してあげたいのは山々ですが、しばらくは静観することにします。海藤くんを通じてこちらのことまで知られているなら、向こうの出方を見てみましょう。《知恵の実》を持つ者相手に慎しん重ちようになりすぎるということはありませんし、彼らと舞原家の対応がわからないことには。……何、それほど待つことはないでしょう。理想的なのは、舞原家が助け出してくれることですが……」

　トランプの山を机の隅すみに押しやりながら、それでかまいませんかね、と申し訳なさそうに見上げてくる大おお隈くまに、フェイト・クルスは冷笑を浮かべてうなずく。大隈の決断をどうとらえているか、その様子からはわからない。中なか山やま自身は納得している。たぶんそういう結論になるだろうと思っていた。『別室』もそのメンバーも公には認められていない『存在しない存在』だが、それでも日本国を守る軍人であることに変わりはない。さらにいうなら、今回の海かい藤どうの行動は任務からまったく逸いつ脱だつしたものでもある。当然覚かく悟ごはしていただろう──自分も覚悟はできている。ひどい目に遭あわされている、ということは（おそらく）ないだろうし、大隈のいうとおり、彼らが動き出す時はすぐにくる。安県あがたと来くる栖す美み楚そ乃のにとっても、この事態は計算違いだろうから。彼らはすぐにも動き出す。それを待ってからでも遅くはないだろう。

　──あるいはすべてがもう手遅れか。

　フェイト・クルスの様子をうかがい、中山は静かに息を吐はく。

　口を開こうとした矢先、大隈が背後のモニターを点つけた。

「では次に、本題──このお二人について聞きたいのですが」

　画面が二分割されて、右側に髪かみの長い和服の女性の姿、左側に背広を着た男性とドレスをまとった少女の姿が映し出される。

　ドレスの少女は舞まい原ばる咲さく杳ら。舞原家の次期当主。

　そして他ほかの二人は──

「この二人は、本物ですか？」

　大隈の質問に、中山はうなずいた。

「はい。影武む者しやでもＣＧでもありません。舞原家の現当主、舞原飛鳥あすかと舞原鷹たか臣おみ氏本人、──少なくともそう思われている者たちです」

「では、……この三年間、寝たきりであったという舞原の姫ひめたちのご両親、本物の現当主、で間違いないのですね？」

「……本物の二人のことを知らない以上断言はできませんが、……もしも舞原依い花はなが対外用に立てた偽にせ者ものなら、舞原家があれほど惑まどったりはしないと思われます」

　現在、舞原家は混こん沌とんからの再編成の真まっ只ただ中なかにある。

『ザ・ワン』事件の余波に加え、それまでずっと寝たきりで死を待つばかりであったはずの現当主が突然回復を果たしたのだ。

　だれも復帰するとは思っていなかった、そろそろ当主交代も囁ささやかれていたほどだから、舞原家にとっても晴天の霹へき靂れきだったのだろう。舞原家はかつてない混乱に包まれた。だがその一方、当主復活によって日ひ炉ろ理り坂ざかは本来陥おちいるはずだった窮地をまぬがれつつある。あまりにも時期のいい現当主二人の復活に、諸外国からは二人が本物かどうか怪しまれている。

　中山がみずから日炉理坂に赴おもむいたのも、ことの真実を確かめるため。

　ちなみに、二人の復活はわずか十日前のことであり、さらにその二日前、世界を激げき震しんさせる事件が起きていた。

　中なか山やまは続ける。

「現当主の復活にともない、冬ふゆ月つき氏をはじめとする『大人おとな』たちも非公式ではありますが、舞まい原ばる家要職に復帰しています。かつて自分たちを中ちゆう枢すうから追放した子供たちを助け支えるために。この統制、求心力こそ、二人が本物の当主であることの証左かと」

「日ひ炉ろ理り坂ざかは、昔の形に戻りつつある？」

「……一応、当主としての決定権は舞原咲さく杳ら・依い花はなにあるようです。咲杳の責任のもとに舞原依花が決定し、現当主は交渉役に徹すると。とはいえ、裏事情がどうであれ表おもてに出るのは現当主であり、実際に権力を持っているのも現当主のほうでしょう。もっとも現当主のほうは、子供たちに逆らうつもりはないようですが」

「……どちらにしても、巫み女こ君ぎみにとっては不本意なことでしょうね。わずか三年、……短い天下、でしたか。……それとも、子供だけでよくがんばった、というべきか」

「予想できた結末でしょう。ずうっと閉じこもっているならともかく、子供だけで自治体の運営などできるはずもない。この世界は大人に動かされているのですから」

　あるいはずっと閉じこもっているつもりだったのかもしれない、とも中山は思う。

　実際、舞原依花が親に対して革命を起こし日炉理坂の中枢から大人たちを締め出してから、日炉理坂と外界の間に新規の交流はほとんど行われていない。それまで存在していた輸出入と『情報』の管理提供を惰だ性せいのごとく続けていただけ、──いや、いくつか方向転換があった。日本ではあまり公にできない兵器類のコンサルティング、コーディネイトを辞やめ、何やらオカルティックな方向に走るようになった。日炉理坂の特異性を主張し、前面に出し、現実的ではない、太たい古このシャーマンが人々を惑まどわせたような抽象的な方向に。今回、『ザ・ワン』と呼ばれる知性体を和わ歌か丘おかに招しよう致ちしたのも、もちろん《知恵の実》の謎なぞを解くためもあったのだろうが、次代当主が舞原家の特殊性を外界に示そうとした、という面があったことも否定できない。ただ自分たちの神秘性を強調したいがために特一級のバイオハザード指定物を自分の土地に呼び込み、日炉理坂どころか日本まで滅ぼしかけるという愚ぐを冒おかした舞原家に、中山はあまりいい印象を持っていない。

　もちろん、舞原家が秘ひ匿とくしているような『神秘の力』は無視していいものではない。

　いわゆるオカルト秘奥、表の世界では一笑に付されるような存在を、国は決して軽視はしない。だからこそ『別室』のような存在があり、日炉理坂のような自治体がその存在を認められている。

　日炉理坂は決して、自分たちの力だけで独立を保っているわけではないのだ。

　にもかかわらずそれを理解していないような振る舞い、まるで自分たちの力だけで生きているような舞原家の錯さつ覚かくが、中山には気に食わない。それこそまさしく子供の我がまま、今回の件で舞まい原ばる依い花はなも思い知ったことだろう。いままでは運が良かったというだけで、自分たちだけでは何もできないということを。少なくとも現当主が復帰していなかったら、舞原家は『ザ・ワン』事件のスケープゴートとしてハイエナ然とした諸外国に腐ふ肉にくのごとく食い散らされていただろう。永遠不死の知性体、裏の世界で最も価値ある国連認知の世界財産、二千年の叡えい智ちを誇る生きた最古のコンピュータ、『ザ・ワン』を滅ぼしたその責任を押し付けられて。

　不老不死の存在である『ザ・ワン』を滅ぼした（と思われている）東方の小さな独立領、日ひ炉ろ理り坂ざか。

　それはもはや無視していていい存在ではなく、『ザ・ワン』保管国であった合衆国は、国連を通じて舞原家の当主代行が法的には未成年であることを理由に都合のいい後こう見けん国を設定し、日炉理坂の査察と管理を行おうとした。強引な理由だがそこには『ザ・ワン』事件の複雑な事情がからんでいる。この乱暴な論理では、舞原家は交渉の余地すら与えられない──交渉したければまずきちんとした後見を立てろ未成年、という理屈──金があろうと能力があろうと、未成年者では家は借りられない。当主代行が未成年である、という理由だけで、舞原家はその独立性を奪われようとしていた。もともと表立っては認められていない独立性、守ってくれる法もなく、もはや物理的抗戦以外に打つ手はないかと思われたとき。

　長年の病に臥ふせっていたはずの、現当主たちがいきなり復帰した。

　それも、国連による圧力がかけはじめられたその日に。

　あまりに都合のよすぎるタイミング。理屈逃れの偽にせ者ものを立てたと考えるのも当然だろう。

　だが──

　大おお隈くまは首を振った。

「まぁ、私も二人が偽者だとは思っていません。復活してから三日と経たたず舞原家をまとめあげた統率力、行動力、諸外国の圧力をのらくらかわす交渉力、そしてコネクション──あれは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につけられるものではありませんからね。さすが長きに亘わたって独立を貫いてきた舞原家の当主。次代の巫み女こ君ぎみも卓越した才能を持っていらっしゃいますが、当主はやはり経験の有無、年季が違います」ため息。「……舞原家は、乗り切るでしょうね。今回も」

　後見国となることが内定していた日本政府は、完全にあてが外れた状態だ。

　もっとも、政府的にはまだあきらめてはいないようだが、その交渉役を（こっそり）担になう予定だった『別室』室長大隈次じ郎ろうは、内心それでよかったと思っている。日本が後見役となる、それはあくまで次善の策。現段階では日炉理坂は独立を貫いていることが望ましい。『ザ・ワン』がなぜ消滅したかを知らない──『代行者』が日炉理坂にいることを外の世界が気づいていない現段階では、とくに。

　そういう点で、日本政府──『別室』は、現時点ではどの国よりもイニシアチブを持っているといえる。

　当の地である日炉理坂と、フェイト・クルスを派は遣けんしてきた機関をのぞいて。

「それでは次に、……端たん的てきに聞きますが」

　大おお隈くまはひとつ大きく息を吸い、直立している中なか山やまを見上げて口を開く。

　何を聞かれるか理解した中山は、いきなり水を浴びせかけられた気分になり、あらためて横に控えるケープの女性の様子をうかがう。そして大隈に目でたずねる。フェイト・クルスがいるまえで報告してもいいのかと。

　大隈はうなずき、たずねた。

「……舞まい原ばる飛鳥あすかさまと舞原鷹たか臣おみ氏、長年臥ふせっていたお二人が、どうして突然回復したと思います？」

　中山はわずかにためらい、答えた。

「……確証はありませんが、おそらく、シリアルナンバー・〇〇九、《グレイテストオリオン》が関係しているものと思われます」

《グレイテストオリオン》──それは所有者の肉体を思いどおりに変容させる力を持つ《知恵の実》。

　もっとも、正式な契約者が現れていない状態ではその能力は暫ざん定てい的なものらしい。

　まるで物理的圧力があるかのような横からの視線を無視し、中山は、大隈の目をのぞきこむ。

　ひょうひょうとした上司の瞳ひとみからは、困こん惑わくも動揺も読み取れない。

　何もいわない大隈に痺しびれを切らしたか、フェイト・クルスが聞いた。

「それは、どういうことかしら。舞原家の当主が《グレイテストオリオン》の所有者になって、病気が治るように願ったとでもいうの？」

「いえ。それはありません。現当主も復帰してきた大人おとなたちも、《知恵の実》のことはほとんど知りません。舞原依い花はなはその辺は徹底して情報を規制しています。現当主派と自分たちとで……もともとは、自分の姉である舞原咲さく杳らに知られないための措そ置ちだったようですが、当主代行である姉に知られないための内部分断が、現在の大人と子供の舞原二元化に役立っているようです。お陰で情報を手に入れにくくてしかたがありませんが」

　何しろ当主代行である身内の姉にも隠かくし切っているのだ。《知恵の実》の情報はまったくといっていいほど外部には漏もれていない。中山属する『別室』も、フェイト・クルスの所属する機関の助けがなければいまだに堂どう島じまコウのことなど知らずにいただろう。

「だったらどういうことよ」

　フェイト・クルスがいらだたしげに問いかける。

　中山はじっと大隈の顔を見つめて、つぶやくように、答えた。

「……日ひ炉ろ理り坂ざかに入って最初に感じたのは、『視線』でした」

「……ほう、視線」

「はい。だれかに見られているような感覚。しかしそちらを見てもだれもいない。最初はわかりませんでしたが、すぐに気づきました。視線はいつも、舞原家本ほん邸ていのある方角から感じるのです。舞まい原ばる家の敷地に近づけば近づくほど、視線を強く感じました。なんというか、背中がむずむずするような感かん触しよく。視線だけではありません。ふと気を抜くと、声を聞いていたような気もするのです。何かが語りかけてくるような、探られているような感触。部下も、私ほど強くではありませんが、何かを感じていたようです。時おり無意識に、『そちら』のほうをながめている様子を確認できました。おそらく私もそうだったのでしょう。それは日ひ炉ろ理り坂ざかの住民にも見かけられました。程度の差はあれ、あの土地の住人のほとんどがそれを感じているようです。気づいているかどうかは別として」

「……」

「感じ方には、個人差があるのでしょう。あるいは、認識の差かもしれません。『対象』をどれだけ知っているか。対象にどれだけ通じているか。ほとんど知らない部下たちは、わずかにしか感じていないようでした。何も知らないと思われる日炉理坂の住人は、無意識にしか感じていないと思われます。ただ、『それ』を知っている私にはわかります。何か不ふ可か視しの力が、強く働きかけてくるのを感じます。おそらく間違いないでしょう、あれは──

　……あれに、意思があるのかはわかりません。生きているのか、そういう風に感じるだけなのか──見かけだけのことなのか。わかりません。ただ、感じるのです。『あれ』は、探している。見えない力の、……そう、触しよく手しゆ、を伸ばして、次の契約者を探している。観察し、心を探り、自分の所有者となるべき者が見つかるのを待っている──

　あれは《グレイテストオリオン》であり、

《グレイテストオリオン》は、一種の『励れい起き状態』にあると思われます」

「……れ、励起状態？　《グレイテストオリオン》が？」

　上ずった声を上げるフェイト・クルス。

　それとは対照的に、大おお隈くまは落ち着きを払った態度で中なか山やまに先をうながす。

「……なるほど。続けてください」

「……意思があるかはわかりません。そう見えるだけかもしれません。とにかく私には、《グレイテストオリオン》がみずから契約者を探しているように感じられました。そして、そのために常時力ちからの触手を周囲の人間に対して伸ばしているのなら、《グレイテストオリオン》本来の能力を考えれば、舞原家当主の突然の本復にも何らかの形で関わっていると考えるべきかと。そして……」

　そこで中山は言葉をとめる。

　大きく深呼吸して、続ける。

「日炉理坂のほぼ全域に、《グレイテストオリオン》の視線／力を感じました。つまり、《グレイテストオリオン》はそれを可能にするほどの力にあふれている。そして、《知恵の実》を動かすエネルギーは、『魂たましい』──

《グレイテストオリオン》がそれほどの活動を行えるほどの魂エネルギーを、最近になって大量に得たとするならば、それを考えられる状況はひとつしかありません。

　……堂どう島じまコウが『ザ・ワン』に、《グレイテストオリオン》と契約させた……」

　いまから十二日前。

　突然舞まい原ばる家当主が快かい癒ゆする、二日前。

　その日、世界は衝しよう撃げきに揺れた。

　合衆国が舞原家に殲せん滅めつされたことにして隠かくしていた『ザ・ワン』端たん末まつ、厳重に保護されていたはずの『ザ・ワン』本体が、なんの前触ぶれもなく消滅したのだ。すべて。地下深く保管していたものはもちろん、バックアップとして分けられたものから研究用に保存されていたものまで、すべて。合衆国の『ザ・ワン』はもちろん、世界各国が秘密裏に所持していたものまですべて、全部、あますところなく。その消滅の様子はカメラにしっかり録画されており、肉眼でとらえていた者もいた。何者かの侵入の形けい跡せきもなく、その日、ただ突然、不死不滅の存在であったはずの『ザ・ワン』は消滅した。溜ため込まれた二千年の叡えい智ちとともに。

　原因はいまだ不明。

　そのため合衆国は、証しよう拠こは何もないながらも疑わしい舞原家を急いで管理下に置こうとしたのだが──

「確証はありませんが、おそらく間違いないでしょう。堂島コウは『ザ・ワン』に《グレイテストオリオン》を使わせることで『ザ・ワン』を消滅させ、大量の魂たましいエネルギーを得たものと考えられます」

　──それは『個』のものではない、『ザ・ワン』という『種族』の魂。

　ひとつの種族の魂、そのエネルギーは、いったいどれほどのものか──

　うなずく大おお隈くま。

「では、君の推測どおり、堂島コウくんが『ザ・ワン』の魂を手に入れたとすれば」

「はい。堂島コウが『代行者』である以上、彼が得た魂はまず《Ｉｔ》に還元されたはずです。……にもかかわらず、《グレイテストオリオン》が励れい起き状態になるほどのエネルギー、外界にまで漏もれ出すほど大量のエネルギー供給を受けているということは、つまりそれだけたくさんの、余よ剰じようが生まれるほどの『魂』を得られたということ──

　堂島コウの『魂集め』が完了した、ということなのではないでしょうか」

　沈黙が、地下深くの部屋を覆おおった。







　　　　◆







　沈黙を破ったのは、フェイト・クルスだった。

　ふっふっという激しい呼吸音。

　やがてそれに声こわ色ねがまざる。

　どんどんどんどん大きくなる。

　最初、中なか山やまは分からなかった。それが何を示すものか。

　フェイト・クルスは笑っていた。

　なんとかこらえようとして、ついには耐え切れなくなり腰こしを折って震えるほどに。

　隠かくしようもない大だい爆ばく笑しように、大隈も目を丸くしている。

　思わず詰きつ問もん口調になる中山。

「い、いったい何がおかしいんですか！」

「……あ、ご、ごめん、なさい。……ただ、もう、……おかしくて。……すごいわね、堂どう島じまコウは。きっと『代行者』でも最速、最年少なんじゃない？」押さえ切れない笑い声。「……ああ。きっとマサヒトもミザリィも、……こ、困っているわね。《インヴィジブルエア》、《パーフェクトワールド》、そして《グレイテストオリオン》……この順番、《知恵の実》の選択、きっと色々考えていたんでしょうけど、一いつ所しよ懸けん命めい考えた筋書きも、メッセージも、なんの意味もなくなっちゃって。……かわいそうに。結局敵てき対たいしたままで、敵だと思われているままで、……完全にあてが外れて……」大爆笑。「……それにしても、すごいわ、……堂島コウ。能力じゃなくて、……運が。……運命？　それともやっぱり、それも実力？」

　断続的な女性の噴ふき出し笑いに、自分が笑われているような錯さつ覚かくを覚え中山は困こん惑わくと怒りを感じつつ、それを無視して大隈の言葉を待つ。

　大隈ははぁと息を吐はき、いった。

「……そうですね。確かに、安県あがた氏には同情を禁じえません。……とはいえ、あてが外れたのはわれわれも同じです。まさかこんなに早く集め終わるとは。できれば魂たましいを集め終わる前に、堂島コウとは接せつ触しよくしていたかったのですが。

　……一応たずねておきますが、ミス・クルス。安県氏が所有者であったとき、《グレイテストオリオン》が、……励れい起き状態？　報告のような現象を起こしたことは？」

「あたしが覚えている限り、ないわね。《グレイテストオリオン》に限らず他ほかの《知恵の実》でも、そんな話は聞いたことない」

「ありえない、と？」

「いいえ。そうはいわないわ。《知恵の実》は契けい約やく者次第でなんでもありの存在だし、《グレイテストオリオン》はナンバー・〇〇九、末席とはいえオリジナルナンバーの《知恵の実》だもの。エネルギーさえじゅうぶんなら自分から契約者を探すくらいのことはするかもしれない。……それにマサヒトは、《グレイテストオリオン》を必ず《レフトアーム＝スピーキング》と併用して使っていたから、その影響を受けていたかも」

　ほほう、と大隈は資料をめくる。

「《レフトアーム＝スピーキング》というのは、確か《廃ロ棄ス品ト》でしたか。……ああこれだ。その能力は、左手で触ふれた物をあたかも生きているようにしゃべらせる……」

《廃ロ棄ス品ト》とは、シリアルナンバーを外され廃はい棄き処分を受けた《元・知恵の実》。

《知恵の実》は、とある理由から総数六百六十六個と定められており、『代行者』により新たな《知恵の実》が生み出される度数合わせに廃棄される。廃棄された《元・知恵の実ロスト》はもはやエネルギー供給を受けられず、残存エネルギーが失われればもはや消滅するしかない。もっとも、《知恵の実》の特性によってはエネルギーを『補充』できるものもあり、たとえば安県あがた正まさ人ひとの持つ《Ⅴウエスト》はエネルギーを弾だん丸がんという形で補充でき、《レフトアーム＝スピーキング》は人間に取り憑つくという能力で自己を保ち続けている。

　フェイト・クルスはうなずいた。

「ええ。その能力からか、あれはほとんど自立していた──少なくとも、自立しているように見えたわ。そういう《知恵の実》があるんだから、《グレイテストオリオン》が自立しているように働いても、まぁ、おかしくはないかもしれないわね。……そういえば《レフトアーム＝スピーキング》は、確か真ま嶋じま綾あやの事件のあと、行方ゆくえ不明になっているのよね？」

「ええ。舞まい原ばる家は、エネルギーを使い切って消滅したと考えているようですが」

「もったいないことをするわ。あれはとても使える《廃棄品》なのに」

　はは、と笑い、大おお隈くまは資料を閉じて椅い子すにもたれる。

　目をつぶり、沈ちん思し黙もつ考こう──

「……とにかく、《グレイテストオリオン》が奇き妙みような現象を起こすほどに大量のエネルギーを得ていることは間違いないようですし、それほどの余よ剰じようエネルギーがあるということは、堂どう島じまコウの魂たましい集めは完了したと考えたほうがいいでしょう。ちなみに舞原家はこのことを？　中山くん」

　中山はためらいながら首を振る。

「……《グレイテストオリオン》のことでしたら、異常には気づいています。『励れい起き状態』と名づけたのは舞原家です。もっとも、現時点では警備を厳重にする、ぐらいの対策しかないようですが。……堂島コウのことについては、……調べられた範囲では、とくに何かをしている動きはありません。……というより、どうもまだ気づいていないようなのです」

　ちょっと待って、とフェイト・クルスが口をはさんだ。

「それはないわ。もしも《Ｉｔ》が必要量のエネルギーを得たなら、『マニュアル』が教えてくれるはずだもの、身体からだにも異常が起きるし、気づいてないってことはないと思うけど？」

「はい。もちろん、当然ながらマニュアルを持つ堂島コウは気づいているでしょう。が、舞原家はまだ知らない、というか、……つまり堂島コウは、魂集めが終了したことを、仲間のだれにも伝えていないのではないか、と」

「どうしてよ？　魂を集め終えたんだったら堂島コウも理解しているはず。単なる《知恵の実》をつくるだけならともかく、『本当の願い』を叶かなえる《知恵の実》は『イブ』がいなければ生み出せないのよ？　この期ごに及んでどうしてそれを秘密にするわけ？」

　それは、といいかけ、中なか山やまは口をつぐみ、宙ちゆうに視線をさまよわせて言葉を選んだ。

　大おお隈くまとフェイトの不思議そうな視線に気づき、咳せき払ばらいして口を開く。

「……それは、ですね。……ええ、なんといいますか、つまり、堂どう島じまコウはここしばらく、ほとんど家に閉じこもっていて、堂島アトリと父親以外には会っていないようで……」

「……だったら、堂島アトリを『イブ』に選んだんじゃないの？　……そうね、舞まい原ばる家に伝えていないっていうのはそういうことかしら？　バツが悪いとか？　体面を気にしているとか？　本当の妹じゃないとはいえ一応妹扱いしていたわけだから──」

「いえ。それも可能性は低いかと。堂島アトリは現在父親の家と舞原家を交互に行き来しています。中学校対策だとかで。時おり堂島コウのマンションに戻りますが、ここ最近は泊まっていくことはありません」

「……だったらなんで？」

「ええとですね、なんというか、その、どういいますか……」

　意を決し、中山はいった。

「三日前、堂島コウは隣となり町まちまで出かけていって、……その、ですね、俗にいうエロ本、エロＤＶＤ等、成年指定に属するものを一万円近く買い込みました」

「……ほう？」

「……はぁ？」

　きょとん、とした顔をするフェイト・クルスと大隈に、中山は意表をつかれた表情というのは顔のつくりが違っても同じようになるものだなぁ、とどうでもいいことを考えて、なんとなく堂島コウに心の中で謝りつつ、しどろもどろに言葉を続ける。

「いわゆる、衝しよう動どう買がい、をしてしまったものと思われます。なお、次の日は不燃ゴミの日だったのですが、その朝に購入したものをまとめて捨てていました。……というのが、総じて現在の堂島コウの状態のようでして……」

　微び妙みような雰囲気漂ただよう沈黙。

　大隈と視線を合わせたのち、フェイト・クルスは噴ふき出した。

　なるほどねぇ、と大隈もうなずき、人ひと懐なつっこい笑顔を見せる。

「……ほほう。なるほど。うん。その観点は考えていなかった。なるほど。……私たちや安県あがた氏だけじゃない、コウくん自身も準備ができていなかった、というわけですね。当たり前の反応です。……ちょっと安心しました。やっぱり彼も普通の高校生、というわけだ」

「まったく。あの子には本当に驚かされるわ。何をいまさら、……まぁ、準備ができていなかった、というのは確かでしょうけどね」

「も、もちろん、それだけではないと思いますが……」

　堂どう島じまコウ。

　自分の目的のためなら、他ほかのすべてを犠ぎ牲せいにしてもかまわない、と公言してはばからない少年。それを裏付けるような武勇伝も持つ。が、実際には、彼は直接的に仲間を犠牲にしたことはない。何よりも《グレイテストオリオン》事件のとき、堂島コウはその願いが叶かなったかもしれないにもかかわらず真ま嶋じま綾あやを犠牲にすることができなかった。

　確かに子供離れした執しゆう念ねん、精神力を持っているのかもしれない。

　それでも、彼は『怪かい物ぶつ』ではない。いくら『イブ』が必要とはいえ、仲間に犠牲を強いるような決断をあっさり下せるはずもない。

「確証はありません。あくまで推測ですが、やはり堂島コウにも色々な意味で迷いがあると思われます。……ならば、少なくとも学校がはじまるまではこの状態が維持されると考え、急ぎ報告に戻りました」

「……そうですね。登校すれば『イブ』候補に会わざるを得ない。かといって登校しなければ、怪あやしまれる。隠かくしとおすことは不可能──事態も動くでしょう。……学校がはじまるのは、明後日からでしたっけ？」

「はい」

『ザ・ワン』事件後、舞まい原ばる家は和わ歌か丘おかの大消毒／大改装に加え舞原依い花はなと堂島コウ・アトリの通う日ひ炉ろ理り坂ざか高校、附属中学校の全面改築を行った。そのため両校の生徒は夏休みが一月半ほど延びた。

　とはいえその休みも終わる。

　明後日から新学期。事態は動き出すだろう──

　中なか山やまはいまだくすくす笑っているフェイト・クルスを横目で見る。彼女がいる場で続けていいものか迷い。

　大おお隈くまは何もいわない。

　だから、たずねた。

「……堂島コウを、確保しますか？」

　ほう？　と見上げてくる大隈。

　フェイト・クルスも笑うのをやめる。

　彼女の動作に注意しつつ、中山は返事を待つ。

　大隈は首をかしげた。

「……確保、ですか？　舞原家の土地から、姫ひめ君ぎみと巫み女こ君の想い人を？」

「常態なら難しいかもしれません。が、現在、舞原家は当主の復帰と《グレイテストオリオン》によって混乱しています。諸外国も『ザ・ワン』の報復ウィルスで手一杯の状況です。そして何よりも、堂島コウが魂たましい集めを完了していながらいまだに《知恵の実》を生み出していない、これは状況をコントロールする最大のチャンスなのではないでしょうか」

　いいながら、中なか山やまはフェイト・クルスの動向に注意するのを忘れない。

　協力者ではあるが、彼女は『別室』の人間ではない。

　中山の思考を読んでいるのだろう、フェイト・クルスはにやにやと頰ほおをゆがめて中山と大おお隈くまを見ている。

　そんなフェイト・クルスを気にする素振りも見せず、大隈は首を振った。

「いえ。リスクが大きすぎます。たとえ後ご手てに回ることになっても、堂どう島じまコウを敵てきに回すことは避さけなくてはなりません」

　中山はなおも食い下がる。

「そのことですが、紫し馬ば崎さきを引き込めないでしょうか。プランを立ててみました。すべてを伝え、裏切りを許し、家族を保護するといえば、いまなら堂島アトリもいますし、彼なら堂島コウを説得して──」

「──中山くん」

　大隈は強い口調で、中山の言葉をさえぎった。

「……紫馬崎ではない。堂島です。中山くん。……彼の名前は堂島翔しよう」

「……はい」

「忘れないでください。『紫馬崎』はわれわれが勝手につけた識別標ですが、『堂島』は彼がすべてを捨てても連れ添おうとした女性の名前です。細かいことですが、交渉人たらんとするならこういう部分をおろそかにしてはいけません」

「ゴリッパゴリッパ」

　大隈の言葉に、フェイト・クルスが拍手する。

「……でも、実際問題、堂島コウをさらうっていうのはいい案じゃない？　堂島コウが生み出す《知恵の実》さえ制せい御ぎよできれば何も問題は起こらない。……あるいは堂島コウ本人が《知恵の実》を生み出す前に消えてしまえば。あなたたちにとってはそれが一番なんじゃないの？」

「……あなたがたにも、そうなのですか？」

　質問で返した大隈に、フェイト・クルスはバカにしたように首を振った。

「あいつら？　あいつらにとっては聖書の教えがすべてだもの。それが神の意思なら大喜びで忍にん従じゆうするわ。でもあなたたちはそうじゃないでしょ？　日本人。あなたたちにとっては、彼が失敗したほうがいい。むしろ消えてくれたほうがいい」

「まさかそんな。乱暴な。日本は法治国家であって──」

「は。ゴリッパゴリッパ。でも忘れないで。その法のせいで裁けないだけで、彼は立派な犯罪者。だいたい、……手を汚よごすのがいやなら国連にでも情報漏もらせば？　魂たましい集めを終えた『代行者』がいる、なんてことを知ったらすぐにでも軍隊を出してくれるわよ。……リスクが大きい？　敵に回すのを避けたい？　いったい何を怖がるの？　彼が『成功』してしまったら、結局敵に回るのよ？」

「……あなたにはそうは思えないかもしれませんが、未来は決まっていない、と我々は考えていましてね」

　フェイト・クルスのほとんどにらんでいるかのような、見み下くだしてくる視線にも、大おお隈くまの笑顔は崩くずれない。

　二人はしばらく視線を合わせていたが、やがて、フェイト・クルスは息を吐はき、肩かたをすくめた。

「……まぁ、好きにすればいいわ。あなたたちが──日本が何を選択しようとあたしには関係ないもの。あいつらのこともどうでもいい。あたしにとって大事なのは、マサヒトと姉ねえさんを殺すことだけ。あいつらもあなたらも、そのために利用するだけ。……安心しなさい。中なか山やまくん。『向こう』には報告しないでおいてあげるから、確保も監視も好きにすればいい。

　それじゃあ、あたしはいつものところにいるから。姉さんたちから連絡があったらすぐに教えて」

「ほほう。私たちのほうに連絡してくると思うのですか？　コウくんや舞まい原ばる家ではなく？」

「ええ。海かい藤どうを吐かせたのなら、無視できるはずがない。きっとこちらに──あたしに連絡してくる。必ずね。そのときは、いつでもいいから呼び出して」

　きびすを返し、歩き出す女性。

　その後ろ姿に、大隈は声をかける。

「……ミス・クルス」

「……何？」

「……そろそろ教えていただけないでしょうか。……あなたの目は、能力は、いったいどんな『未来』を見たのです？」

　一いつ瞬しゆん、フェイト・クルスの動きが止まる。

　しかしすぐに歩き出す。

　振り返らず、歩みを止めず、フェイト・クルスは答えた。

「……きっと姉さんたちも、そのことを知りたがる。だからあたしを無視できない。……あなたたちも、ね」

　大隈の返事を待たず、クルスは部屋を退出した。

　ドアが閉まるのを見送って、中山は大隈を見る。

　大隈は閉まった扉をながめていたが、中山の視線に気づき、微笑ほほえんだ。

「……まぁ、とにかくそういうわけですから、気持ちはわかりますけど、コウくんの確保はあきらめてください。しばらくは様子を見ます」

「……はい」

「……まぁ、確かに、ここでコウくんを確保するのが、一番犠ぎ牲せいが少ないのかもしれませんけどね。でもそれは、結局のところ『黙もく示し録ろくの獣けもの』とやらの出現を遅らせるだけのことでしょうし、……やっぱり、逃げるのはいやなんですよ私は。面倒を次代に預けてしまうのも」

「はい。私もそれは思います」

「だったら。逃げずに終わらせましょう。私たちの、手で」

　はい、と中なか山やまは深々とうなずく。大おお隈くまの言葉に胸のうちを熱くしつつ。

　そうだ、ここで堂どう島じまコウを殺しても、それで事態を回かい避ひできても、それは根本的な解決にはならない。

　たとえここで滅んでも、失敗してもいつかまた『代行者』は現れて、やがて『黙もく示し録ろくの獣けもの』は顕けん現げんするのだろう。

　ならば先延ばしは、逃げでしかない。

　いつかは向き合わねばならず、そして日本人である堂島コウが『代行者』であるこの状況は、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのかもしれないのだ。たとえ滅びを予言されていても、敗北が決まっているのだとしても。聖書が何を語っていても──

　中山はこぶしをつくり、うなずいた。

　日本には、八や百お万よろずの神がいる。

『唯一神の王国ミレニアム』など、認めるわけにはいかないのだから。
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「……ところで彼女は、もしかして、悪あく魔まのトリックについては上から聞かされていないのでしょうか？」

　中山国くに光みつの問いに、大隈は《レフトアーム＝スピーキング》の資料を見ながら答えた。

「聞かされていないのでしょうね。知る必要はない、と。……彼女自身も、考えることを放ほう棄きしているのかもしれません。そもそもトリックというほど大したものではありませんし、彼女の知識を考えれば、決して分からないことではないと思うのですが、……その能力ゆえに、ですかね」

《レフトアーム＝スピーキング》──珍めずらしく判明している、かつての名称は《リングオブソロモン》。三千年前、《知恵の実》の数が定まるまえから存在するという《元・知恵の実》。

（『──知恵あるものは獣の数字を数えるがいい。人間を指す、その数字は六百六十六──』）

　首を振り、資料をぱらぱらめくりつつ、大隈は続ける。

「未来は決定している、そう思わざるを得ない──未来を視みる力、というのは悲しいものですねぇ。……まぁ結局、彼女のほうが正しいのかもしれませんが。何しろ世界でもっとも読まれている書に拠よるものですし」

「そんなことはありません！　室長、私たちは負けません！」

「そう願いたいものです。……とにかく、観察していて確認しました。クルス嬢じようの見た予知は、まだ終わってはいない。彼女は『まだ』、何かを見ている。……おそらくまだ、『何か』、が終わっていない。だから彼女には余よ裕ゆうがある。コウくんが魂たましい集めを完了したことを知っても、待っている、といえるだけのゆとりが。何があるかはわかりませんが、おそらく彼女が切り札とみなせるほどの何か──私たちが動くのは、それを見極めたあとです。

　ええと、キーワードは『ゴールド』でしたっけ？　あと確か……」

「いまだに、それが何かを意味しているかはわかりませんが……」

「……とにかく、そこに注目しておきましょう。とりあえず、連絡員だけ残して潜せん入にゆうさせた者は引き上げさせてください。あと、きちんと休みを取るように。まだしばらくの余裕はありそうですから、いまのうちに──」

　資料をめくる手が止まる。

　しばらくながめたのち、大おお隈くまは中なか山やまにその写真を差し出した。

「……彼女については、どうでした？」

　差し出された『堂どう島じまアトリ』の資料に、中山は首をひねった。

「……ええと、その、いまのところ、とくに報告するようなことは……」

「彼女も明後日から、中学校に通うのですよね？」

「はい。確か舞まい原ばる家の次代メイド長候補、ラルナルガル・スタンが一緒だったかと。八や咫た烏がらす星鴉せいあと冬ふゆ月つきシュウが二人の護衛につくようです。……あの……」

　大隈はじっと、写真の少女を凝ぎよう視しする。

　堂島アトリ。

　堂島コウの妹、のふりをしている謎なぞの少女。

　堂島コウの妹亜あ鳥とりは、七年前、行方ゆくえ不明となった。

　犯人も犯行の手口も不明、堂島亜鳥はただ、消えた。

　何かを目撃したと思われるコウはただただ「宇宙人にさらわれた」と繰り返すばかりで、事件はいまだに謎に包まれている。

　この事件が堂島コウから過去の記き憶おくを奪うばい、現在の人格を形成させた。

　いわばすべての始まり──

「……室長？」

「……なぜこの少女は、コウくんのそばにいるのでしょう」

　独り言のような大隈の問いに、中山は戸と惑まどう。

「それは……やはり、監視とか……あるいは『イブ』候補でしょうか？　悪あく魔まが『代行者』のためにみずから用意したとか……」

「もしもそうだとしたら、それは最大のルール違反ですよ」

　そう、ルール違反。

　盗とう聴ちようできた会話のふしぶしから、少女は本物の堂どう島じま亜あ鳥とりではなく悪あく魔まによってつくられた存在であるらしいと推察されている。だが、もしもそうだとしたら、その存在理由がわからない。監視？　イブ候補？　監視つきの『代行者』などかつて聞いたこともない。何より彼女は監視ではない。これまでの事件、堂島アトリは監視というレベルを超えて堂島コウにかかわっている。ランドール・コーンウォークの事件では自ら銃じゆうを持ち戦い、また二人の決闘にも干かん渉しようしたと思われる。

　彼女は間違いなく、堂島コウを助けている。

　しかし少女が悪魔につくられた存在である以上、それは明確なルール違反。

　イブ候補など言語道断。

　悪魔は、人と人との戦いに、手を出さない。それがルール。

　にもかかわらず彼女は、堂島コウを助けている。なぜ悪魔がそれを許すのか──なぜ悪魔にそれが可能なのか？　明確なルール違反なのに？

（……悪魔のミカタ……）

　大おお隈くまは、ぽつりとつぶやいた。

「……彼女が、……本当の妹だという可能性は」

「いえ、それはありません。得られた会話にうそがあるとは思えませんし、赤い瞳ひとみに黒い髪かみ、そして翼つばさ──彼女の変化は確認しています。調査は続行中ですが、堂島アトリが人間ではないことは間違いありません」

「……そう、でしょう、ね」

　しかし、と大隈は思う。

　七年前、消えた妹。

　まったく残っていない痕こん跡せき、いまだ分からない行方ゆくえ。

　堂島コウは、何かを見た。それは人じん知ちを超えたものであり、だからこそ、堂島コウは妹が宇宙人にさらわれた、と主張した。

（……なぜ『堂島アトリ』は、堂島コウの手助けをすることを許されているのか？）

　悪魔はルールを破れない──大隈はじっと少女の写真を見る。間違いなく、悪魔の側である少女。悪魔につくられたという少女。いったい彼女は何者なのか。なぜ、堂島コウのそばにいるのか。なぜ手助けが許されているのか──

（──悪魔の、ミカタ、か）

「引き続き、彼女の調査分析をお願いします。あと、これだけは徹てつ底ていさせてください。堂島コウはもちろん、彼女だけは絶対に、敵てきにしてはいけません。そう取られるような行動は、何よりも優先して避さけるように」

「は、はい。わかりました」

　──中なか山やまが退室したあとも、大おお隈くまはじっと少女の写真を見続ける。そうしていればやがてインスピレーションが舞い降りてくるとでもいうように。『別室』で日本を支えてきた経験、なんの特殊能力も持たない『普通の人間』として超常相手に生き残り勝ちを得てきた長年の勘かんが告げている。おそらく堂どう島じまアトリこそ、最大のジョーカーだと。はたして彼女をどう見るか、どうとらえるか、それが世界の帰き趨すうを左右する、少女はそういう存在だと。

　最大の、チャンス。

　いまはまだ、動くべきではない。

　時が迫っているのだとしても。たとえ堂島コウが『獣の数字６６６』を完成させかけていても。

　焦あせってはいけない。

　いまはただ、待つべき時。

　堂島コウの身体からだに起きている変化を想像し、『イブ』候補たちについて考え、いったいだれが選ばれるのかなんとはなしに思いつつ──

　大隈次じ郎ろうはデスクに肘ひじをつき、切り札になるであろう少女の写真をながめ続けた。
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A morning work
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　その年の日ひ炉ろ理り坂ざか高校の二学期は、常よりも一月と半ほど遅れてはじまった。

　おそらく、日炉理坂史上もっとも待ち望まれた新学期であったろう。追加された長い休みを満まん喫きつできた生徒はほとんどいなかった。最初のうちはみな延長された休みに喜んだが、はじめの一週間が過ぎるころにはほとんどの者が理解していた。やることがない。宿題は終わらせてあり──むろん追加の課題と休み明けの試験実施は連絡されたが──かといって遊べるかというとそうでもない。普通に働いている親たちの視線が痛すぎる。別にずる休みしているわけではないのだが、被害妄もう想そう、というやつだろうか、家でごろごろしているとなんとなく非難されている気がしてくる。何しろ休みであるのは自分たちだけ、旅行に出られるわけでもない。かといって毎日毎日外で遊んでいられるはずもない。多くの場合高校生というものは金きん欠けつにあえいでいるものであり、金を使わない遊びなど本ッ当に限られているのがいまの世の中。喜んでしかるべきはずの休暇の追加にほとんどの生徒はむしろ損した気分になった。夏休みが追加された分だけ他ほかの休みが削けずられる（しかも大幅に！）、という噂うわさがそれに拍車をかけた。貴重な休みを無む駄だにしている実感。にもかかわらず何もやることがない苦痛。ついには退屈に耐えかねて、率先して勉強をはじめる者まで現れた。事実である。他ほかにも、あらためて部活動をはじめる者もいた。みずから動くことにより恋や新たな目標を見出せた者も確かにいた。が、そうした時間の消化ができたのは友人やタイミングにめぐり合えた運のいい少数の者たちばかりで、多くの生徒は怠たい惰だを苦痛と感じ、かといって自分から行動を起こすこともできず、ただただ学校が開始されるのを待っていた。期せずして、日炉理坂の少年少女は理解する。学校とは通うものではなく、自分たちの世界、属する社会そのものであるということを。望む望まざるにかかわらず、少なくとも卒業するまでは、学校こそ自分たちの生きる場の中心であり、そこから遠ざかっているいまが異常の状態なのだということを。

　だからこそ、多くの生徒はかつてないほど学校のはじまりを望んでいた。

　そこには、常ではない休みの延長が生んだ渇かつ望ぼうがある。退屈を厭いとう気持ち。やることがないことへの嫌けん悪お。そんな自分への焦あせり。いまのままではいけない、変わりたいという思い、いまの自分から脱却したいという願い──変化に対する熱望。多くの生徒はそれを感じ、その想いを学校へと向けた。自分がこんなにむずむずするのは、長い休みのせいだと。無む為いの休みが続いているから、だから身体からだがうずうずし、こんな退屈な状態、暇ひまな自分から変わりたい、そう願っているのだと。そのことについて考えるとき、視線が無意識にある方向に向いてしまうことが多々あったのだが、そのことに気づいている人間は少なかった。何かに呼ばれるように感じる気分も、ただ学校に行きたいのだと理解していた。《グレイテストオリオン》の名を知る者だけが、真実を知って憂ゆう慮りよしている。しかし実際、打つ手はない。《グレイテストオリオン》の放つ波動を遮しや断だんできるものはない。そして何より、《グレイテストオリオン》の力は強大だった。離れていればそれほどでもない。が、近づけば近づくほど、その影響は強くなる。触ふれられる距離まで近づくと意識そのものを奪われる。しかも《グレイテストオリオン》の放つ力は、少しずつだが確実に、時間とともに増大していた。

《グレイテストオリオン》を保管している舞まい原ばる家はもう何人もノイローゼに陥おちいっている。

　にもかかわらずいまだに対策は打てていない。

　前例もなく対応策もなく、どうすればいいかわからない、というのが大きい理由だが、舞原家にとっては諸外国との折せつ衝しようのほうが急務だったということもある。というわけで《グレイテストオリオン》は励れい起き状態のまま、その力の波動を日ひ炉ろ理り坂ざか中に振りまいていた。おそらくただ二人の人間だけがその影響を受けずにすんでいたのだが、その一人、真ま嶋じま綾あやは影響こそ受けないがそれをとめる力もない。そしてもう一人、堂どう島じまコウはある意味その原因でもあり唯一とめられる可能性を持っている人間なのだが、とめようとはしなかった。自分が影響を受けていないため事態を軽く見ていた、ということもあったが、ぶっちゃけそれどころではなかった。

　堂島コウもまた、大きな問題を抱かかえていた。
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「おはよう。堂島くん」

「よう堂島。久しぶり」

「ほい。おはよ」

　校門の裏側に植えてあるイチョウの木にもたれかかって、堂島コウはクラスメイトや見知った顔に挨あい拶さつを返す。そうしながらもその目は間断なく周囲を見渡している、というか見渡そうとしているのだがしょっちゅう気を取られている。登校している生徒に。具体的には女生徒の姿に。

「あ。おはよう堂島くん。久しぶりだね。……教室にいかないの？」

「ん。おはようさん。ちょっと用事があって。おかまいなく」

　なるべくソフトを心がけているのだが、いつものコウの態度に比べてちょっとそっけない。が、クラスメイトの少女はとくに気にすることもなく、じゃあね、といって歩いていく。心の中でほっとしつつ、気がつくと、コウはその後ろ姿を目で追って、身体からだが少し、追いかけて──シャンプーかリンスだろうか、いいにおい──早はや川かわさんってあんなにかわいかったんだ。歩みに合わせて揺れるスカート。その下に伸びる白い足。締まったソックスというものは実によく、女性の足を美しく見せてくれるもの。気がつくと足──正確にはスカートとソックスの間にある太ももとひざの裏の部分──を凝ぎよう視ししていて、心臓が早はや鐘がねを打ち出し、それに気づいてコウはなるべくさりげなく、目を逸そらす。が、逸らした目はすぐに別の女生徒をとらえる。友だちと仲良く談笑している少女。髪かみをまとめあげているのが興味をそそる。距離があるのでよく見えないが、あのうなじはどんな感じなのだろう（何が？）。知っている女性のうなじを思い出し、下半身から波が昇ってお腹なかで拡散、その感覚に狼ろう狽ばいし、まず落ち着こう、と深呼吸をしようとして──

「堂どう島じまくん？」

　いきなり話しかけられ、心臓が飛び出しかけた。

「あ、あ、ども。おはよう」

「おはよう。……こんなところに突っ立って、どうしたの？」

　女生徒の名前は箕みの利り慧けい。コウとはクラスが違うが舞まい原ばる家の関係で顔見知り。全体的に子供っぽく、ショートカットが似合っている。気づいたときには近くに寄られていて、コウの動どう悸きが早くなる。

「ちょ、ちょっとな」

　ふうん、と首をかしげる少女の姿が胸を貫く。やばい。かわいい。えらくかわいい。抱だきしめたくなるほどに、っていや違うつまりこれは妹っぽく小動物っぽくかわいいから親愛をこめて抱きしめたいということで──箕利と視線を合わせられなくて、コウはぷいっ、と話は終わりといわんばかりに顔を背そむける。自分の不調を意識しつつ。これがいつもの自分ならサービス精神旺おう盛せいに笑わせることを試みるはず。それが自分のキャラだから。ああどうしちまったんだろうおれってば。

「待ち合わせ？」

「……え？　わ？」

　いきなり身を寄せてきた箕利にコウの身体からだが固まる。金かな縛しばり、というやつだろうか、意識があるのに動かない。箕利の顔が近づいてくる。ぐんぐんと、しかしコウの視線は彼女の顔を通り過ぎ、その胸元へ。襟えり元もとからわずかにのぞく肌はだの白さが目に焼きついて離れない。まぶしい、けれど目を逸らせない。ごくり、とのどが鳴ったのは、その白い部分に舌したを這はわせる自分を想像したためか。どんな味がするのだろう。どんな反応を返すだろう──って何を考えているんだ自分！

「サクラさまを待っているなら、しばらく学校こないよ？」

「ええ？」

　いきなりのサクラという名前、そして続いた言葉の衝しよう撃げきに金縛りから解放されて、コウはまじまじと箕みの利りを見る。サクラが学校に来ないって？　舞まい原ばるサクラ、舞原家の次期当主にして現在コウの恋人──ただしそれは表向き。舞原イハナとの取引により、コウはサクラと付き合っている。冬ふゆ月つき日ひ奈なの未来のために。そのことをサクラは知らない。──我ながらひどい男だとは思う。言い訳にもならないが、コウはサクラを嫌きらいではない。むしろ好きだといってもいい。過去の堂どう島じま家と舞原家の確かく執しつを考えればこれはすごい進歩でもある。本当に言い訳にならないが。とにかく、コウはサクラを嫌いではない。何度かキスもしているし、その柔やわ肌はだに触ふれたりしたこともあるし、いずれ求められたときその先に進むことにもやぶさかではないし──それは別にどうでもいいが、でもイハナの思おも惑わくとしてもサクラの気持ちとしてもいずれ求められることは確実だし、とはいっても別にすぐにどうこうというつもりはないけれど、もちろんすぐでもかまわないわけで、いやそれこそ別にどうでもいいのだが、とにかく公認の恋人であり、キスしていい相手であり、抱だきしめていい胸元に顔をうずめて舌したを這はわせて柔らかくって温かいふんにゃりとしていていいサクラ、そのサクラが今日はいない、抱きしめられないということは──

「なな、なんで？」

「知っているでしょ？　いま舞原家うちが大変なの。当主さまに頼りきるわけにもいかないし、だから姫ひめさま、将来のため、お館やかたさまに連れられて社交界デビューの真っ最中。いまごろはヨーロッパかな？」

　んなこと知るか！　と叫びたくなるのをこらえてコウはそうかとうなずく。

「そ、そ、……そうなんだ。……ま、別に、サクラを待っていたわけじゃないから」

「……あっそ。……ま。そういうことだから」

　コウにしては珍しいぶっきらぼうな物言いに、箕利はうなずききびすを返す。にやにや笑いを隠かくそうとせず、コウの態度を照れ隠かくしだと解釈しつつ。箕利は思う。しまったな、写真でも撮っておけばよかった。いまの堂島コウの顔、サクラさまに見せてあげたい。あんなに落らく胆たんするなんて。動揺を隠せぬコウの姿に満足を覚えて箕利は歩く。思いつつ──内心を隠すのがうまい堂島コウがあれほど驚くなんて、はじまりはどうであれ、いまや本当にサクラさまを愛しているのね。そりゃそうよ、たとえ堂島コウとはいえど姫さまの魅み力りよくにあらがえるはずがないんだから──もしも箕利が振り返っていたら、獲物を狙ねらう狩人かりうどのようなコウの目に気づいて違う感想を持っていただろう。だが箕利は振り返らずに歩いていき、堂島コウも、サクラに、公認の恋人に会えない、ということを知った途と端たんにこみ上げてきた激情とその代わりになるものを確保したいという気持ちをなんとか抑おさえきることができた。視線はしばらく未み練れんがましく、箕利の腰こしを追ってはいたが。

　ふと、コウは我に返って周囲を見渡す。

　女生徒に目が留とまりそうになるのを我慢し、確認する。……よかった。とくには注目されていない。そしておかしな視線も感じない。そもそも堂島コウがここに立っているのは、本当に、サクラを待つためではなかった。むろん、女生徒を鷹たかやふくろうのごとくながめるためでも断じてない。コウが校門の裏に隠かくれるようにして立っているのは、怪しいやつがいないかどうか見張るため。現在の自分の状態を観察している『敵てき』の姿を探すため、自らをおとりにしているのだ。そう、敵がいる。いるはずだ。いると思う。いてほしい──現在陥おちいっているこの状態は敵の攻こう撃げき、そうでなければありえない。堂島コウには敵がいる。悪あく魔まの代行であるコウを倒すことで魂たましいの契約を踏み倒そうとする敵、あるいはそうした存在を操る敵が。これまでも、コウは《知恵の実》による様々な攻撃を切り抜けてきた。目に見えぬ敵と戦ったり、遊園地に閉じ込められたり、友人を別の人間に変えられかけたり、今回のこれもきっとそうした攻撃のひとつに違いない。ならば敵さえ見極められれば、きっと切り抜けられるはず──

「堂どう島じまくん、おはよ」

「おはよ」

　クラスメイトに声をかけられ、その目が相手の胸元にいくのを必死でこらえる。こらえたいのに目がいってしまうのは現在日ひ炉ろ理り坂ざか高校は中間服が絶賛中で、長なが袖そでだが生地の薄うすい黄色のブラウスは念をこめて凝ぎよう視ししたなら何かが透すけて見えそうだから。むろん見えるわけではないが挑戦したら見えそうで壁に挑いどむのは男の浪漫ロマンでついついじぃっと視みてしまい、次の瞬しゆん間かん我に返ってコウはあわててそっぽを向く。口数少なく挨あい拶さつを返し、悟さとる。そうか口数少ない無ぶ愛あい想そうな男というのは別に硬派というわけではなく意識しすぎているんだな？　むしろスケベェなんだな？　思い当たるのは自分を慕したう、同年代なのに敬語を使う友人のこと。あのヤロウ。硬派なふりをしやがって、内心こんなん考えてたのか。いやまぁそんなのあいつに限ってありえないけど。

「おはようございます。お久しぶりです、先せん輩ぱい」

「うん。おはよ」

　話をしたそうな後こう輩はいを素そっ気けなくかわし、心の中でごめんと謝る。いまは、女性の顔をまともに見られない。話もできない。気軽に声をかけてもらえる自分の人気がうっとおしい。もっとも、コウは自分が本当にもてているとは感じていない。単純に、他ほかのろくに返事もできないような男より話しかけやすいというだけだろうと思っている。少なくともいままでは、女性の身体からだが気になり顔を見られない、なんてことはなかった。ちょっとした会話を断るようなことなどしなかった。しかしいまでは、女によ体たい、という言葉にすら恥ずかしさ＆トキメキを感じてしまう自分がいる。

（──ちくしょう、こんなの、おれじゃない。こんなの、絶対、敵の攻撃に違いない──）

　だからコウは、目を皿にして周囲を見張る。校門を背にしているので、前方だけを見張ればいい。この攻撃は学校でこそ最さい凶きようの効果を発揮するから、敵は学校にいるだれかに違いない。そう推理したからこそ、コウは身体の異常を押して、サポーターとボクサーパンツ──いつもはトランクス派なのだが今日はそういう気分だった──を重ね履ばきして登校してきたのだ。敵を見つけて見極めるために。もっともコウ自身、どこかで気づいているのかもしれない。これが敵てきの攻こう撃げきなどではないことを。敵などおらず、だれかを殴なぐり飛ばしたところで何も解決しないということを。無意識レベルで理解しているのだろう、だからこそ、コウは舞まい原ばるイハナをはじめとする『ポリッシュアップルズ』の仲間に連絡していないのかもしれない。これが敵の攻撃だとすれば生命の危険があるにもかかわらず。もっとも、状態が状態なので、恥ずかしい、というのも大きいのだろうが。

　とにかくそういうわけで、コウはなるべくさりげなく、しかし集中し周囲を見回す。

　とくに怪あやしい動きはない。

　──というかあの子、ジィほどじゃないけどすごい胸だな、歩くだけで揺れている──

　コウは自分の頭を、もたれていた木にぶつけて思う、ちくしょう、敵はどこにいる、とっとと姿を見せやがれ。こんな、こんなのおれじゃない、敵の攻撃に違いない。さもなきゃこんなのありえない──

　──自分が『発情』しているなんて。







　　　　◆







「よう堂どう島じま。久しぶりだな……何やっているんだ？」

「ななななんでもねぇよ。おはよう」

　クラスメイトに話しかけられ、コウは自分を取り戻し、あわてて視線を外した。

　しかしコンマ何秒か遅かったらしく、コウと同じクラスの少年──名を関せき谷や倫りん太た郎ろうという──はコウが見ていたものをとらえてにやりと笑う。

「あーあーあーあー。なるほどな？」

「何があーあーあーあーだ？」

　頭部に強い衝しよう撃げきを与えると記き憶おくが飛ぶ、というのは本当だろうか、そんなことを考えながらコウは関谷をにらみつける。ちなみにコウ、過去の経験からか男子に対しては結構厳しめ、敵か味方かだけで判断するくせがあり、さらにいうなら味方をあまり必要としない。一人でなんでもやっちゃうタイプであり、そのため嫌きらわれているわけではないのだが男子には親しい友人が少ない。というかほとんどいない。関谷はそのほとんどいない側の一人。といっても話をする頻ひん度どが多く、たまに相手がいないとき一緒に昼飯を食べる程度だが。

　関せき谷やはコウが見ていた方向に視線を向けて、後頭部を無防備にさらけ出しつついった。

「いやー、やっぱり、なんていうか、休みあけって、ついつい探してしまうよな？　こう、『ひと夏の経験』ってやつ？　を済ませた女子がいないかどうか。……でもそれって本当に見て分かるようなもんなのかね」

「……は？」

　関谷の視線が遠くを歩く女生徒たちの間をさまよう。──腰こしか？　腰でわかるのか？　なんてつぶやきつつ。それにつられてコウの視線も女子の腰を追い、身近なクラスメイトが『そういうこと』をしている場面を想像し、ぐああ、とうめいて首を振る。

「ああアホか！　何いってんだ！　違うわ！」

「いやいやわかる、わかるって。考えちゃうよな、男なら当然だ。ていうかちょっと安心したよ。おまえにもそういう部分があるんだなぁ」

「……何？」

　聞き逃のがせない言葉に、コウは思わずまじまじと、関谷を見た。

　それに気づいて関谷も振り返り、ちょっと引いた表情を浮かべて問う。

「……え？　何が？」

「……男なら、当然、ですか？　……関谷クン」

「え？　……まぁ、はい。当然、かと」

　コウは木にもたれ、腕うでを組み、地面を見つめてしばらく考えた。

　関谷から視線を外したまま、独り言のように、いう。

「……あー、関谷くん。一般論の話なのだが」

「い、一般論ってなんだ？　おれは難しいことは」

「一般の、だれにでもいえることについての話だ。それで、だが……

　男っていうのは、まぁ、女性の裸はだかを見るとさ、たとえ大人おとなじゃなくても、同年代の裸であっても、興奮するよな？」

「ああ。するなぁ。……………………ていうかちくしょう、するんじゃないですかね！」

　何やら憤ふん慨がいしつつもうなずく関谷を横目にちらり、コウは言葉を続ける。

「それでだ、裸じゃなくても、胸とか……性的な部分を触さわってしまったら、やっぱり興奮するよな？」

「性的て。ああ。するさ。それがどうした」

「……ん、じゃあ、……裸でなくて、きちんと服を着ていても、それで手とか足とかぜんぜん性的でない部分を触っても、それでも興奮するものか？」

「おお。するよ。するともさ」

「即答するなよ、考えろよ。……だっておまえ、ただの手足、とかだぞ？　男と変わらない部分だぞ？　そんなとこでも触さわりたいとか思ったり、興奮なんかできるのか？」

「いや堂どう島じま、それは根本的に違うだろうさ。同じ手足でも男と女じゃパーツからして違うもんだろ？　柔やわらかさとか、もうぜんぜん違うだろ？」

「そのとおりだ！」

　我が意を得たり、とばかりにうなずくコウに若干引く関せき谷や。こいついったい何を話したいんだろうと思いつつ、

「とにかく、おまえが何を聞きたいのかわからんが、いったんスイッチ入れば何にだって興奮できる。それが男というもんだ」

「……じゃあ、ただ道歩いているだけの女子にも？　美人な大人おとな、とかじゃなくって、見慣れているクラスメイトとか、まだ子供な一年相手でも？」

「…………ああ、まぁ、な。難しいやつもいるかもだが」

「で、でも、それだと、なんていうか、ただ歩あるっているだけで年中発情しているようなもんじゃないか？」

「まあ、おれらぐらいの年なら、それが普通で当たり前？」

「…………そ、そうなのか？」

「……そうだろう、と思うけど？」

　そうか、とコウはつぶやき顔を上げ、どこか同情のこもった視線で関谷を見る。

「……男って、大変だなぁ」

　コウの言葉に関谷の胸に噴ふん念ねんうずまく。なんだそりゃ、おまえだって男だろうが！　それともやっぱりもてる男は違うのか！　違うんですか？　違うんでしょうねこのやろう！　何しろこいつ、公認の恋人なんかがいるもんなぁ、もうやることやってんのかな、でも相手お姫ひめさまだし、ここは日ひ炉ろ理り坂ざかだし、でもこいつなんか余よ裕ゆうあるみたいだし、ああちくしょう──など懊おう悩のうする関谷だったが、その横でコウも衝しよう撃げきを受けていた。有あり体ていにいうならびっくり仰ぎよう天てんしていた。──こいつの言葉が正しいのなら、それは、あれか？　いまのおれの状態はだれかの特殊攻撃ではなく普通の状態ということなのか？　むしろいままでが異常でこれが正常だということなのか？　そんなバカな？　とはいえ、思い当たることもないではない。これまでしばしば聞かれたものだ。堂島、なんでおまえ女子に平気で触さわれるのかと。くっつかれてもそんなに平然としていられるのかと。コウにとってはそれをできないほうが不自然だったが──「何を警けい戒かいする必要がある？」──いま考えるとやはり自分が少数派だったように思う。ならば、異常なのは自分のほうだったのか？　いまが正常の状態なのか？　ていうか男っていつもこんな目で女性のことを見ているわけか？　そりゃ女性に保護が必要なわけだ。女性専用車両やら、女性を守る法律がたくさん生まれてくるわけだ。性犯罪もなんだかんだで男の方が多いし──いいやともかくそれは問題じゃない。大事なのはこれが正常かどうかではなく、どうしていきなりこんな状態になってしまったかということで──

　ふと、イハナにいわれた言葉を思い出す。

　かつて、コウはイハナにいわれた。あなたは女性への邪じや気きが少ないと。だからもてるのだろうと。そしてこうもいわれた。なぜ女性への邪気が少ないのか、それは、堂どう島じまコウにとって同年代以下の女性は『妹』でしかないからだ。かつて守れなかった『妹』を無意識に重ねているからこそ、女性を異性として正しく見ることができないのだと。そのときは強引に話を打ち切ったが、確かにそうなのかもしれない。ということはいまの状態は、女性を『妹』として見ることができていないということなのか。だとしたら、改めて『妹』として見ることができるようになれば、この状態はおさまるのか？　一いち縷るの望みを託たくして、コウは周囲の女性を妹だと思い込んでみる。妹──といっても本物ではないそれどころか人間でもない──アトリの姿を思い浮かべる。最近ちょっと反抗期っぽい、小こ生なま意い気きになった悪あく魔まの妹（見習い悪魔か悪魔見習いだったのだが、最近になって見習いが取れた、とかいっていた）。ちみっちゃく、なんかぱたぱたという擬ぎ音おんを引き連れているかのような（実際背中に羽根を持っている）、うっとおしいけどどこかほっておけない、一応の妹。いまごろは親父おやじと一緒に中学校へ登校中だろう、昨日きのうは会わなかったが──思い出すのは一昨日おとといの晩。アトリは久しぶりに堂島コウ宅に帰ってきて、食事をし、ＢＯＳＳと一緒にお風ふ呂ろに入った。ちなみにＢＯＳＳというのはこの夏家族に加わったダックスフントの子犬なのだが、お風ふ呂ろに辛つらい思い出でもあるのか身体からだを洗われるのをいやがる。風呂場まで連れていくだけで一苦労。何とか苦労して風呂場までつれていったアトリだったが、一緒に洗い場に消えたかと思った瞬しゆん間かんＢＯＳＳはすぐさま飛び出してきた。そしてアトリも追いかけてきた。身体にバスタオルだけ巻いて。おそらく慌あわてていたのだろう、タオルはしっかり巻けてはおらず、まるで狙ねらったかのように、コウの前ではらりと落ちた。正しくは、食事を終えて寝転がっていたコウの上へとはらりと落ちた。思い出す。脳裏にくっきり浮き上がる。闇やみに浮かんだ白い肌はだ。小さい、けれど無視のできない二つの膨ふくらみの頂点はかすかな紅べに色にそまり、そして何より、果物くだものにたとえるならば白はく桃とう、という表現のまさにぴったりな──

「くぇりゃあっ！」

　奇声を発し、コウは関せき谷やの頭を押さえて頭突きを放つ。

　いきなりかつ思いがけない一撃に、吃きつ驚きよう、関谷はのけぞった。

　一いつ瞬しゆん何が起きたか分からず、じんじんとしてくる痛みにようやく気づいて抗議する。

「いい痛えよ！　いきなりなんだよ！」

「すまない！　悪い！　ていうか殺せ！　いいから殺してくれおれを！」

　うがぁっと奇声を上げつつコウは木へと頭突きをかます。頭のなかで違う違う違うんだってと連呼しつつ。とにかく違う、違うんだ、何が違うのかわからないけどとにかくおれは違うんだ。あのとき自分はどんな顔をしていたのだろう、アトリはどう思ったのだろう、アトリの表情を思い出し、コウは首を吊つりたくなる。高いところから飛びたくなる。……ちなみにアトリ、その日は泊まる予定だったのを急きゆう遽きよ変更、父親の家に帰ったわけだがそれだけでもう死ぬにはじゅうぶん。ていうかおれ、警けい戒かいされたのか？　そんな顔をしていたのか？　違うんだおれはただびっくりしていただけでどうすればいいかわからなくってだいたいおれ何もしていないし／しようとだってしなかったし／何も考えなかったし、大体妹相手にそんなこと考えたりするわけないし、いやでも本当の妹ではないわけで、それはともかく百歩譲ゆずって何かを考えたとしても、アトリ、おまえはそういうのＯＫなんじゃなかったか！　ていうか別に何もする気はないけれど、おまえ本当は妹じゃなくて悪あく魔まだろ！　そういうのって望むところじゃなかったか？　最初のころ、そういうこといってなかったか？　だからって何かする気はもちろんないけど、でも何も逃げなくっても、ていうか、おれはそんな危険な顔をしてたのか、妹に、アトリに対して。……こんなの違う、こんなのおれのキャラじゃない、ていうか絶対おれじゃない──

「……ああ、もう、死にてぇ……死のうかなぁ……」

「……そ、そんなこと、簡単にいうなって……」

　何やら果てしなく落ち込んでいくコウに、関せき谷やは遠えん慮りよがちに声をかける。正直にいえば関谷は腹が立っている。いきなり頭突きをされたのだから。殴なぐり返してやりたいとこだが色々な武勇伝を持つコウを相手にそれは怖い。気まずくなるのもいやだし、だいだいそういうキャラでもないし、そもそも関谷はコウに頼みごとがあるからこうして声をかけたのだから。というわけで機き嫌げんをうかがう。やっぱり『みークル』の人間は遠くからながめているのが一番かなぁと思いつつ。

「……なぁ、堂どう島じま。おまえ、なんかあったのか？」

「……別に。何もねぇよ。ほっとけ。……さもなくば殺せ！　殺してくれ！　でなければ死ね！」

「うわまた！　だから落ち着けってば！　こわ！」

　関谷が追加の頭突きをくらい、くらい、さらにくらい、どうかしたんですか？　と後こう輩はいが声をかけてくるまで、コウの自じ虐ぎやく（と他虐）は続いた。







　　　　◆







「よう。堂島。関谷も。……何しているんだ？」

「……ちょっとな」

「ちょっとね。ああ、痛え」

　クラスメイトを見送って、コウは目の前でこれ見よがしに額ひたいにハンカチを当てている関谷を観察する。それほど親しいわけでもないのに立ち去らないでここにいる、なぜ、こいつはここにいるんだ？　もしかして、こいつがおれに攻こう撃げきしている謎なぞの敵てき？　怪あやしんでいる一方で、ありがたくも思っている。関せき谷やを警戒することで、女子の挙きよ動どうに（あんまり）目を奪われずにすんでいるから。だからといって下半身からの猛たけりの波動が消え去ってしまったわけではないが、やはり持つべき者は遠くの敵より目の前の敵。

　平静を装い、聞いてみる。

「……ところで関谷、おれになんか用でもあるの？」

　わざとらしく座り込み額ひたいを押さえていた関谷は、ようやくよっこらしょっと立ち上がり、コウの隣となりに並んだ。

「……あー、ぶっちゃけると、そう」

「……で？」

　やはりこいつが今度の敵なのか？　取引でも仕掛けてくるつもりか？　全身を耳にして次の言葉を待ったコウだったが、関谷は想定外の方向から話をはじめた。

「……今年の夏休み、長かったよな。……堂島は、楽しめたか？」

「は？　……ああ、まぁ……」

「……おれのほうはぜんぜん。ていうか長かった分、時間を無む駄だに使ったって感じだな」

「……だから？」

　夏休みが長かったのは『ザ・ワン』のせい。それと関係があるのだろうか。どう話が展開するか予想ができず怪け訝げんな顔をしているコウに、関谷はぽつぽつと、恥ずかしげに語る。

「いや本当に、貴重な時間を無駄にした気がする。後半なんかさ、自分の家か友だちの家でごろごろしていただけだし。せっかく休みが増えたのに、何もする気になれなくてさ。おれ、部活にも入ってないし、本当に、ごろごろしていただけで……正直、学校がはじまるのが待ち遠しかったよ。学校はじまればごろごろしないですむからな。──ていうか、一度しかない高校二年の夏休みに、おれは何をしてたんだ、っていう……

　で、まぁ、さすがにおれも思ったわけよ。このままじゃいけないって」

「……へぇ」

「いや、マジで。なんていうか、自己改革に燃えているっつうか、もっと『青春』したいというか。いや本当に。……で、考えたんだが、……あのさ、堂島」

「だから、なんだよ？」

「……おまえ、まだ、その、……舞まい原ばるサクラと付き合ってる？」

「はぁ？」

　思いがけない質問に、コウは関谷の顔をまじまじと見る。

　それをどう感じたか、慌あわてたように関谷は続けた。

「いやほら、おまえ、休み前に『決闘』みたいなことしていたろ？　なんとかいう一年と、真ま嶋じま先せん輩ぱいを賭かけて。おれも見てたけどすごかったな、あの試合。……で、なんか試合中キスとかもらってたしさ。……だから、もしかしたら、舞まい原ばるさんとは別れたのかな、って」

「あの試合は、みークルの後こう輩はいとして引き受けたってだけだって。真嶋先輩もみークル所属だからな。仲間同士、一人の敵てきには全員で立ち向かう、それがみークル魂だましい？　別に先輩は嫌きらいじゃないけど」

「……じゃあまだ、舞原サクラと付き合ってんだ？　順調に？」

「おう。順調順調」

　抱だきしめたいとき傍そばにはいない関係だけどな、という子供じみた皮肉を口に嚙かみ潰つぶす。別にサクラが悪いわけでもないのになぜか腹を立てている、そんな自分がいやになる。いまの状態もあわせて、そのせいか口調がぶっきらぼう。

　続ける関せき谷や、

「でも不思議だよなぁ。堂どう島じまの舞原嫌いは一年のころから有名だったのに。その姫ひめさんと付き合うことになるなんて。いまじゃ舞原家自体と仲いいみたいだし」

「ああ運命って不思議だな。何が起きるか分からないな。……で？　それがなんなんだ？　おまえが青春したいことといったいどうかかわりが？」

「だからさ、つまり、もしも別れたんだったら、気まずいだろうから頼めないなぁと思って。……わかった。すぐいう。いうからそんなにらむな。もうぶっちゃけるけど、あのさ、堂島、……おれに──

　舞原妹、紹介してくれないかな？」

　今度こそ吃きつ驚きよう、コウは絶句して関谷を見た。

　……はぁ？

　……なんだって？

　よりにもよってこのおれに、イハナを紹介してくれと？　こいつ、アホか？　だれに何を頼んでいるのかわかっているのか？　もちろんわかっていないのだろう──というかコウとイハナの関係は限られた人間しか知らないのだからしかたがない──コウの視線に顔を逸そらして関谷は弁解するように口を開く。

「いや、わかっているんだ。高たか嶺ねの花だってことはさ。でも、なんていうか、おれだって恋をしたいといいますか、『ひと夏の経験』というにはもう遅いけど、時間を無む駄だにするぐらいなら行動したほうがいいって思ったんだよ。ダメでもともと、勝ったら儲もうけ？　とにかく、このままだと恋のひとつもしないまま高校生活終わってしまうような気がして」

「だ、だからって、なんでイ、……………………イハナ、なんだ？　いくらなんでも……」

「……いやまぁ、おれもさ、考えたわけよ。一応本気で思っているんだ。恋がしたい、女の子とドキドキしたい！　って。でもそれってさ、正直にいえば相手なんてだれでもいい、よくいう『恋に恋する』ってやつだよな？」

「……そんな感じだな。聞いていると」

「だったら、だ。だれか適当なヒト見つけて、まぁ、付き合ってください、と頼むわな。で、うまくＯＫもらって付き合いはじめたとする。で、もしも、もしもだぜ？　向こうが本当におれのこと好きになってくれたとき、そのおれが本当には好きじゃなかったりしたらまずいだろ？　付き合い申し込んでおいて、こっちが好きになれなかった、なんていうのは失礼というかなんというか。……まぁその逆、おれが本気になっても結局振られる、って可能性のほうが高いんだろうけど」

「……」

「で、考えたわけよ。もう最高の一番の高たか嶺ねの花、舞まい原ばるの巫み女こさんだったらそういうことはないだろうって。おれを振ることはあっても本気で付き合いだすようなことはないだろうし、振られるのは間違いなくおれのほうだろうから、恋に恋する練習相手としては最適かなぁって。どう？」

「なるほど。おれにひとついえることは、──もう黙れってことかな」

　思いのほか強くなってしまった口調に、関せき谷やの顔に動揺の表情が浮かぶ。少し脅おびえたその様子に、コウは必死に自分を抑おさえようとする。……わかっている、関谷はそんなに悪いやつじゃない。ただ、アホだというだけだ。アホで、《グレイテストオリオン》の影響か何かで焦あせって手段を間違えているというだけだ。……だからって許せるものだろうか。確かにイハナは高嶺の花なのかもしれない。彼女を普通の女の子なんて呼ぶのは偽ぎ善ぜん以外の何者でもない。でも、だからといって舞原イハナは傷つかないというわけじゃない。それを、なんだ？　練習相手、だと？　──目もくらむような怒りをなんとか押しとどめているのは、その怒りの半分以上が胸からではなく下半身の『モヤモヤ』が転化されたものであるのを理解しているから。頭のどこかが冷静に、自分の状態を判断している。これはやばい。感情を表おもてに出さず行動できる、それが堂どう島じまコウというキャラの強みであるはずなのに、身体からだの異常はこんなところにまで影響を及ぼしている。一番避さけるべき感情──怒りっぽくなっている。『性欲』のせいで。コウは大きく深呼吸、激情を鎮しずめようとする。落ち着こうとしつつ、それでも目は関谷をにらむのをやめられず、ついには我が慢まんしきれなくなり口を開いて──

「あのな、関谷、おまえな！」

「うん！　いいんじゃない？　それって！」

　言葉をさえぎられると同時に、背中に温かいものが押し付けられた。













　　　　◆







「おはよ。コウくん」

「……先せん、輩ぱい？」

　どくん、どくんと心臓が大きく脈を打つ。

　胸に圧迫感が生まれて、呼吸するのが難しくなる。全神経が背中に向かって集中していく。正しくは、背中に押し付けられている二つの物体に向かって。腕うでを後ろから首に回されて、温かく、そして弾だん力りよくに富んだ何かが二つも押し付けられている。形がわかる。その恐ろしいほどの存在感に、コウの思考は停止する。もはや自分が何者かさえ定かではない。わかるのは、押し当てられているということだけ。ただ押し当てられているだけではない。それはぐにぐに動いている。コウの背中をなで回り、その存在を主張している。確かにそこに在ることを──
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「……コーウ、くん？」

　呼びかけられて。

　はふっという呼吸とともに、コウはようやく現世に戻った。

　我に返ってまず気になったのは現在の自分の状態、できうる限りさりげなく、視線を下腹部に移す──よし、その内面がどうであれ、重ねて履はかれたサポーターとボクサーパンツは見事に役目を果たしている。全身全ぜん霊れいを持って安あん堵どした瞬しゆん間かん。

「コウ？　何？　熱でもあるの？」

　真ま嶋じま綾あやは後ろから回していた手を放し、前に回ってコウの肩かたを押さえた。両手で。

　あ、と密着のなくなった背中を寂さびしく思う間もなく、綾の顔が近づいてくる。どんどんと。金かな縛しばりの状態で、まばたきもできずコウはただただそれを見ている。つやつやとした、柔やわらかそうな唇くちびる。それはコウのファースト・キスの相手をしてくれたもの──イハナと子供のときにしたことがあるらしいが、そちらのほうは覚えていない──この先他ほかのだれとどれだけキスをしようとも、たぶん、きっと、永遠に、記き憶おくから離れないもの。

　吐と息いきを、ほおに受ける。

　かすかな汗あせのにおいが鼻び腔くうをくすぐるほどの距離。

　閉じることすらできないコウのまぶたの奥を覗のぞきこみ、ついで閉じられる瞳ひとみ──

　──押し当てられる、額ひたい。

「別に、熱はないみたいね」

　なんでもない声とともに、綾の顔が離れていく。

　それにつられるように手が伸びて、コウは綾を抱だきしめ引き戻そうとする。が、肩から胸に移動した綾の両手が強い抵抗を示し、コウの腕うでは抱きしめかけたことすら意識しないまま綾の身体からだから離れる。

　コウから身体を離して、その顔をのぞきこみ、綾はいった。

「あらためて、……おはよう、コウ。久しぶり。元気だった？」

「……お、おはようございます。先せん輩ぱい。……ええと、二週間ぶりくらいですかね？」

　なんとか笑顔をつくって答えたコウに。

　真嶋綾は、照れているような困ったような、不思議な表情で微笑んだ。

　心臓がドクンと高鳴った。







　　　　◆







「ええと、あたし、三年の真嶋綾──知られているかな？　きみは？」

「ど、どうも、関せき谷や倫りん太た郎ろうといいます。どうも」

　二人の会話を耳にしつつ、コウは周囲を見渡す。だれかに見られていないかどうか──どうやら見られていたようで、コウの視線に慌あわてて顔を背けて歩き出す生徒の姿がある。が、それを視界に納めつつも脳は認識していない。周囲の様子を確かめる、というよりも真ま嶋じま綾あやを直視できずにコウは視線をめぐらせ続ける。

「コウくんてば」

「あ、はい。おはようございます、は、いいましたっけ？」

　ははは、と笑って綾の顔を見、目を見られずその口もとへと視線を向ける。その下方には白い首、えり、先ほどまで背中に当てられていたものがあり、それを意識し動どう悸きがさらに激しさを増す。

　ど、どうしたんだ先せん輩ぱいは。

　確かに親しい仲だけど──よく考えれば好きだと告白されているわけで──でもここまでのことをされたのは今日がはじめてだ。ジィ・ニーならともかく、先輩がここまで抱だきついてくるなんて。ぜんぜん先輩のキャラじゃない。だいたい先輩は──

　定まらない視線が、関せき谷やをとらえた。

　ぽおっとした表情で、関谷は綾をながめている。見とれている。綾の目線がコウに向いているのをさいわいと、無ぶ遠えん慮りよに、とり憑つかれたように。

　先輩を、見られている。

　コウの胸中に、名状し難き熱い何かが湧わき上がる。

　──真嶋綾。

　日ひ炉ろ理り坂ざか高校の三年生。もともとバレー部だったが現在はみークルの一員にして、《知恵の実》にかかわる『ポリッシュアップルズ』の一人。そのきっかけは去年、《ピンホールショット》という《知恵の実》の起こした事件。彼女はそれに巻き込まれ、被害を受けた。畜ちく生しようにも劣おとる教師に利用され、脅きよう迫はくされ──

（──犯された）

　どくん、と身体からだのなかで何かが脈を打つ。

（──彼女は男を知っている）

　心臓よりも強く激しく何かを循じゆん環かんさせているそれが、その存在を知らしめようとしているかのごとく、脈を打つ。高く。だがそれ以上にコウの意識を支配しているのは、ちらりと脳裏をよぎって、そして離れなくなった言葉。

（──彼女の身体は、すでに男を知っている──）

　激情が灼しやく熱ねつのマグマとなって噴ふきあがる。それは怒り、苦痛、悔かい恨こん、殺意、嫉しつ妬とそして紛まぎれもない欲情。身体が震える。抑おさえきれないエネルギーの奔ほん流りゆうを、しかしとどめているのは自分自身に対する絶望。

　おれはいま、何を思った？　そして何を考えた？

　他ほかのだれでもない、真嶋綾に向かって？

　自分が考えたことが信じられない。

　自分がそんな目で見ていることが信じられない。

　何よりも、その事実に怒り、憤いきどおりを感じつつ、しかし欲情しているという事実──

　視野が狭きよう窄さくしていき、他ほかの生徒も、関せき谷やの姿も消えて、コウはただただ真ま嶋じま綾あやの姿をとらえる。そして絶望とともに知る。もう自分は、先せん輩ぱいを以前のようには見られない。ただの仲間とは思えない。なぜなら先輩は男を知っているから。そしてそのことに、自分は欲情してしまっているから。

（いや違う大げさに考えすぎてるだけだ／でも本当にそうか？／本当にそうか？／本当に、本当にそれだけか──）

　怒りだけならいい。

　悲しみ、嫉しつ妬と、独占欲でもいい。

　同情だってましかもしれない。

　でも自分は、欲情してしまった。

　先輩がどんな目に遭あったか知りながら、そのことでどれだけ苦しんだのか知りながら。

　劣れつ情じようをもよおしてしまい──

（……今度はこの自分の手で、同じ目に遭わせてしまいたい、などと──）

　あまりといえばあまりに最低。

　泣きたくなる。死にたくなる。自分の思考に。制せい御ぎよできない感情に。一いつ瞬しゆんひらめいた言葉はもはや消えることなく呪のろいのようにこびりつき、自分がもはや信じられない。先輩相手にこんなこと──

「──コウ？」

　綾の呼びかけに、コウの身体からだがぴくりと震える。

　突然、迷信じみた恐怖が湧わき上がる。もしかして、先輩に心を読まれたのではないだろうかという思い。この目から、仕し草ぐさから、先輩に悟さとられてしまったのではないだろうかという脅おびえ。それは理屈のない恐怖、しかしなぜか現実味があって、コウは綾と目を合わせられずにうつむく。嫌きらわれたくない失望させたくない、そして絶望させたくない。だから知られたくなくて、叱しかられている子供みたいに顔を上げられず、自分の身体が震えているのをどうにもできず──

　白い指が伸びてきて。

　コウの顎あごを上向かせる。

　抵抗できず、ついにコウは綾の目を見る。そして自分も見られてしまう──

「──」

　コウの目から、表情から何を読み取ったにせよ、綾の様子は変わらなかった。

　綾は笑ってコウの頰ほおをつつき、いっただけだった。

「……こら。エッチ」

「……は？」

　いわれたことが理解できず、コウはきょとんと綾あやを見つめる。

　そこに見つけた微笑ほほえみに、気づくと震えが止まっている。溢あふれんばかりの劣れつ情じようも──消えはしないが収まっている。

　いわれたことを、反はん芻すうする。

　……え、エッチ？

　それだけで、それですませていいんですか？　先せん輩ぱい？

　綾は関せき谷やのほうに向き直り、同じようにからかっている。その姿に、コウは安あん堵どを覚えてじっと見る。見ているうちにまた興奮がよみがえり目を逸そらしてしまうのだが、先ほど感じた負の想い、暗黒面はそれほど大きくなくなっていて、コウは感動を覚える。わずかひと言、それだけで自分が救われてしまったことに。意識したのかしていないのかわからないが、先輩のおかげで、そのひと言で、確かにいま、救われた。許された、と思えた。たった一いち葉ようの言葉で。

　ちょっとした、ひと言で──

「コウ？　聞いてる？」

　呼びかけられた言葉に、思考の海から我に帰り、コウは綾を見る。

　そしてすぐに視線を逸らす。

　綾はコウの目の前で腕うでを組んでいた。その組み方が胸を乗せて持ち上げるような感じで、妙みようにそこを強調していた。日ひ炉ろ理り坂ざか高の制服は決して胸を強調するようなデザインではない。その分、強調されるとギャップが際立つ。もちろんわざとじゃないのだろうが、目の毒であること甚はなはだしい。コウは視線を関谷に移し、とろけた顔をしているクラスメイトにむかつくものを覚えつつ、聞いた。

「……あの、すいません、なんの話でしたっけ？」

「あのねぇ。さっきからずっと、……休みボケ？　まぁ、今回休み長かったからね、体内時計が狂っているとか」

　組んでいた腕を解き、あきれたように髪かみの毛を後ろに払う。はじめて出会ったときはショートだった髪の毛は、いまやロング、肩かた口ぐちを越えるほどに伸びている。綾が髪を伸ばしている理由をコウは知らない。聞こうとも思わない。わかっているのは伸ばした髪がとある少女と似ても似付かぬシルエットをつくっていることと（もっともこれはコウの意見で小鳥遊たかなし恕じよ宇うにはまた別の見解があるかもしれないが）、それを払う仕し草ぐさがいちいち色っぽい、ということだけ。わずかな動作がいちいち腰こしの下へと響き、じんとして、コウは動きがとれなくなる。ちくしょう、ごめんなさい、でもやはり、すでに男を知っている（この点についても大城跡ゆめあとのエステティシャンには別の意見があるようなのだがコウはそのことを知らない）、というフィルターがこの色気をかもしているのだろうか。ひどい先入観だと思うが考えることは止められない。だからこそ、さっき『ひと夏の経験』とか抜かしていた男に腹が立つ。自分もこんななのかと思うと。そして関谷もまたそういう目で自分の先輩を見ているのかと思うと。ちくしょ──

「……コウくん？　コウ？　そろそろ本気で怒るよ？」

「ひゃいっ！」

　上ずった声が出たのは、いきなり腕うでを組まれたから。

　再び感じる柔やわらかい温かい二つの物体。──ええ？　学校で？　押し付けられる柔らかさに陶とう然ぜんとしてますます動けなくなりつつ、コウは横目に綾あやをうかがう。さっきは後ろから抱だき着いたり、胸を押し付けてきたり、今度は胸で抱くように腕を絡からませたり、いくらなんでもやりすぎなのではないですか？　なんかキャラクタ違いませんか？　そういえば、と思い出す。最近、綾の様子がおかしかった。コウの敵てきである『夕日を連れた男』に襲われ何かをいわれたらしく、そのことで気を病んでいたらしい。でも今日の綾には何かに悩んでいる様子はない。じゃあこの行動、テンションは、悩みが晴れたことによる反動なのか？　だったら別におかしくはないか？　うん、別にとがめなくても、やめさせなくても、ぜんぜんこのままでもいいか──

「そ、それで、な、なんの話、でしたっけ？」

「だから、関せき谷やくんをイハナに紹しよう介かいするって話。いい考えじゃない？」

　今度こそ、コウはまじまじと綾を見る。

　その視線を平然と受け止め、綾はうなずく。

「何しろイハナ、男友達ってコウくんだけだからね。判断力をつけるためにも、もっと男の子と知り合わせて選択肢しを増やしてあげないと。……まさかコウ、それをいやとかいわないよね？　判断力のないままに自分だけを見てほしいとか？」

「い、いや、でも！　こいつの言い草ぐさ聞いていなかったんですか？　こいつは──」

「コウくんこそ男の子でしょ？　額がく面めんどおりじゃなくって、そういうことを正面からいうのが照れくさい、男の純情、ってやつを汲くんであげなくちゃ。ま、本当のところはわからないけど、だいたい、それを判断するのはイハナだし。──関谷くん、いま一番『恋したい』相手がイハナなのは間違いないでしょ？」

「は、はい！　もちろんです！」

　綾の問いに、直立した関谷が大きくうなずき返す。

　それを満足げに見る綾に、コウは苦々しさを隠かくせない。

　だがコウが口をはさむまえに、綾は手を口に当て、大きく叫んだ。

「おはよう、イハナ！　こっちこっち！」

　コウはぎぎぎと首をめぐらし、綾と腕を組んだまま、登校してきた舞まい原ばるイハナと対面した。







　　　　◆







　コウたちに気がつかなかったのか、それとも無視していたのか、校舎に向かって歩を進めていた舞まい原ばるイハナは振り返り、コウと視線を合わせた。

　ぴたりと静止したのは、やはり気がついていなかったのか。

　イハナは立ち止まり、こちらを見ている。

　もっとも、それなりにイハナと付き合い長い──長いというほどでもないが、かなり濃く付き合っている──コウはイハナの逡しゆん巡じゆんに気づき、少し驚く。イハナにしては珍しく、何やら迷っているようだ。まだ遠目だが、コウにはわかった。イハナが迷い、挨あい拶さつだけで行き過ぎようとして、しかし思い返し、こちらに来るのを選んだことが。

　ゆっくりこちらに向かってくるイハナを、コウは綾あやと腕うでを組んだまま、待つ。

　綾に腕を解く気配はない。

　コウはどうしたらいいかわからない。

　ゆっくりと、イハナはこちらに近づいてくる。それをただただ見守って、ふと、コウはイハナが通学用のカバン以外の荷物を抱かかえていることに気づく。──あれはなんだ？　──岩の塊かたまり？　人の頭よりふた回り大きいぐらいの岩石をイハナは抱え運んでいて、えっちらおっちら、それで歩みが遅いらしい。

　ようやくコウのもとまでやってくると、コウ、綾、関せき谷やを順々に見渡して、イハナは挨拶した。

「おはようごさいます。コウ、……そして綾。コウとは久しぶりですね。そちらの方は？」

「おはよ。こいつはおれのクラスの、関谷。別に覚えなくていいけど」

「せ、関谷です。どうも」

「舞原イハナです」

　沈黙。

　ちなみに、コウと綾はいまだ腕を組んでおり、自然に解ける気配はない。程よい弾だん力りよくがすばらしく、ときどきコウは自失に陥おちいりそうになるのだが、イハナにはとくに気にした様子は見られない（なお、コウはイハナが近づいてくる前に自分の下半身を確認してＯＫを出した。何がＯＫなのかはともかく）。もっとも、舞原サクラの妹であり巫み女こさまとも呼ばれる彼女の内面を読むことはかなり難しい。その行動はさらに奇きっ怪かい極まることもあり、そういうとき、常人にはまず理解不可能。だから素直に、沈黙を破ってコウはたずねた。

「あのさ、ハナちゃ……イハナ」

「なんですか？」

「……その、抱かかえているものは、何？」

「これですか？　これは岩です」

　あっさりと答えを返し、コウの表情に言葉足らずを悟さとったのだろう、ぶるっと身じろぎし岩を抱えなおして、イハナは言葉を付け足した。

「わたしが岩イハ流と呼ばれる護身術を学んでいることは、前に話したと思います。これは、その岩流の鍛たん錬れんに使用するためのものです」

「……ええと、つまり、ハナちゃん、鍛錬しつつ登校してきたってこと？」

　なるほど、というコウの確認に、しかしイハナは首を振る。

「いいえ。鍛錬目的ではありません。そうですね。まだ話したことはありませんでしたか。わたしは幼いころからこうした岩を用いて鍛錬をしてきたために、こういう岩を抱だき、その重さを感じていると落ち着くのです。別に岩でなくても重さがあり抱きかかえられるものならなんでも代用できるのですが、やはりこの岩が一番──」

　言葉を止めて。

　突如、イハナがくわっと目を見開いた。

　ようにコウには思えた。

　普通の人間にはまずわからないような変化だが、コウにはわかる。イハナの内面世界で何かがあって、それで思わず目を見開いたのだということを。そうした動きを悟さとらせるのはこの少女にしては珍しく、コウは思わず身を引きかける。が、綾あやの腕が、というより胸がそれをさせない。逆に胸を押し付けてきて、コウの動きを封じてとめる。それに気づいているのかいないのか、イハナは身体からだごとコウに向き直り、近づいてきた。ゆっくりと、そしてじわじわと。

　イハナのほうが背が低いので、自然、見上げる形になる。

　その体勢に、期せずしてコウは自分の背が伸びていることを知る。さもなくばイハナが縮んだか。

　岩をはさんでほとんどくっつかんばかりに近づくと、一見無表情な顔を上げ、イハナは呼びかけた。

「堂どう島じまコウ」

「は、はい！」

　背筋を伸ばして答えたコウを決意のうかがえる瞳ひとみで見つめ、イハナは告げる。

「この岩は、あなたのことを好きです」

「……はい？」

「……………………あなたは、この岩が、好きですか？」

　あまりに単純かつ不可思議な質問に、コウはその意図を探ろうとしてイハナを見つめ、そして二人の視線が交わる。

　感情のうかがえない、決然とした少女の表情。

　しばしば人形と揶や揄ゆされるほど整っているその顔には、からかっている様子は微み塵じんもない。

　真ま面じ目めに、何かを伝えそして受け取ろうとするイハナの真剣なまなざしに、意味するものがわからないままそれでもコウは真しん摯しに答えた。

「……ええと。岩のことはわからないけど、ハナちゃんを守ってくれているなら、うん、好きだ」

「そう、ですか」

　──イハナが笑う。

　──ふわりと笑う。

　何かをやり遂げたことを思わせる、照れたような、満足げな、でも控えめな、笑顔。

　いったいいまのやり取りにどんな意味があったのかはわからない。が、かすかな、小さな、しかし確かにわかる少女の笑み、それを目にした瞬間理由はどうでもよくなった。他ほかのすべてがどうでもよくなった。コウの内からそれ以外の世界が消える。全身全ぜん霊れいを持って綾あやの胸を味わおうとしていた感覚が、すべてイハナに向けられる。腰こしまで届く艶つややかな髪かみと対照をなす白い肌はだ。深い湖を思わせる大きな瞳ひとみ。黒髪の中に包まれた全体的に小さな顔は確かに人形のようなたたずまいを見せ、どこか幻想的な気配がある。この世のものではないような儚はかなげな雰囲気を持つこの少女は、確かに二人っきりの世界で向き合う相手にふさわしいのかもしれない。

　見つめあい、

　少女はかすかに首を傾げ、ゆっくりと、顔を上げた。

　コウの見つめる前で、そっと、目を閉じる。

　その動作に誘われるままに、コウは自由になる腕うでを伸ばす。いとおしさに胸をいっぱいにして、可か憐れんな少女の頰ほおからそっと髪の筋を払う。指が触ふれ、ぴくり、とイハナは目を閉じたまま小さな身体からだを震わせる。髪が揺れ、白い耳があらわになる。それを目撃したとたん、コウは腰の奥に鎮しずまっていた炎ほのおが再び燃え盛さかるのを感じ取る。どんな言葉でとりつくろうとも、それはまぎれもない『性欲』。ただ黒髪の中に白い耳を見つけただけで。あれほどいとしく思っていたのに。こんな儚げな相手にさえも。形だけの逡しゆん巡じゆんを捨て、もはやコウは内なる獣けものに逆らうことなくほおを撫なでていた手を少女の背中へ回す。まずはキス。いつものように、まずはそこから。でも今日はもう、それですませるつもりはない。そう、今日は──

「……もしもし？　イハナ？」

「──！」

　綾の声とともに押さえられた腕が柔やわらかい感かん触しよくを思い出し、コウはぴたりと動きを止めた。

　我に返って、周囲をうかがう。

　気がつくと、綾、関せき谷やのみならず登校中の生徒の視線を集めまくっていて、かつてないほど大量の注目の槍やりにコウは頭の中が真っ白になる。無意識にイハナから距離を取ろうとするが、綾あやに食い止められて動けない。そしてイハナもうつむいたまま動かない。離れない。自分と同じようにフリーズしているのだろうかと思った途と端たん、イハナは顔を上げ綾を見み据すえて、離れるどころか一歩近づき、綾とは反対側の腕うでのほうへと移動した。

　岩を抱かかえているので腕を組むことこそできないが、遠目には組んでいるように見えるだろう、コウをはさんだ反対側から、綾に向かってイハナが問う。

「どうかしましたか？　綾。何かわたしに用事でも？」

「ううん？　ただ、周りが見えていないみたいだったから注意しただけ。気をつけたほうがいいよ？　そういうの、気がつくと恥をさらしていることになるから」

「ご忠告ありがとうございます。確かに、他ほかの有う象ぞう無む象ぞうは見えていませんでした。大事の前には取るに足らない有象無象は気にならない、わたしの改めるべき欠点です」

「そうよねー、いつ油断して見逃していたものに足をすくわれるかわからないものね」

「何、そういうことを試みても結局失敗するからこそ有象無象と呼ぶんです。だからわたしは気にしていません。むしろ心配に思うのは──」

　いいかけるイハナを手を振って制し、綾は視線でうながした。

「ああそうだ。忘れてた。イハナに紹しよう介かいしたい人がいるんだった。あのね、イハナ、こちら関せき谷やくん」

「ええ。先ほど紹介されました。まだ忘れてはいませんが。あなたはもう忘れたの──」

「ちゃんと聞いてって。関谷くん、イハナとお付き合いしたいんだって！」

　──空白のごとき沈黙。

　ちなみに、先ほど綾に声をかけられたとき、イハナは思わず岩を落としそうになったのだが、それはなんとかこらえられた。が、今回は無理だった（だから悲鳴が上がった。コウの。足の甲こうはけっこう痛みに弱い部分）。綾の言葉が理解できずに一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとして、しかしすぐに我を取り戻して、イハナは綾をねめつけ声を張り上げる。

「な、な、何をいうのですか！」

　いってからふと、痛みに耐えるコウを見上げる。

　その制服のすそをつかんでイハナは上うわ目め遣づかいに訴える。この少女にしては珍しく、声高に、口数多く（もっとも彼女は知り合ってみると、けっこう話すほうなのだが）。その姿に心が揺り動かされるが、コウは苦痛のあまり声を出せない。

「か、か、勘かん違ちがいしないでください。コウ。わたしは何も知りません。知らないんです。本当です。セキヤだかなんだか知りませんが、これは真ま嶋じまの陰いん謀ぼうです」

「失礼ね。ほら関谷くん、チャンスだよ。きみの口からちゃんと伝えて？」

「あなたが好きです！　おれ関谷ス！　お願いします、付き合ってください！」

「……あ、あなたは──」

　一瞬の、間ま。

　ここでまた、イハナの目が（コウにはわかる程度にだが）かっと開いた。

　コウの制服のすそを握ったまま、身体からだごと関せき谷やに向き直り問う。

「つまりあなたは本当に、わたしのことが、自分の意思で好きなのですか？　真ま嶋じまの思おも惑わくは関係なく？　自分自身の自由意志で？」

「はい！」

「それはつまり男性として、女性であるわたしのことを？」

「はい！　そうです！」

　そうですか、とうなずいて、なおもイハナは続けた。

「それはわたしに、性交渉を求めているということですか？」

「は……ええ？」

　言葉に詰まった関谷に、イハナは無表情、感情を隠かくした声で違うのですかと問う。

　確かに感情がこもっているようには聞こえないのだが、どこかドスの利いた声。

　おそらくまともな思考ができていないのだろう、関谷は反射的に首を振り、しどろもどろに答えた。

「い、いえ、あの、まぁ、できれば、その、そういうこともできたらいいなとは、その、男ですから、一応、あの……」

「それはわたしに、性的魅み力りよくを感じるということですか？　それともただの慣習？」

「せっ？　せ？　いや、それは、ですから」

「答えはわかりやすくお願いします。この際、あなたの嗜し好こうはあえて聞きません。わたしに性的魅力を感じるのですか？　それとも感じないのですか？」

「か、感じります」

　嚙かみながらも答えた関谷をとがめることなくうなずき、イハナは告げた。

「わかりました。はじめにいっておきますが、わたしとあなたが付き合うことはありません。これは断言しておきます。そのようなことは金こん輪りん際ざいありません。……わたしがいっていること、理解できていますか？」

「は、はい！」

「よろしい。では、それを前提として、……それでもなお、というのであれば、わたしをなぜ好きなのか、どういう部分に魅力を感じたか、レポートにして提出してください」

「れ、レポート？」

「そうです。あなたが思うわたしの魅力を──とくに性的魅力と感じる部分を重点的にお願いします。なお、手書きは認めません。データでもプリントアウトでもかまいません。枚数に制限はつけませんので、なるべく詳しよう細さいに。期限は、……そうですね。明日あしたまでにしておきましょう。早ければ早いほどいい。……ここまで、わたしの言葉をきちんと理解していますか？　あなた、大丈夫ですか？」

「は、はぁ……たぶん」

「……よろしい。どちらにせよ、これは強制ではありません。前提は決して変わることはありませんから。それでも、というのならあなたの自由意志でご勝手にどうぞ。では」

　そっけなく、これで話は終わりだということを態度で示し、イハナは向き直った。コウに、というより綾あやに向かって。その顔に感情はうかがえないが、どこか得意げ、またしてもやり遂げた感を漂ただよわせ、挑戦的に綾を見ていて、綾もおもしろそうな表情でそれに応こたえている。それをコウは横目で見、いまだテンパリ続けている関せき谷やを見、これはいったい何事だろうと考える。確かにイハナは一途いちずなところがあり、冷静かと思えば他ほかの物事が見えていないような行動を取ることも多々あるし、らしいといえばらしいのだが、それでもやはりどこかが違う。先せん輩ぱいに続いてイハナまで、キャラが違う？　……おれはちゃんと起きているのか？　これはまだ夢の中ってことはないよな？　岩を落とされじんじん痛む足の甲は、これが現実だということを主張しているようだが──

　イハナも先輩も、いったいどうしちゃったんだ？

　いったい何が起きている？

　ふと気づき、首をめぐらし周囲を見渡す。

　遠巻きにこちらを見ている登校途中の野や次じ馬うまたち。もはや収拾できそうになく、どういう目で見られているのか考えたくなくてとっさに思考の外に締め出す。そうだ、いま考えるべきことは、この場を何とか乗り切ること、とにかく、まず足の上から岩をどかして、次に両手につかまる先輩とイハナを、っていつの間にかイハナまで腕うでを組んでいる？　当てられているもの、ささやかだが確かに存在する膨ふくらみを意識して、心臓が限界目がけて高まりだす。この二人は、ついに愛あい想そをつかして共同でおれを殺す気だろうか。それとも、イハナの、綾に対抗するかのようなこの行動、そもそも妙みように積極的な先輩、この状況はいったいぜんたいもしかして──

（もしかして、二人ともおれと同じ『攻こう撃げき』を受けているのか？）

（だからなんか変なのか？）

（──まさか、おれと同じ状態だったり？）

　だとしたらあまりにすごすぎる──顔が熱くなるのを感じ、コウは鼻血が噴ふき出す錯さつ覚かくを覚える。これはやばい、何がやばいかわからないけどとにかくやばい、正直しあわせ、というか永遠にこのままでいたいけど、そういうわけにもいかなくて、というかそれを意識した途と端たん活発になりはじめた部分があって、そこに血を奪われていくような感覚で、じんじん、ぎんぎん、なんか意識が飛びそうで、ああ、スイッチが入るってこういうことか？　もういい、もうこのままでいい、あとのことなど知ったことか、このまま二人を抱だきしめて──

「朝っぱらから何をやっている！　たわけ！」

　声とともに、コウは後ろから蹴け飛とばされて二人から外れつんのめる。

　足もとの岩と甲こうの痛みが災わざわいし、たたらを踏めず地面に突っ伏す。

　背中から走る痛みは冗じよう談だんではなく蹴けられた証あかし。本物の痛みに溜たまっていた欲情が直ちに怒りに転化され、コウは本気の視線で背後をにらみ──

　そのまま固まる。

　そこに立っていたのは、小鳥遊たかなし恕じよ宇う。

　コウと同じ学年、しかし日ひ炉ろ理り坂ざか校の女子では一番の長身。計画性のないウルフヘアーの長ちよう髪はつに、すらりとした足腰こしはスーパーモデルもかくやのシルエットをつくる。化け粧しようっけのない顔にはどこか子供っぽさが残っているが、そうした稚ち気きもかけた眼鏡めがねも切れ長の瞳ひとみの魅み力りよくを阻そ害がいできるものではない。レンズの向こう、長いまつげの下に光る、怜えい悧りな瞳。一部の者に邪じや眼がんと恐れられているその目こそ小鳥遊恕宇の最大の魅力。かといって他ほかの部分には魅力がないというわけではなく、お洒落しやれには頓とん着ちやくのない性格（ついでにいえばけっこう問題のある性格）でありながら、日炉理坂高校で美少女コンテストを行えばトップは間違いなく彼女だろう。

　外面的な魅力という点では、かなり整った顔を持つイハナもサクラも小鳥遊恕宇には叶かなわない。

　恕宇は綾あやとイハナに挨あい拶さつし、そのままコウを睥へい睨げいする。

　レンズの向こう、冷たい光をたたえた目に、コウはヘビににらまれたカエルのごとく動けない。……あれ？　なんか本気で怒っている？　なんかおれ小鳥遊を怒らせることしたっけ？　ていうか蹴られたんだから怒るべきはおれなんじゃない？　自問自答しつつ、コウは魅み入いられたように恕宇を見る。無造作に伸ばされた髪が綾より若じやつ干かん長いのは、綾のように髪型としての手入れをしていないからだろう。恕宇は髪にもこだわらない。清潔であればそれでいいと考えて美容院はおろか床とこ屋やにすら行かず自宅で適当に切ってすませていることをコウは知っている。にもかかわらずこれほど似合っているのはなんとも反則的というか、神さまという存在のえこひいき好きをうかがわせる。

　それにしても、と思う。

　腰が細くて足が長いというのは、これほどすごく見えるのか。魅み力りよく的なものなのか。確かにこれを手に入れるためなら、血ち反へ吐ど吐はくまでダイエットしようとする女子がいたっておかしくはない。ていうか、もう三年近い付き合いなのに、いまさらこんなことに気づくとは。ていうかおれがまさかこんな目で小鳥遊のことを見る日が来るなんて──

「……久しぶりだな、堂どう島じま、コウ」

　コウを上から見下ろして、恕宇は冷たい口調で話しかけた。

「いきなりだが、きさまに話がある。今日の昼休みは空けておけ」

　ちょっと待って、と綾。

「会ったのあたしが先なんだけどな？　今日は譲ってくれない？」

「そ、それは、しかし、先せん輩ぱい……」

　イハナも乱入。

「待ってください。用があるのはわたしだって同じです。そしてわたしのは舞まい原ばる家にもかかわる大事な用です。さらにいうならわたしは一番のスポンサーであり、コウにはわたしの要よう請せいに応こたえる義務がある。だからあなたたちこそ引きなさい」

「……く、……コウ！」

「……コーウ、くん？」

「……わかっていますね？　コウ？　これは要請であり、命令です」

　三者三様の、しかし同じことをいっている視線。

　のどの鳴る音を聞き。

　三人はコウの返事を待つ。

　最初に気がついたのはイハナ。

　次に綾あや。

　最後にようやく恕じよ宇うが気づく。コウの視線がただ一点を凝ぎよう視ししているということを。

　ごくりという音が自分ののどから出たことさえ知らぬげに、地面に手をついたまま、コウはただただ見ている。静脈が透すけて見えるような恕宇の白い太ももを。まばたきも忘れ石化してしまったように、他ほかのすべてを忘れてコウは恕宇の太ももを見ている。そのことに気づいた恕宇の雰囲気が変わる。それを感じてようやくコウは顔をあげ、信じられないものを見た。

　──赤面している？

　あの小鳥遊たかなしが？

　どうしちまったんだよおまえ──？

　恕宇は耳まで赤く染めると、通学カバンを高く振り上げ半回転、角を先にしてコウ目がけて振り下ろした。遠えん慮りよ仮か借しやくなく。さすがにコウも両手を挙げて頭をかばう。

　わめく恕宇、

「……へ、変な目で私を見るな！　このたわけ！　たわけ！　たわけ者！　やっぱり殺す！　ここで殺す！　いますぐここで殺してやる！　とめないでください先せん輩ぱいっ！」

「ちょ、ちょっと小鳥遊、落ち着いて！」

「小鳥遊、それはさすがに洒落しやれになりませんよ？」
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　三人の声も耳に入らず、殴おう打だを両りよう腕うでに受けつつコウは、恕宇に見とれてしまったという事実に吃きつ驚きよう、茫ぼう然ぜん自失。──バカな、おれが？　あの小鳥遊に？　あいつの趣味は知っているのに？　そんな、そんなバカなこと……ていうか小鳥遊もいったいどうしちまったんだ？　人前でこんなに取り乱すなんてまったくあいつらしくない。──もっともこっちが地じらしいが、あいつもおれと同じく『クール』なキャラを自らに課していたはずなのに。人前でこんなにわめいて見せるのはポリシーに反するはずなのに。──ていうかあいつは鋭いから、おれがどういう目で見ていたか気づかれちまったんだろうなぁ──断続的に続く打撃とそれが意味する情けなさに、どうしようもなく助けを求めてコウは視線をめぐらせる。右に左に。視界に入る、恕宇を押さえる綾あやとイハナ、おどおどしつつもイハナを気にしてか割って入ろうとしている関せき谷や。何事かと遠間からこちらをうかがっている観衆、そして──

　──校庭に立つ、ひとつの影。




　冬月日奈を、失った場所。




　それを目撃した瞬しゆん間かん、コウの時間が刻みをとめる。

　周囲の喧けん騒そうも自己の心音すら消えて、息すら忘れてコウはただ、その場所を見る。

　そこは、──大事な人を失った場所。

　心音が急速に戻ってくる。うるさいほどに早く、強く。眩暈めまいが起きる。周囲の景色がぐるぐる回り、溶とけていく。だれかの声が聞こえるが、心音がうるさくて聞こえない。口の中に血の味が満ち、胸が、腕うでが思い出す。よみがえる。ぐっしょりと濡ぬれた感かん触しよく、温度が失われていく実感。その手の中で決定的な何かが消えていくのを止められない無力な自分のあの想い──

　──何よりも好きな人がいた。

　その人のためなら生きていることもいらなかった。

　それなのに、助けられたのは自分だった。

　彼女はその生命を懸かけて、自分そのものを犠ぎ牲せいにして──

（「──必ず、生き返らせてやる──」）

　あの日《Ｉｔ》をつかんだときから心の奥に巣食った何か、熱い何かがこみあげる。──そうだ、だからおれは悪あく魔まのミカタを選んだ。彼女をよみがえらせるため、悪魔の誘ゆう惑わくに、乗った。他ほかのすべてを捨ててでも、彼女だけは取り戻す。そのために何を犠ぎ牲せいにしても。……だから泣かない、泣くものか。泣かずに身体からだに刻み込み、忘れることなど、もはや終わったことになど、絶対に、絶対にさせてやるものか──




「──コウ？」




　だれのものだったのだろう、呼びかける声にコウは自分を取り戻す。

　視線の先で人影が、軽くこちらに頭を下げて、歩いていく。

　それはもちろん、冬ふゆ月つき日ひ奈なではありえない──

　つぶやくような、恕じよ宇うの声。

「……葉は切ぎり、か」

「……コウくん、まだ、話せてないんだよね？」

「あいつと話すことなんて、別にないスよ。先せん輩ぱい」

　大きく深呼吸して立ち上がり、コウは横目に、校庭に立っていた人影──葉切洋よう平へいを見送った。

　葉切洋平。

　コウともっとも付き合いの長い、子供のころからコウの傍そばにいてくれた、裏切らなかった唯一の友だち。

　それゆえに、コウの一番の弱みともいえる。

　だから近くにいないほうがいい、離れていたほうがいい、というのは結局表おもての言い訳か。自分がやっていることが他人に誇ほこれることではない以上、巻き込めない。巻き込みたくない。それは確かに本物の気持ち。だがそれ以上に話せない。何を話せばいいかわからない。そして何より──

　──コウの視線を受けて、綾あやが微笑ほほえむ。

　たとえ髪かみを伸ばしても、やはりまだどこかに面おも影かげのある、冬月日奈によく似た笑顔。

　予鈴が鳴り響き、立ち止まっていた生徒たちもそれぞれに歩き／走りはじめる。それに伴い、恕宇、綾、そしてイハナも岩を抱だき上げて、それぞれのクラスに向けて歩き出す。別々に。

「じゃあ、またね、コウくん」

「あとで話がありますので、携帯に注意していてください」

「……逃げるなよ。首を洗って待っていろ」

　去っていく、女性たち──

「堂どう島じま？　いかないのか？」

「ん？　ああ」

　──三人の後ろ姿を見送って、関せき谷やに声をかけられてコウもようやく歩き出す。

　五分前の予鈴なので歩いていれば遅刻だが、走り出す気にならない。

　付き合うつもりか関谷もその隣となりを歩く。

　なんか妙みようなテンションで。

「……関谷？」

「……舞まい原ばるサン、かわいいなぁ。……やっべぇ……」

「……おまえ頭悪かったっけ？」

　関谷はぐるりと向き直り、立ち止まり、コウを見た。

　というよりにらむ。

　が、コウが気にせず通り過ぎたためあわててそのあとを追う。

「ま、待てよ堂島！」

「……なんだよもう」

「あ、あのさ、おまえと舞原さんって、……いや、何もいうな！　聞きたくない！　聞かなくていい！　なんていうか、おまえらが複雑っぽい関係なのはわかったから！」

「そうか。よかったな」

「ああまぁな。でもおれは、やめないぞ。おまえには悪いが、……ああ、やめないからな。とまってたまるもんかよ。進んでやる。恋してやる。──やばい、なんかすごく楽しくなってきた。もちろん書くさ！　レポートだって百枚くらい書いてやる！　ああ、ちくしょう、なんかすごい、おれのなかに、なにか、なにかすごいことが起こってる！」

　うわあ、と奇声を上げて、次の瞬しゆん間かん走り出す関谷。

　見送るコウは大きくため息、《グレイテストオリオン》の影響について考える。これはやはり、《グレイテストオリオン》の影響なのか。もしかして関谷だけじゃなく、学校全体がこんな感じになっているのか？　これはやっぱり優先的に手を打たないとやばいかもなぁ。でもおれの状態だって非常にまずいし、だいたい先せん輩ぱいたちにいったい何があったのか……ああちくしょう、考えることが多すぎる。どうせ大事なのは昼からのテストだけだし（本来なら今日は始業式だけだったのだが、休み延長の帳ちよう尻じりあわせで午後からテストが行われることになっている）、午前中はさぼろうかなぁ。朝から疲れた。これでまだ朝が終わっていないのだから恐れ入る。結局敵てきは見つからず、問題は何も解決していないというのに──

　校庭を見る。

　葉は切ぎり洋よう平へいを見間違えた場所。

　コウの未来が定まった場所。

　ちくしょう、と苦笑する。

　今回の敵てきはなんなのだろう、認めよう、いまだ目的もわからないこの攻こう撃げきはいままでで一番辛つらい。肉体的にはともかく、誇ほこりやら尊そん厳げんやら大事なものが色々ぶち折れた。だが、負けるわけにはいかない。ここまできて退ひけるはずがない。『ザ・ワン』の魂たましいの力が大量だったおかげで、もうすぐだという予感がある。その手ごたえは確かにある。きっとあともう少しで、ゴールにたどりつけるだろう。

　絶対に、ここで終わってしまうわけにはいかない。

（必ず生き返らせてやる）

（そして、その先にある世界を──）

　コウは静かにこぶしを握り、ついで下半身の様子がおかしく見えないことを確かめると──しまらないのはいつものことだ、この程度ではくじけない──決意を改め歩き出した。

　校庭にはもう、人影はなくなっていた。







　　　　◆







　堂どう島じまコウが玄げん関かんの向こうに消えていくのを見送って、葉は切ぎり洋よう平へいは息を吐はいた。

　深呼吸をして、はじめて自分が息を止めていたことに気づく。それほど緊張していたのかと自分を笑う。ただ見てただけだというのにこんな自分が情けない。

　ちなみに洋平がいるのは、自分が行くべき教室のない、関係ない校舎の玄関。

　コウを避さけようとして、気がついたらここに逃げ込んでいた。

　本当に、情けない。

　再度ため息をつき、もうサボろうかなと考える。

「ヴォンジョルノ！　ヨーヘ！」

「ヴォン……」反射的にイタリア語でおはよう、と返しかけ、なんでイタリア語を使わなければならないんだと思い直し、おはようと日本語でいおうとし、おはようと日本語で──それも女子に対して──いうのはなんとも恥ずかしい気がして、だいたいヴォン、といってしまったんだからもうしかたない、と思い直して洋平は言葉を続ける。この間約三秒強。「……ジョルノ。ほっとけよ。朝っぱらからうざいぞおまえ。バカ。ブス」

「なーに？　朝からケンカ売っているワケ？」

　腰こしに手をあて仁に王おう立だち、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なとその後ろに隠かくれている友人、木きの下した水すい彩さいの姿に、洋平は内心を隠かくさず顔をしかめた。

　何やっているんだよこんな時間にこんなところに。早く教室行かないと遅刻になるぞ。と思い、でも何もいわず代わりに露ろ骨こつに顔を背そむける。しかし、そうした口調や素振りもとくに気にした様子は見せず、日ひ炉ろ理り坂ざか高校一年にしてこの夏休みに現みークルの部長となった朝あさ比ひ奈な菜な々な那なは視線をめぐらし、再度挨あい拶さつを行う。

「ヴォンジョルノ！　ジンゴロウ！」

　答えはない。

「……ヴォンジョルノ！　ジンゴロウ？」

　やはり返事は聞こえてこない。

　洋よう平へいはげんなりとした顔で菜々那と水すい彩さいを見ている。

　菜々那はにこりと、実に、実にいい笑みを浮かべた。

　そのまま通学カバンを持ち上げて、次の瞬間洋平の左手に叩たたきつける。

　それはさすがに予想外、洋平はいてぇ？　と声をあげ、目を丸くして左手のひらをぶんぶんふった。

「てめ、このバカ女！　い、いきなり何をしやがる！　ブス！　ブス！　ドブス！」

　無視して繰り返す菜々那。

「ヴォンジョルノ！　ジンゴロウ！」

　そこでようやく、

「……ああ、ヴォンジョルノ。シニョリーナ。……お願いだから、そういう行為は控えてほしい」

　洋平の左手の甲に浮かび上がった唇くちびるが、呆あきれた思いを隠かくさない声を発した。

　歯も舌したもある唇が、甲の上で滑なめらかに動きしゃべっている。

　しかしこの場の三人は、だれも驚く様子を見せない。

　唇の抗議に対して、菜々那は腕うでを組み、答えた。

「教えたでしょ？　ジンゴロー。友だちに挨拶されたらきちんと挨拶で返すの！」

「その言葉はありがたい。赤き髪かみのシニョリーナ。ワタシを友だちと呼んでくれることは本当にうれしく思う。だが、ワタシもいったと思うのだが、ワタシは逃亡者なのだ。逃亡者というのはわかるか？　なるべく見つかりたくない存在なのだよ。そのことをよおく考えてくれ。左手に唇が生まれて勝手に話をしている光景、なんてものを知らない他人に見られたら、いったいどうなることか。とんでもない騒ぎになってヨウヘイにも迷めい惑わくがかかる。それがわからないキミではないだろう？」

「ちゃんとまわりは確かめたよ。もっとボクを信用してよネ。ほら、スイサイも」

「……あの、おはよう、ございます。葉は切ぎり先せん輩ぱい、ジンゴロウさん」

　うながされ、おずおずと、菜々那の後ろから挨拶をしてくる一年生、木きの下した水彩。

　休みの間にみークル所属になった菜々那の友人だが、常におどおどとして他人の目をうかがうようなところのあるこの少女がどうして菜々那と仲がいいのか、洋平には理解できない。性格的に合わないような気がするのだが。菜々那がみずからスカウトして副部長に取り立てたくらいだから能力はあるのだろうけれど。

　ちなみに、洋よう平へいの左手に浮いた唇くちびるにつけられた『ジンゴロウ』の名称は、日本的な名前がいい、という菜な々な那なの要よう請せいにより水すい彩さいがかの名めい匠しよう『左ひだり甚じん五ご郎ろう』からつけたものである。『左』手だから『甚五郎』というのもなかなか安あん直ちよくなネーミングだが、唇自身が口出ししなかったので問題ない。

「ほら。菜々那ちゃん、そろそろ急がないと」

「あ、ダネ。じゃあね、ヨーヘ」

「……もう付きまとうんじゃねぇ。赤毛」

　む、とにらみつける菜々那のすそを、水彩が申し訳なさそうに引っ張る。それを見て、洋平は二人に手を振り歩き出す。……水彩の言葉を聞いて、菜々那が自分に声をかけずに待っていたこと、つまり洋平が何を見ていたか、なぜ一年の玄げん関かん口ぐちにいるのかを知っているらしいことを推測しつつ。ああ。だからか。だからこいつ、なぜおれがこんなところにいるか聞こうとしないのか。突っ込んでこようとしないのか。またこいつに恥ずかしいところ見られたわけだ、ちくしょう、周りに気を配るべきなのはおれのほう──いつだって、おれはどこかが抜けている。

　コウに抱だきついていた綾あや、

　綾だけじゃなく、イハナや恕じよ宇うとまでいちゃついていたコウ。

　胸の中に、いい知れぬ感情がわきあがる。名づけられない、名づけたくもないもやもや。嫉しつ妬と？　憎ぞう悪お？　焦しよう燥そう感？　無力感？　その正体はわからない。わかっているのはただひとつ、このまま放っておく限りそのもやもやは決して消えないということ。

「──！」

　だれかに見られている気がして、洋平はきっ、とそちらを向く。

　もちろんそこにはだれもいない。

　見ると、菜々那と水彩も同じ方角を見つめている。

　独り言のように、菜々那がつぶやく。

「……《グレイテストオリオン》……」

「……やっぱり強くなっているね。このままにしていてだいじょうぶなのかな」

　水彩の言葉に、答える洋平の左手。

「だいじょうぶではないだろうな。だが、舞まい原ばる家が手放そうとしない限りどうにもならない。保管しているのは舞原家なのだからその手しゆ腕わんに期待しよう。……なに、スイサイ、そんなに不安がらなくともいざとなればワタシがキミたち友だちは守ってみせるから安心したまえ。何しろワタシの前身はリングオブソロモン、かの七十二柱ちゆうの悪あく魔まを従えてみせたという賢けん王おうソロモンの──ぐわ？」

「……おまえ、うるさい」

　左手でこぶしをつくって下げ駄た箱ばこに叩たたきつけ、洋よう平へいは左手をだまらせた。

　心にもやもやがあるせいか力の加減ができず、涙なみだがにじむほど痛かったが、菜な々な那なたちの手前平気なふりをする。

　……唇くちびるだけの《知恵の実》だからか、《レフトアーム＝スピーキング》はよくしゃべる。

　それも大たい言げん壮そう語ごばかり。文字どおり、口ばっかり。

　ちなみにその人格は宿主である洋平の知識と経験をもとにつくられているらしく、つまりその人格は洋平自身の一部であり、そのせいか洋平はジンゴロウのしゃべりを聞くのが非常に恥ずかしい。

　ジンゴロウ。

　その正体は廃はい棄きされた《元・知恵の実ロスト》、《レフトアーム＝スピーキング》。

　その能力は、左手の触ふれたものに唇をつくり話をさせ、そして『願いを叶かなえないこと』？

　もともとはオリジナルナンバーでありながら、だれのどんな願いも叶えないため破は棄きされたという廃棄品──

　ずきり、と洋平の胸に痛みが走る。

　わかっている。このままでいいはずがない。

　そしてたぶん、自分だけが行動できる。《レフトアーム＝スピーキング》のおかげで。

　──だからといって、こんな自分に何ができる？

　頭もよくなく、口もうまくなく、身体からだを鍛きたえてはいてもそれを活いかすことができない。

　これは、といえるものがない。たとえボクシングでさえも。

（……あの人には、勝てない。勝てると思えるものがない）

（こんな気持ちじゃ、戦えない）

　いったいぜんたいどうすれば──

「ヨーヘ？」

　菜々那に呼びかけられ、洋平は出口の見えない思考のループから戻り、菜々那にうざそうに手を振って、歩き出した。

　その背にすぐ、声が追いついてくる。

「こんなこと、ヨーヘにいってもムダだろうけどさ！　悩んでいるなら、少しはボクを頼れよな！」

「ああ。ありがとう。そしてすまないな。憎にくまれ口を叩たたいてはいるがこいつも本当はキミに感謝して──」

「やかましい！　おまえもほっとけ！　うるさいバーカ！」

　余計なことをいう唇を右手でしっかり押さえ、菜々那には捨て台詞ぜりふを残し、洋平は、足を速めた。

　ちくしょう、と、胸の中にたぎる思いをもてあましつつ。

　ちりちりとした三種の視線を感じたが、今度は振り返らなかった。
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Good night!









　　　　◆







　ホームルームの時間。

　教師の説明──午後の予定等──をＢＧＭに、真ま面じ目めな顔して内職するなどお手のもの、舞まい原ばるイハナは思し索さくにふける。登校時における堂どう島じまコウの様子を思い、自分が採った行動を思い返して自省する。関せき谷や某とかいうイレギュラーには動揺させられたし、いま思い返せば噴ふん飯ぱんものの振る舞いをしてしまった気もするが、というか間違いなく恥ずかしいことをしてしまったが、とはいえ結果的にはよく動けたのではなかろうか。コウと綾あやには自分の気持ちをしっかり出せたと思うし、朝、起き抜けにあんなことがあったにしては上出来だ。そう、今日は朝から大変だったのだから。何しろ鍛たん錬れん用の岩に頼って登校したのははじめてで、つまりそれだけ大変だった。

　しくしくと痛むお腹なかに手を当てる。

　聞いていたほど辛つらくはない。まあ、まだまだこれからなのかもしれないが、どちらかといえば不安より、喜ばしさが勝まさっている。──喜ばしい？　少し違う。正しい言葉は誇らしい。それは自分のものだから。さっきの自分の振る舞いだって、世間的には赤面ものかもしれないが、自分的には満足している。自分の意思でしようと決めて、そして動けたのだから。

　考えてみれば、コウとキスしたことはあっても、腕うでを組んだのははじめてで──

（──しあわせを、感じた）

　コウの反応を思い出し、知らず頰ほおがゆるんでしまう。

　自分の身体からだに反応したコウ。

　綾の足もとにも及ばない子供っぽい身体だが、それでも反応してくれた。──だったらもう、迷いはない。突き進むだけ。たとえ勝ち目はないとしても、戦う前から負けはしない。

　教師の声をＢＧＭに、舞原イハナは思索にふける。

　思い返すのは昨さく夜やの出来事。

　堂どう島じまアトリが『兄』抜きで、『ポリッシュアップルズ』の集合を呼びかけた夜。













　　　　◆







「みなさまがそろわれました」

　みんが呼びにきたとき、イハナは母親でもある現当主、舞まい原ばる飛鳥あすかの部屋にいて、当たりさわりのない話をしていた。お互いにぎこちなさを感じつつ。少なくとも、イハナにはどこか居心地が悪かった。前にいるのは実の母親であり、その後ろには気心の知れたジィ・ニーが控えているにもかかわらず。母飛鳥にとってイハナは自分から実権を奪った反逆者であろうし、また母親から見たイハナは、結局自分たちの力では舞原家を守れなかった敗北者に見えるだろう。考えすぎかもしれないが、他ほかならぬ自分がそう思えてしまうのだからしかたがない。自分でも不思議でならないのだが、なぜ負けたと感じるのだろう。イハナは考える。実権は、いまだ自分が握っている。両親もそれは認めている。実質的な当主はサクラとイハナだと。それは間違いのない事実。なのになぜ、負けたと思ってしまうのか？

（──大人おとなの力を、借りてしまったからだ。大人の力を借りなければ結局何もできない、それを証明してしまったから）

　自分たち子供の力だけで舞原家を掌しよう握あくする、それが三年前に立てた誓ちかい。

　そして確かに、自分たちの力で実権を奪い、これまで維持してきた。

　しかし結局、こうして大人の助けを受けている。両親だけではない、四し季き老ろう家けの旧ふるい面々や蟄ちつ居きよしていた冬ふゆ月つき日ひ奈なの父親まで引っ張り出さねばならなくなって。

　そのために、イハナは頭を下げなくてはならなかった。

　いや、頭を下げることくらいならなんでもない。

　屈くつ辱じよくなのは、結局自分たちだけでは切り抜けられなかったということ。

　ふと、イハナはかつて、舞原家の相談役アドバイザーを引き受けていた『ザ・ワン』がいっていたことを思い出す。

　なぜそんなに日ひ炉ろ理り坂ざかを訪れたいのかというイハナの問いに、『ザ・ワン』は答えていった。

「それはもちろん、興味深いからですよ。現在の日炉理坂、いえ舞原家の状況は、非常に興味深い。……そうですな、一種の象徴学みたいなものでしょうか」

「ですから、何が興味深いのです？」

「まず、舞原家が独立した集団であることがひとつ。そして、その集団があなたたち姉妹を頂点とする子供たちによって構成され、子供によって動かされているということがひとつ。……子供というものは、これから成長していく、いわば未来の象徴です」

「つまり未来の象徴がつくっている独立集団だから興味深い、と？　そんなもの他にいくらでも」

「もちろん、それだけではありません。さらに舞まい原ばる家の使用人のほとんどは子供であるだけでなく、女性でもあります。ほとんどが女性であり、さらにいうなら女性というのは子供を生む存在。女性とは何かをつくり出すことのできる、まさに未来の可能性を現す象徴」

「……本当に、そんな理由で興味深いのですか？」

「いえいえ、まだまだこれだけではありません。……聞くところによりますと、舞原家を構成する使用人たちは女性であるあなたたちへの愛と忠ちゆう誠せいを叩たたき込まれる副作用で大なり小なり同性愛的嗜し好こうを持つ方が多いとか。……いえいえいえ、謙けん遜そんされることはありませんよ。これもまた象徴学的には興味深いのです。女性は確かに生命を生み出す存在ですが、それは男性あってのことであり、自然界においては雌めす同士で子供をつくることはできない。つまり現在の舞原家は、未来の象徴である女性で構成されていながら、失礼、未来を生み出せない状態、とでもいいますか──

　……ところで、姫ひめさまはアリやハチの生態をご存知でしょうか？

　たとえばハチの王国は、ほとんどメスの集団で、オスは数えるほどしかいません。つまりオスにとってはハーレムな環境のわけですが、なぜこういうことになるかというと、結局のところオスというのは次代の卵を生むとき以外役に立たないのです。女王蜂ばちはもちろん、働き蜂もすべてメス、ハチの王国はメスで構成されており、子供をつくるときだけオスを必要とする──ちなみに、交尾による受精で生まれてくる子供はすべてメスであり、オスは受精卵をつくるためだけに未受精卵から生まれてくるわけですが、──まぁこういう具合に、集団において大事なのはメスであり、オスは子供を作る以外の役には立たない、というのが自然界ではけっこうありまして、ハーレムというのは不自然なことでもなんでもない」

「……ようするに、何がいいたいのですか？」

「つまりですね、私はこう考えているのです。社会のはじまりというものは、ハーレムの肯こう定ていからはじまってハーレムの否定に終わる、と。そう思っている私にとって、現在の舞原家の状態は象徴的に興味深い。まるで何かのはじまりの象徴のようで、にもかかわらず閉へい鎖さ的だった。ところがいまは、そこには堂島コウという『オス』が存在しているわけです。どうです？　これって非常に興味深いと思いません？」

「……………………わたしには、無理やりこじつけた屁へ理屈にしか聞こえませんが」

　まぁそうですね、と『ザ・ワン』はあっさり認めた。

「まぁ確かに、象徴学は結局後付けの学問ですからな。しかしそれをいってしまえば、後あと付づけでない学問など存在しないといってもいい。学問は人のためのものですが、自然世界は人間のためにつくられたわけではないですから。それに、象徴というものは決してバカにできるものではない。……そうでしょう？　イハナさま？」

　イハナは言葉を返せずに、そこで話題は終わったが、いまでも妙みように心に残っている。きっと、『ザ・ワン』は本気で自分の後あと付づけを信じていたのではないかと。しかし残念、『ザ・ワン』が興味深く思っていた舞まい原ばる家はなくなった。結局のところ、子供だけでは何もできなかったわけだから。はじまりの象徴だなんて片腹痛い。結局何もはじまることなく終わってしまった。もちろん終わりは何かのはじまりだという捉とらえ方もあるが、イハナの目指した舞原家の変革が挫ざ折せつしたことに変わりはない。

　みんの迎えをいいきりに、それでは、とイハナは立ち上がる。

「お母さまも早くお休みください。病み上がり、なのですから。いまお二人に倒れられるわけにはいきません」

　ええ、とうなずきつつも、飛鳥あすかはイハナを送りに立つ。

　その後ろで飛鳥のボディガードをしているジィ・ニーも動く。

　控えめにこちらを見ているジィ・ニーの表情に、イハナはそっとため息をつく。そして思う。なるべく早く時間を取って、ジィ・ニーと話さなければならないだろう。舞原家の改編にともない、それまで隊長と副長だったいんとジィ・ニーは舞原家の実行部隊『スタッフ』のトップから外れた。それぞれ、いんは父親鷹たか臣おみ、ジィは母飛鳥の護衛を担になうことになった。もっとも正直な話、各国を飛び回りしかもサクラを引き連れている父鷹臣に比べ日ひ炉ろ理り坂ざかから出ることのない飛鳥に護衛はあまり必要ない。予定では、副長であったジィ・ニーがそのまま隊長に就任するはずだったのだが、イハナには臨機応変の判断力が必要とされる『スタッフ』の総隊長をジィにまかせることはできなかった。その能力と忠ちゆう誠せい心しんはスバ抜けていても、ジィには隊長は務まらない。彼女は純粋すぎるから。命令に従うことはできても良し悪あしの判断はできない、そんな人物に隊長はまかせられない、イハナはそう考えている。だからイハナはジィを隊長にすえるのをやめて、母飛鳥の日炉理坂での護衛という、名誉はあっても実務のない仕事に回した。そして、そのことにジィは気づいている。その顔がそう語っている。『スタッフ』のトップについては小鳥遊たかなし恕じよ宇うとその父親無む玄げんが引き受けてくれたので文句はないようだが、やはりいまの状態には不満があるらしい。

　なるべく早く時間を取って、ジィ・ニーときちんと話そう。

　そうすれば、彼女ならきっとわかってくれるはず。

　できる限りの信頼をこめジィに笑顔をつくって見せて──といっても身近な人間以外には笑っているどころか表情が変わっていることすらわからないだろう──イハナは部屋を辞そうとした。

　が、扉に手をかける寸前、イハナ、と飛鳥が声をかけてきた。

　ためらいがちに、しかし意を決したかのようにこちらの目を見み据すえ、たずねてくる母親。

「……イハナ。……そこのみんから聞いたのですが、……あなたはまだ、あの薬を飲んでいるのですか？」

「……はい。もちろんです。自分の義務は心得ています」

　何について聞かれているか悟さとり、イハナは母親の目を見て返事する。

　飛鳥あすかはすぐに目を逸そらした。

　が、しばらく待っていると、ゆっくりと顔を戻して、いった。

「……私が、こんなことをいう筋合いではないかもしれません。ですが……

　三年前、あなたとみんが、…………舞まい原ばる家の実権を取るようになったとき、私は思いました。あなたがたはきっと、旧ふるき因いん習しゆうに縛しばられている舞原家を壊こわしてくれるだろう、と。そして、新しい舞原家を創造してくれるだろう、と。……ですが……」

「……ご期待に添えず、申し訳ありません」

　イハナは深々と礼をして、きびすを返す。

　その背中に、飛鳥はなおもいい募つのる。

「イハナ、いまはもう、舞原家はあなたたちのものです。すべてはあなたたちの意思のままです。……なのに、まだ続けなければならないのですか？　そんな薬を──くだらない昔のしきたりを？」

　──くだらない、ですか？　母さま。あなたがそれをいうのですか？

　現当主の、あなたが。

「わたしはイハナ、舞原家の岩いわ姫ひめですから」

　いい切って、部屋の外に出る。

　控えていたみんが戸を閉めて、そして、イハナは閉まった戸を見つめる。じっと。

　そのまま立ち尽くすイハナに、みんは何もいわない。

　心の中でもう一度、イハナはつぶやく。

　──わたしは舞原の、岩姫だから。

　花と岩、それは象徴──コノハナノサクヤヒメとイワナガヒメ。

　他方は栄えい華が、他方は永遠の象徴──イワナガヒメを受け入れなかったことにより人間は寿じゆ命みようができてしまったのだという古代の伝説。まるでエデンの園の《知恵の木》と《生命の木》のようで、なぜかイハナはおかしくなる。きっと世界のどこにでもある伝説の一種、それになぞらえ、舞原に生まれた双ふた子ごの姫は花と岩のそれぞれを担になう。祖そ母ぼ岩魚のように。そして自分のように。別に大したことではない。たとえ神を信じていなくても家を建てるときは地じ鎮ちん祭さいを行い、オフィスに神かみ棚だなをつくるのと同じこと。科学的根こん拠きよは何もないのに風ふう水すい師しに占うらなってもらい鏡かがみの場所を変えたり黄色い置物を置いたりするのと同じこと。珍しくもない神頼み、単にそれだけのこと。ただ何年も、何代も、はるか昔から続けられてきたというだけのこと。

　──それをどうして、あっさりと壊こわしてしまえるだろうか。それも一族の責を担う者が。

　たとえくだらないことであったとしても──

「……では、いきましょう。みん」

「はい」

　二人はそっと、静まり返った廊ろう下かを歩く。それぞれの思し索さくにふけりつつ。

　廊下を渡り、庭に降りる。

　別館の脇わきを通って庭に出て、少し前まで部長／三み束つか元もと生なりの使っていたプレハブへと向かう。

　プレハブの前に立ち、深呼吸、そこでようやく思考を切り替え、イハナはみんにたずねた。

「全員そろっているのですね？　小鳥遊たかなしも？」

「はい。コウさま以外の全員がいらっしゃっています。アトリさま、恕じよ宇うさま、綾あやさま、そして……」

「……そして？」

　そこでみんは口をつぐんだ。

　いいよどんでいるメイドの様子を不思議に思いつつ、イハナは答えを待たずに扉を開いた。

「すいません、遅くなりまし、た？」

　イハナまで珍しく口ごもってしまったのは、そして、の後に続く人物？　をすぐに見つけられたから。

　イハナの言葉を受けて、体長が二メートルはあろうかと思われる巨大なハエはぶんぶんと音を立てて飛び上がり、言葉を発した。

《どうもどうも。お初にお目にかかります。姫ひめさま……でよろしいですかな？

　私の名はベルゼバブ。アトリの上じよう司しの悪あく魔まです。以後お見知りおきを》
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「……あ、悪あく魔ま……」

　どうぞどうぞお入りください、とイハナとみんを部屋の奥にうながしたのち、巨大なハエは周囲を見渡し空気を震わせあらたまった声を発した。

《そうですね。みなさんそろったところで、改めて自己紹介をさせていただきましょう。私の名はベルゼバブ。アトリの上じよう司しの悪魔です。どうぞよろしくお願いします》

　声は口／口こう吻ふんからではなく、背中の羽から聞こえてくる。

　精せい妙みような髑どく髏ろが描かれた四枚の、高速で震えている羽の振動が重なり合って声となり、部屋の中を反響する。高くなったり低くなったり、奇き妙みようなリズムに変化しつつ。それは確かに人知を超えた超自然を思わせる。……だがちょっと、イメージが違う。

　たずねるイハナ。

「本物の、悪魔なのですか？　冗じよう談だんではなく？　……ベルゼバブ？　高位の魔ま王おうであるという？」

《そうですね。少なくとも現時点では、ベルゼバブの名で知られる伝説はすべて私のことを指すでしょう。つまり私が本物のベルゼバブといっても差し支えないかと》

「何か迂う遠えんな言い回しだな？」

　恕じよ宇うの言葉に、人間の笑い声を模したものが響く。

　──恐ろしいと思うのは、それが笑い声ではないとわかっているのに心地よく聞こえてくること。

《その辺は勘かん弁べんしてください。色々込み入っているのです。まぁ、私がアトリを生み出し魂たましいの回収を命じた存在だということに間違いはないということで。……ベルゼバブ、と呼ぶのがいやならハエ田さん、でもかまいませんが》

「は、ハエタ、さん？」

《そうです、ええと、──綾あやさん？　綾さんとお呼びしたほうが？　ハエ田、というのは堂どう島じまコウにいただいた親愛の証あかし、ニックネームというやつです》

「……あ、あたしはベルゼバブ、と呼ぼうかな？　……いや、別に親愛を示したくないわけじゃないけど、その、雰囲気というか」

《まぁそのへんはお任せします。我々は名を呼びかけられるだけでうれしいですから》

　そこで沈黙。

　全員の注目を受け、部屋の奥に座ったイハナは座ざ布ぶ団とんがいきわたっているのを確認したのち（ハエの魔ま王おうもきちんと座ざ布ぶ団とんに座っている、というか止まっている？　ちなみにアトリはハエ田さんの背中に、首に抱だきつくようにしてしがみついている）、アトリを見つめ、たずねた。

「さて、それでは早速ですが、アトリ、なぜこんな時間に私たちを集めたのです？　それもコウ抜きで。もしかして、……ハエ、タ、……ええ、ベルゼバブ……」

《そうお気き遣づかいなさらずとも、呼び捨てでけっこうですので》

「……ベルゼバブ、ハエの魔王と呼ばれるあなたが関係あるのですか？」

　イハナの問いかけに、ハエの魔王はブンブン音を立てながら巨大な複眼の乗った首を振る。

《いえ、この集会はアトリの意志です。私は単なる説明役、補足係だと思ってください》

「いろいろと説明してくれる、というわけか？」

《そうですね。恕じよ宇うさん。ルールに反しない限りなら喜んでお話しましょう。……わかってほしいのですが、たとえ知ってはいてもお話できないこともあります。……これは意地悪ではありません。我々『悪あく魔ま』はルールを無視できないのですから》

　そういえば前に聞いたことがある。確か、『マニュアル』を調べるのはルール違反だとかいっていた、そのときはじめて日ひ炉ろ理り坂ざかに現れたのだとか。思考をめぐらせつつ、イハナは巨大なハエをながめる。本物の悪魔、それも魔王がそばにいるのに、信じられない事態であるはずなのに、心はひどく落ち着いている。あるいは麻ま痺ひしているのかもしれない。何しろ様々な《知恵の実》に触ふれてきたのだ、超ちよう常じように対するキャパシティも上がっていることだろうから。

　それでは、とイハナは魔王を無視し、アトリをうながした。

　アトリはうなずき、順々に一同の顔を見渡したのち、手を振った。

　空中より現れる、《知恵の実》の『マニュアル』。

　この世に実在しない物体、魔ま力りよくで形を成している本。

　ぎゅっと、『マニュアル』をその胸に抱だきしめて、アトリは口を開いた。

「この『マニュアル』は、イーチャー、イーサー、あるいはエーテルと呼ばれる媒ばい介かい物質で六百六十六、すべての《知恵の実》とリンクしています。そのリンクを介かいして私たちは契約完了魔力を感知し、使用状況を調べることができます。また、このイーチャーズリンクによって《知恵の実》はエネルギーを得ていて、廃はい棄きされる、というのはこのリンクから切り離されることを意味します。……あと、私が生後一年未満であるにもかかわらず人間として生活できているのも、必要な情報をリンクで得られるからですが──」

　感情のあまり感じられない、自分と似ているようで根本的に異なっているアトリの雰囲気と話し方で、イハナはアトリがいつもではない状態、イーチャーズリンクとやらを切断した状態にあることを知る。コウの知らないアトリ、悪魔の創造物としての、本物のアトリであることを。

　それに気づいて、なぜかショックを覚える。

「……それで？　いったい何がいいたいんだ？」

　恕じよ宇うの問いに、アトリはゆっくり、答えた。

　──最初、イハナはその言葉が理解できなかった。

　アトリは、いった。

「以上を持ちまして、みなさんに、お伝えすることがあります。

　……コウにーさんの必要とする、魂たましい集めが完了しました」

　プレハブ内の雰囲気が、変わった。
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　息をすることすらはばかられるような雰囲気のなか。

　最初に口火を切ったのは、綾あやだった。

　ええと、となぜか耳たぶを触さわりながら、問う。

「……それって、いつ？　いつ魂集めが完了したの？」

　アトリの顔がかすかにくもる。

「いまから十三日前。コウにーさんが『ザ・ワン』に契約を結ばせた日です」

　常の冷静をかなぐり捨てて叫ぶ恕宇。

「じゅ、十三日前だと！　そんな──なんで黙っていた！」

「……判断を保留していました」

「判断って、なんの判断だ！　そんなの」

「落ち着いて、小鳥遊たかなし。……アトリ、そのことをコウは知っているの？」

　いいえ、とアトリは首を振った。

「いえ。コウにーさんは知りません。先ほど説明したように、この『マニュアル』がなければわからないことですから。……もしかしたら怪あやしいと思っているかもしれませんが、確信してはいないでしょう。いまのところは間違いなく、コウにーさんは気づいていません」

「そしてあなたは教えるつもりはない、ということですか？　だからこの場にコウはいないのですか？」

　イハナの問いに、アトリはうなずく。

　更なる質問が出る前に、ハエの魔ま王おうが羽音を上げる。

《──それでは話を進める前に、シリアルナンバー六六六、《Ｉｔ》の説明をしたいと思います》

　──《Ｉｔ》。

　それは悪あく魔まの代行者の証あかしとなる《知恵の実》。

　この《知恵の実》に必要量の魂たましいを集めることで、所有者は願いを叶かなえることができるという。

　語りはじめるハエの魔ま王おう。

《……みなさんももう知っているとは思いますが、《知恵の実》は魂と引き換えに願いを叶えます。しかし《Ｉｔ》だけは、まず魂を集めなければなりません。なぜなら《Ｉｔ》は、その二つ名は『いまだ名づけられざるもの』、完成していない《知恵の実》ですから》

　声を上げる恕じよ宇う。

「完成していない？」

《はい。《Ｉｔ》はまだ完成していない──生まれていない《知恵の実》です。《Ｉｔ》を成立させるためには三つの制約をクリアする必要があるのですが、そのことについて話す前に、まず《Ｉｔ》の成り立ちについて知ってもらいましょう》

　ベルゼバブの言葉が終わるとともに、部屋の中に風が吹き荒れ、天てん井じようの明かりが明滅する。

　思わず瞑つむったまぶたの裏が白熱し、爆音が鳴り、頭の中に声と映像があふれ出す──

（──わたしたちは知っている、この感覚！）

　かつて体験した感覚に、イハナは悟さとる。いま自分たちに何が起こっているのか。

　それは、《知恵の実》を理解するために『マニュアル』が生み出したサンプルに手を触ふれたときと同じ感覚、それをより強大にしたもの。《知恵の実》の成り立ちを追体験するためのもの。音と映像に取り囲まれた次の瞬しゆん間かん架か空くう世界が頭のなかに展開し、思考に沈み、手足がなくなり、知覚だけの存在になって頭の中の世界に溶とけ込む。一体化する。自我すら消えてなくなったなかで、ようやくそれは語られる──

《Ｉｔ》の伝承。

　まだ《知恵の実》の数が定まっていなかった昔。

　あるところに王国があり、王がいた。

　王の力は強大で、王国の歴史は永遠に続くかと思われたが、ある日、王は不ふ穏おんな話を耳にする。王である自分を倒し王国を滅ぼす者が生まれたという『噂うわさ』。三人の賢者がそれを預言したという。王はそれを無視できず、子供殺しを開始する。三賢けん者じやの預言、『噂』を否定するために。王はすべての子供を殺そうとした。すでに育っていた子供、生まれたばかりだった子供、そしていまだ名づけられることなく生まれ落ちるのを待っていた子供──

（──だがそれこそが、国の未来を、可能性を刈り取ることだった）

（ただひとつの未来のため、それ以外の可能性を、すべて──）

　結局、王はすべての子供を殺しきれず、唯一殺さつ戮りくを逃れ育った子供は長じて王を滅ぼした。

　長じた子供は地上に自らの『王国』を敷き、三賢者の預言、『噂』は現実のものとなった。

　だがその影にはたくさんの、犠ぎ牲せいにされた子供たちがいる。殺されるどころか生まれることさえ許されなかった存在がある。もしかして、生き残った子供のように生まれていれば『王を滅ぼし』『王国をつくる』可能性さえ持っていたかもしれない存在。強大な力に満ちて、にもかかわらず生まれることを許されず、それでもこの世に生まれたいと、名づけられたいと願った存在、その数およそ六百六十六──

　──それが《Ｉｔ》。

　ただ一人を生き残らせるために殺され、生まれることすら許されず、それでも生まれたいと望んだ、名づけられたいと願った子供たちの、六百六十六の、心──

《──このとき生まれた願いにより、《知恵の実》の数が定まりいまの形になりました。そしてその成立ゆえに、《Ｉｔ》は犠ぎ牲せいを求めるのです。自分たちがそうであったように、自分たちが生まれるための犠牲を》

『マニュアル』による追体験のものではなく、ベルゼバブの声が響く。

《そのため《Ｉｔ》と契約しようとする者は、自分の魂たましいではなく他者の魂を集めなければなりません。それが契約のための制約①。また、必要量の魂を集めただけでは完成しません。魂を集め終えたのち、それを使って自分の願いを叶かなえる《知恵の実》を生み出し、名づけ、制約③、それが《廃ロ棄ス品ト》ではなく六百六十六のシリアルナンバーに連なる正しい《知恵の実》と認められたとき、はじめて《Ｉｔ》は完成するのです。……シリアルナンバー・『六六六』、ファイナルナンバーの《知恵の実》として》

　ハエの魔ま王おうの羽音が放つ低い振動に押されるようにして、一体化していた追体験の世界から自我が戻ってくる。『体験』ではなく『思考』していることを意識したとたん、頭の中に奔ほん流りゆうしていた音と映像が消えていき、かすかな硫い黄おうのにおいの中、イハナは現実に返る自分を知覚する。

　……少しずつ、自分が戻る。

　現実世界に返ってくる──

　長い映画を見ていたような脱力感、少しずつかすみともやが晴れつつある、それでもまだ朦もう朧ろうとした意識の中で、イハナは恕じよ宇うがつぶやくのを聞いた。

「……『六百六十六』、……獣けものの、数字……」

　六百六十六──獣の数字。

　それは聖書の中に現れる、『黙もく示し録ろくの獣』を示す数。

　聖書の巻末において『黙示録』は語る。『六百六十六』、その数字の示す存在が現れたとき、それまでの世界は崩壊し、竜りゆうの権威を代行する獣の王国が誕生すると。

　獣の数字、六百六十六──

《……ここまでは、理解していただけましたか》

　魔王の声が部屋中に響いた。

　重低音を響かせて、目覚めを促進させるかのように、振動が言葉をつむいでいく。

《そしてここからが制約②。我が愛まな娘むすめアトリが皆さんをここに集めた理由です。堂どう島じまコウは魂を集め終えましたが、それだけでは完全ではありません。《Ｉｔ》を使い、正しい形で《知恵の実》を生み出すためには、『イブ』と呼ばれる異性の存在が不可欠なのです。なぜなら《Ｉｔ》が望むのは、この世に生まれ名づけられることですから。

　そのためには、堂どう島じまコウの身体からだからまず『イブ』の身体へと移り、そこから新たに生みなおしてもらわなければなりません》

「ちょっと待て、それはどういう──」

《──ぶっちゃけますとみなさんのうちのだれかに『イブ』となってもらい、コウさんと『セックス』してほしいのです。《知恵の実》をこの世に生み出すために》

　かすみともやはたちまち晴れたが、代わりにひどい眩暈めまいに襲われて、イハナはその場に倒れかけた。
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　くっくっと、笑い声が聞こえてくる。

　綾あやが口に手を当て笑っているのを耳にして、イハナは血の気が引くのを覚える。

　もしかして、綾はどこかおかしくなってしまったのだろうか。

『夕日を連れた男』に襲われ何かを聞かされてから、綾はずっとふさぎこんでいた。何をそんなに悩んでいるのか、いったい何をいわれたのか、何度か水を向けてみたが、頑かたくなに話そうとはしなかった。きっとそうした心労が積み重ねって、そして魔ま王おうのいまの台詞せりふについに耐え切れなくなったのか──

「……おい、きさま、クソ山の魔王」

　途と切ぎれ途切れに、まだ先ほどの追体験の影響が残っているのかゆっくり頭を振りながら、恕じよ宇うが低い声で問う。

「いま、きさま、なんと抜かした？」

《……いえ、ですから、コウの願いを叶かなえるために彼と交合してほしい、と。……ああ、誤解がないよういっておきますが、本当に子供を生めといっているわけではありません。生み出されるのは純粋に魔ま力りよくで構成される存在であり、精神的にはともかくも肉体的な意味では子宮を借りたりはしませんので》

「そんなことを聞いているのではない！」

　ふざけるな！　と激げき昂こうし声を張り上げる恕宇をどうどうと制し、笑っていた綾が手を上げる。

「はい。……いくつか聞きたいんだけど、いい？」

《どうぞどうぞ》

「その『イブ』っていうのはだれでもいいの？　それとも何か条件がある？」

《条件といいますか、一定以上堂どう島じまコウを好きという気持ちがあればそれが資格となります。相思相愛ならばいうことなし。私が見たところ、この場にいるあなたたちなら、……ええと、みんさんはちょっと難しいかもしれませんが、あとのかたならぜんぜん問題ありません》

　一瞬、場の全員が互いに視線を交わす。

　奇き妙みような雰囲気が生まれる。

　綾あやの声。

「じゃあ次。ええと、……どうしても、……エッチしないといけない？　それ以外の方法はないの？」

《……まぁ、みなさんもご存知のとおり、《知恵の実》は契約しなくても使えます。《Ｉｔ》もその例に漏もれません。ただ願うだけで《知恵の実》を生み出すことも一応は可能です。……ただしその場合、かなり高い確率で《Ｉｔ》は本当の願いとは異なる《知恵の実》を生み出すことになり、さらに高い確率でその《知恵の実》は廃はい棄きされることでしょう。本当の、一番の願いを叶かなえる《知恵の実》をつくりだしたいのなら、やはり交尾、エッチが一番です。私たちは悪あく魔まですしね、気持ちのいいことでもありますし、無論そちらを推すい奨しようします》

　魔ま王おうの言葉に何やら切せつ羽ぱ詰つまってしまったか、奇声を上げて恕じよ宇うが畳たたみをどんどん叩たたく。普段の彼女からでは考えられないかなりの取り乱しように、イハナはかえって冷静になる。といっても何かを考えられる状態ではないが。正直、何をいわれているのかわからない。声は聞こえているのだが話がよくわからない。平然と質問をしている綾をすごいと感じ、ぼんやり思う。髪かみ形がロングになってからはあまり思わなくなったけど、ああしていると、やっぱり綾は彼女に似ているな……

　うずくまっている恕宇の背中をなでつつ、綾が再び口を開いた。

「ちょっとまとめるけど、つまり、こういうことね？　コウは魂たましいを集め終わった。けれどまだ終わっていない。『イブ』を選んで、その人とエッチしなければ、本当に望んだ《知恵の実》はつくれない、と」

《はい。そのとおり。整然と理解していただいてうれしいです》

「ありがと。……それで、その『イブ』というのは、コウのことを好きならそれで資格があると。……じゃあその『イブ』は、一人だけしか選ばれないの？　ここにいるみんなに資格があるのなら、みんなが一緒に『イブ』になることは？」

《それは、基本的には不可能です。生まれる《知恵の実》の能力如何いかんにかかわらず、ひとつ《知恵の実》を生み出せばそれで《Ｉｔ》に溜ため込まれていたエネルギーは空になります。だから前提として、選べる『イブ』はひとりだけ、生み出せる《知恵の実》も、ひとつ。これは『イブ』に関係なく、ただつくっただけでも同じです。《Ｉｔ》に溜たまったエネルギーは《知恵の実》をひとつ生み出すためだけのもの。……もっとも、あの偉大な錬れん金きん術師ファウストは複数生み出してみせましたから、絶対無理というわけでもないですが》

「どうやって？」

《それを聞くのはルール違反、ということで……》

　沈黙。

　会話が途と切ぎれたので、イハナは周囲を見渡してみる。

　少し青ざめた顔をして、ただただイハナを見つめるみん。

　恕じよ宇うはやっぱり取り乱した様子で、綾あやは耳たぶをもみもみしつつ何かを考えている様子。

　アトリは──アトリは無表情、ハエの魔ま王おうの背中からこちらをじっとながめていて、何を考えているのかその内面はうかがえない。

　……ええと。

　ところで、だれか、……せっくす、とか、いいました？

　……コウ、と？

　首を振り、ちょうど顔を上げた恕宇と目が合う。ひとしきりわめいて落ち着いたのか、どうやら冷静さを取り戻したようで、いつもの理知的な吊つり目に戻っている。落ち着いているところをこうして見ると乱れた髪かみ筋すじが色っぽい、同性から見ても、というか同性だからこそわかる、やっぱり恕宇は美少女だ。あれで同じ女性しか愛せない、というのは本当にもったいない……って、あれ？　イハナは首をかしげてみる。同性愛者の恕宇にも『イブ』の資格があるの？　もしかして本当は両刀？　……というか、まさか恕宇までコウのことを？　好き？　そんな？　たずねてみようと口を開いたとき、綾がピン、と手を上げた。

「……あと三つほど、聞きたいことがあるんだけど、……まだ何か話していない、説明するようなことがある？」

《……質問を先に聞きましょうか》

「……いいわ。ベルゼバブ。あなたは『悪あく魔ま』、なのよね？　伝承に語られる、人を誘ゆう惑わくする悪魔。人を試して、願いを叶かなえる代わりに魂たましいを奪う、あの『悪魔』」

《ええ。そうです。まごうことなく》

「だったら聞くけど、いまこうして会っている感じじゃなくて、魔ま方ほう陣じんでも呪じゆ文もんでもいいけど、正しい手順できちんとあなたを、召しよう還かん？　とかで呼び出せていたら、運命が出会わせてくれたなら、あなたはあたしの魂と引き換えに願いを叶えてくれたりするのかな？」

　綾のなんでもないような問いに、しかしイハナは愕がく然ぜんとする。

　運命によって出会い、魂と引き換えに願いを叶える？

「……ちょっと待て？　先せん輩ぱい、それは──？」

　恕宇の声を覆おおい隠かくして、笑い声が反響する。

　今度は綾ではない、ハエの魔王の羽がつくった笑い声。

　ひとしきり笑いの音を立てたあと、上じよう機き嫌げんをうかがわせる音調でハエの魔王は答えた。

《……いやいや、お見事です。綾さん。実によい質問だ。ルールに違反していない以上、聞かれれば答えないわけにはいきません。正しき問いには真実を。それもまたルールですからね。

　……そのとおり、あなたの推察どおりです。

　アイテム名と番号はルール違反なのでいえませんが、私はオリジナル・ナンバーにして『七つの大罪』の一柱、《大食》の二つ名を持つ《知恵の実》です》

　──《知恵の実》？

　この悪あく魔まが？　ベルゼバブと名乗る存在が？

「……ちょっと待て。それってつまり──」

　放心していいかける恕じよ宇うにかまわず、ハエの魔ま王おうは綾あやに続けた。

《そして、サービスにこれも教えておきましょう。もしも堂島コウが①②③、三つの制約をクリアして自分の願うとおりの《知恵の実》を生み出すことができたなら、彼がどういう《知恵の実》を生み出しどんな名前をつけるにせよ、間違いなく、それはいまあるものを廃はい棄きさせ新たな『七つの大罪』ナンバーを持つ《知恵の実》になることでしょう。そしてそのときは、どの《知恵の実》が廃棄されどの二つ名を受け継つぐのかも決まっています。コウの最終的な選択にも拠よりますが、彼が生み出す《知恵の実》に与えられる二つ名は、おそらく《傲ごう慢まん》あるいは《憤ふん怒ぬ》──》

「……なっ？」

　恕宇の目が見開かれ、イハナも身を震わせる。

《傲慢》《憤怒》、それはキリスト教において『七つの大罪』と呼ばれるもの。

『七つの大罪』、それは大食／色欲／嫉しつ妬と／強ごう欲よく／憤怒／怠たい惰だそして傲慢という七つの『誘ゆう惑わく』。大罪とされてはいるが罪そのものではなく、人を罪に導くとされた七つの『可能性』。それぞれ、《大食》ならベルゼバブ、《嫉妬》ならリヴァイアサン、というように罪を司つかさどる悪魔がいるとされており、そして《傲慢》と《憤怒》を担になう悪魔の名は──

「……ルシファー、そして、……サタン」

　恕宇のつぶやいたそれは、イハナすら聞いたことがある有名な悪魔の名。

　一説に、ルシファーとはサタンの別名であるという。その名を持つ悪魔こそ、黙もく示し録ろくの語る怪かい物ぶつ『世界のすべてを惑まどわす旧ふるき蛇へび』にして『悪魔とかサタンと呼ばれて地に投げ落とされた巨大な竜りゆう』。そして、この竜に権威を与えられたものこそが、『六百六十六』の数字の示す『黙示録の獣けもの』。

　恕宇が、乾いた笑い声を上げた。

「……完全に、聖書の世界に入ってきたな」口もとをゆがめ魔王をにらむ。「……つまりはそういうことなのか？　《知恵の実》の正体は『悪魔』であり、『代行者』に『悪魔』を生み出させることでこの世界に黙示録の終末を呼び寄せる、それがきさまらの目的なのか？　そのための《知恵の実》と『代行者』、なのか？」

《……一応訂てい正せいさせていただきますと、《知恵の実》＝『悪魔』というわけではありません。なんといいますか、ものを見るには光が必要、何かに光を当てれば影が生まれる、光を当てられたものとそれによって生まれた影、それが悪あく魔まと《知恵の実》の関係といえるでしょうか。あと、《知恵の実》を生み出す、と表現してきましたが、正しくは、《知恵の実》というものは創造することはできません。そうですね、ひとつの大きな力があり、それを『見方』によって切り取り名づけたものが《知恵の実》と呼ばれるものの本質です。円すいを思い浮かべてください。円すいは、真上から見ると円ですが真横からだと三角形に見えます。つまり、真上、真横、という『見方』で異なった形を切り取り、円やら三角やら名づけている、こんな感じですかね。『願い』、というのは新たな『見方』であり、『能力』はその『性質』、『伝承』はその『拠よって立つところ』であり、『名づけること』で『存在する』ようになる、つまり生まれてくる、と。同じことは悪魔にもいえます。悪魔とは偏へん在ざいする概念であり、いわば形のない力そのもの、それが新たな『ミカタ』とともに『名づけられる』ことで、私のように個の悪魔として『存在』できるようになる。ですから正しくは、堂どう島じまコウが悪魔を生み出すわけではなく、つまり一連の──》

　果てしなく続きそうな魔ま王おうの説明を恕じよ宇うは一いつ喝かつしてとめた。

「──そんなことはどうでもいい！　……いったい、おまえたちの目的はなんだ！」

《……この世のすべてのものには、対ついになるものが存在する──、……といいなぁ、と我々は考えているのですよ》

　魔王は笑って応こたえた。

　しかし笑いはすぐに消え、かすかに雰囲気が、変わる。

《──そう、対なる存在。光には闇やみ、昼には夜、男には女、そして知恵の木──『善悪を識しる木』には、『生命の木』──》

「……なに？」

《──『対ついなる木』の揃そろいし世界、我らがかつて在り、やがて追放されし『楽園』。もはや戻れぬというのなら、地こ上こに同じ『王国』をつくるまで──対なるものを求める生命の本能、それこそが我らの願い、目的にして存在理由》

「……その『王国』とやらが、聖書に書かれているとおり四十二ヵ月しかもたないとしてもか？」

《永遠に続くものなど存在しない》

「四十二ヵ月で栄えい華がは終わり、その後ご神の御使いによって底知れぬ穴に投げ込まれ、千年もの間封印されたのち地じ獄ごくに落とされ永遠に苦しむことになってもか？」

《刹せつ那なの快楽のためにことを為してこそ悪魔。──さすが恕じよ宇うさん。黙もく示し録ろくにも目を通しているようですな。感心感心》

　沈黙。

　視線で人を殺せたら（相手は人じん外がいだけれども）といわんばかりににらみつけている恕宇と、まったく堪こたえた様子のない魔ま王おう。ただにらみ（魔王的には見つめ、か）合っている二人に進展がないと見て、イハナは注意を綾あやに移す。

　視線に気づいたのか、厳しい表情を浮かべていた綾はイハナのほうを見て、何かをいいかけた。

　が、思い直したように口を閉じる。

　何をいいかけたのだろう、そしてなぜやめたのだろう、何か、ぼぉっとしている心に引っかかるものを感じ、イハナは逆に問おうとする。が、すぐに視線を外した綾にベルゼバブが話しかけたため、そしてその後あと続いた内容に、イハナは問うことを忘れた。

《……さて、いまので満足してもらえたのなら、……綾さん。三つの質問、といいましたね。ではあと二つ、聞かせていただけますかな？　あなたとの会話は実に楽しい》

「……………………まぁ、いいわ。……イハナと小鳥遊たかなしもいい？　……だったら、……残りの質問は、ひとつは悪あく魔まとしてのあなたたちに、もうひとつは、個人的なアトリへの質問」

　真剣な顔で何かをいおうとしていた綾だったが、突然表情をゆるめ、笑い、首を振った。

　ううん、とのどを鳴らして、イハナと恕じよ宇うに異論がないのを確認したのち、あらためて魔王に問う。

「……じゃあまず、悪魔としてのあなたたちにたずねるけど、その、これは確認だけど、《Ｉｔ》から《知恵の実》を生み出すためには、コウと、……エッチしなければならないのよね？　それって、生まれることのできなかった子供である《Ｉｔ》を、……象徴的な意味合いで、きちんと生みなおしてあげるため、みたいな理解でいい？」

《まさしく。そのとおりです》

「でも、エ、セ、セックスって、ひとりじゃできない、二人の共同作業よね？　そして生まれてくる子供は文字どおり二人の想いの結晶。父親だけとか、母親だけの血を引いている子供なんていない。当然だけど、両親二人の血を受け継ついで生まれてくるのが、『子供』。

　だったら、セックスによって生まれてくる《知恵の実》、『イブ』と『代行者』の共同作業で生み出される《知恵の実》にも、母親の想いは継がれるの？　それとも『代行者』のものだけなの？」

　冷水にでも打たれたかのように、イハナの頭の中から完全にもやとかすみが消え去った。

　ようやく本来の明めい晰せきさを取り戻し、ごくりとつばを飲み込み綾を見る。ちらりと視界に入った恕宇も、目を見開いて綾を見ている。おそらく、綾が何をいいたいのかを理解して。

　パチパチパチ、と拍手の音。

　巨大なハエが、二対ついの足をすり合わせつつ羽から拍手の音を出している。

　それがもう、答え。

　綾が問い、イハナと恕宇が気づいたことを裏付けるもの。

　魔王が感極まったようにいう。

《……すばらしい。実にすばらしい……》

「え？」

《それが答えです。綾あやさん。すばらしい。あなたは実に適切な質問をした。

　……そうです、あなたのいうとおり、子供つくりはひとりではできない。

　セックスは二人の共同作業であり、子供はその結晶──その真理は《知恵の実》においても例外ではありません。……ですから文字どおり、『イブ』の協力が必要だとお願いしたのです。

　コウの相手が、コウの願いを叶かなえることを望めば、なんの問題もなくコウの望んだ《知恵の実》が生まれる。……しかしもし、相手の女性がそれを望まなかったときには、生まれてくる《知恵の実》もまたその影響を強く受ける。そのときは当然ながら、堂どう島じまコウの願った《知恵の実》が生まれることはないでしょう。

　──つまり、そういうことです。綾さん。あなたはこれを確認したかったのでしょう？

　もしもあなたがそれを望むなら、まだ、堂島コウはとめられる。コウを裏切ることにより、自分だけの力で》

　──ごくり、とつばを飲む音。

　鳴ったのは、だれののどだったのか。

　イハナは信じられない思いで綾を見る。綾の質問がもたらしたその可能性を。もちろん、ちょっと考えれば思い当たることだったのかもしれない。だが自分は問えなかった。考えられなかった。きっと、恕じよ宇うにもできていなかった。まさか、あの綾がそこまで思考するとは──

　魔ま王おうの声が空間に続く。

《……これまでにも、ここまでたどり着いた『代行者』はいました。いたのです。しかしここからが難しい。堂島コウの事態は例外中の例外で、普通『魂たましい』というものは簡単には集まらない。だから集め終えるころには、自分の願いへの想いは薄うすまり代わりにパートナーたちとの間に強固な絆きずなができている。そのために『イブ』を選べなくなる。自分の願いのために相手に犠ぎ牲せいを強いることをよしとできずに。まぁ当然でしょう、たとえ本物ではないにせよ、ある意味、子供を捧ささげろといっているようなものですからね。そして、その問題を乗り越えたとしても、乗り越えられるほどの気持ちがあればあるほど、逆に女性というものは難しくなる。好きであればあるほど、女性は難しいことを考える。自分の愛いとしい人を奪われるかもと思ったら、同じ人間はもちろん人間ではないものにまで嫉しつ妬とします。それこそ、自分の血肉を分けた子供から血肉を備えぬ『夢』にまで。嫉妬に狂うイブもいれば、ただ単に夢を叶かなえるのが気に食わない、というイブもいました。純粋に心配してのものもいれば、誇りがそうするしかなかった、という女性もいる。問題なのは、それらの行動の根底には相手への『愛』があるわけで、だから『代行者』には、その裏切りが読み取れない──

　結果、最後の最後でパートナーに裏切られ、望んだ《知恵の実》を生み出せずに終わる、そういう『代行者』を私はたくさん見てきました。

　そう、『代行者』が《知恵の実》を生み出し『獣けものの数字』を完成させられるかは、結局のところ、彼が選んだパートナーの手に委ゆだねられるのです。……皮肉なこと、ですが》

　本人ではなく、そのパートナーに委ねられる。

　……まだ、とめられる。

　難しいことは必要ない、単に抱だかれるだけでいい。

　つまり、それは──

《旧ふるき神話になぞらえて、私たちは『代行者』の相あい方かたとなるものを『イブ』と呼びます。アダムの肋ろつ骨こつからつくられ、ゆえに従順、かと思わせておきながら、なんと神に逆らい食べてはいけない木の実を食べ、さらにはアダムをも道連れにしたというとんでもない女性。だからこそ、『代行者』の相方をあえて『イブ』と呼んでいるわけで、今度こそ『イブ』の手で『王国』を戻してほしいものですが、……まぁ私たちは、誘ゆう惑わくすることはできても強制はできません。だからこれだけいっておきましょう。

　堂どう島じまコウの望みが叶うかどうか、──『獣の数字６６６』の完成は、もはやあなたたちの手の内です。どうかよくよく考えて、短たん慮りよなど起こしませんように──」

　──イハナはただただ綾を凝ぎよう視しする。

　ベルゼバブから褒ほめられたにもかかわらず、難しい顔で自分の耳を触さわっている綾。

　その姿に、心のどこかが警けい鐘しようを鳴らす。

　が、何に対して鳴っているのかわからない。

　自分の推測が正しかったにもかかわらず不ふ機き嫌げんそうにしている綾に、恕じよ宇うもじぃっと視線を向けている。不ふ審しん、疑ぎ惑わく、そして不安の目。その表情、仕し草ぐさから、綾が何を考えているか探り出そうとでもいうように。

　さて、それでは、と魔ま王おうがいった。

《満足のいく会話もできましたし、みなさんも考えることが多そうですし、そろそろお暇いとましようと思うのですが、……綾さん。最後の質問は？　アトリへの質問ということですが、私はいないほうがいいですか？》

「ううん。アトリさえいいならかまわない。聞きたいのはアトリの心の確認だから」

　首を振り、視線をめぐらし、綾はアトリを見つめていった。

「ねぇアトリ。前にどこかで聞いたような気がするんだけど、アトリも『イブ』になる資格はあるんじゃないの？　なりたいと思っていたんじゃないの？」

　答えるアトリ。

「ハイ。私も『イブ』の資格を持ちます。そしてできることなら、『イブ』として、選ばれたい」

　ベルゼバブの背中の上で、感情のうかがえないイハナ以上に人形のような少女がうなずくのを目にし、じゃあ、と綾は続けた。

「そうよね。だから聞きたいんだけど、アトリ、なんでこんな会合開いたの？　そもそもどうしてコウに話してないの？　あたしたちに話さなければ、あなたが一番チャンスがあったはず。たとえ妹役とはいえ、それで願いを叶かなえられるならきっとコウは躊ちゆう躇ちよはしない。そちらさん的にも、コウの願いを邪じや魔まするはずないアトリが『イブ』になるのが一番いいんじゃないの？　それなのにあたしたちに話したりして、自分を不利にするような真ま似ねをしたのはなぜ？」

「……」

「アトリ、黙っているのは悪あく魔まとして？　アトリとして？　見ればわかる、いまのあなたはイーチャーズにリンクしていない素すのあなた、この会合は、素のあなたの意思なんでしょう？　いったい何を思ったの？　……あたしはそれを、知りたいの」

　綾あやの視線の懇こん願がんを受けて、しかしアトリは無表情だった。

　ベルゼバブの背中に乗り、羽と羽の間にしがみつき、どこか遠くを見み据すえている。まるで綾の声が、視線が届いていないように。

　それでも綾は、イハナは、恕じよ宇うは辛しん抱ぼう強く待つ。

　しばらくして、アトリは口を開いた。

「……コウにーさんに話した場合を、シミュレートしてみました」

「……」

「……その場合コウにーさんは、高い確率でだれにも話さず、私にも話すことを禁じ、自分ひとりで抱かかえ込むことが予想されました。おそらくコウにーさんは自分ひとりで抱え込み、自分だけで相手を選択し、その相手に事情を知らせることなくセックスを行うでしょう。なぜなら、相手に知らせないことで結果はコウにーさんだけの罪となるから。『ひどい人間』と呼ばれるべきはコウにーさんだけになり、『獣けものの数字』完成により世界がどう変わろうとみなさんにはなんの責任もないことになる。……すべてはコウにーさんだけの責任に。もちろん、コウにーさんがはじめたことですから、それが順当なのかもしれませんが──

　──その思考に、私は嫌けん悪おを感じます」

「……」

「だから私はコウにーさん抜きで会合を開き、みなさんに話すことを決めました、みなさんは知っておくべきだと思うからです。いま何が起きているか、起きようとしているか。綾さんのいわれるとおり、セックスは二人の共同作業、お互いの合意のもとに行われるべきです。だから私は知っておいてほしかったのです。コウにーさんに求められる、それがどういうことなのか。それを受け入れるということがどういうことか。その結果を、責任を、認識してください。罪が生じるというのなら、それを背負ってください。コウにーさんと一緒に。

　逃げないでください。

　それができないヒトには、コウにーさんの横に立ってほしくありません」

「……でもそれなら、あたしたちだけじゃなく、いまここでコウに話してもいいんじゃない？」

　綾あやの問いに、アトリの人形のような顔が今日はじめてゆがむ。

　それでも何も問わずに待っていると、アトリはそっと、しがみついている魔ま王おうの背中に顔をうずめた。

　その身体からだに隠かくれるようにして、そしてようやく、途と切ぎれ途切れに、話し出す。

「……確か、に、そう、です。いろいろなことを、……考えるなら、ここで、コウにーさんに話すべきだと、……思います。そのほうが、きっと様々な事故を、防げる。……話しておいたほうが、成功する確率も上がる。……ですがきっと、……ですが私は……

　ベルゼバブさまには本当に、申し訳ないと思います。

　ですが私はコウにーさんに、きちんと選んでほしいのです。……《知恵の実》を生み出すためとかではなく、純粋な気持ちで、だれとセックスしたいのか」

「……そ、そこは、だれを好きなのか、ではないのか？」

　恕じよ宇うの問いにアトリはきょとん、と首を傾げる。

「経験の乏とぼしい私には、『好き』なる気持ちを理解しているとはいいがたいですが、おそらくコウにーさんの『好き』とは冬ふゆ月つき日ひ奈なから切り離せないものだと感じます。そして、好きといえる人と行うことが最適なのは理解していますが、現状では、死者である冬月日奈とセックスを行うことは不可能でしょう」

「そ、それはそうだが」

「そしてコウにーさんは、この場の全員に間違いなく『好意』は抱いだいています。ならばやはり、『好き』などという曖あい昧まいなもので計るよりも、だれとセックスをしたいかという基準のほうがわかりやすいと思われます。選択肢しがない場合は判断基準にはなりませんが、今回の事例ではコウにーさんは選択することが可能ですから、ならば指標になるでしょう。……少なくとも私には、それが適切かと思われます」

　アトリの言葉に、場にいわくいいがたい雰囲気が生まれる。

　さすがというか、やはり常識の通じない悪あく魔まというべきか。イハナはそっとため息をかみ殺し、整理してみる。つまりアトリは、冬月日奈がいないいま、コウが現在だれを一番好きなのかを知りたいのだろう。しかしコウはそれを認めない。彼の心にはいつまでも冬月日奈がいるから。だからアトリは置き換えているのだろう、『好き』という言葉を、『セックスしたい』に──たぶんそういうことだと理解する。無理やりに。考えたことに気恥ずかしいものを覚えつつ。

　はたしてコウはいま、『生きている』女性の中でだれを一番好きなのか──

　アトリは続ける。

「ですが、《Ｉｔ》のことを話してしまえば、コウにーさんは間違いなく、自分の気持ちよりも《Ｉｔ》生成に最適であろう人物を優先して選ぶことでしょう。自分の気持ちは無視して、セックスをしたい相手かどうかは関係なく、最適かどうかで判断し、合理的に。……それは、『代行者』としては正しい判断であると思われます。……が、なぜか私は感じるのです。やはり、セッ」

「頼むから、子供のおまえさんがその言葉を繰り返すのはやめてくれ……」

「了解しました小鳥遊たかなしさん。……やはり、……そうした行為をする相手は、義務や利点ではなく純粋に、気持ちで、『したい』かどうかで選んでほしいのです。なぜそう思うのかはわかりませんし、みなさんの中から選ばれるのならだれであろうとコウにーさんに異存はないと思いますが……」

　考え込んだアトリに、綾あやがいう。

「一応いっておくけど、アトリ、《Ｉｔ》生成に最適とコウが考える相手は、たぶん、あなたよ？　なんだかんだいって、悪あく魔まであるあなたが一番コウの事情に合っている。合理的に考えるなら。……そのアドバンテージを捨ててもいいの？」

「………………ベルゼバブさまの、許可がいただけるのならば、私は……」

　ためらいがちなアトリの言葉に、ハエの魔ま王おうが割り込んだ。

《もちろん許可しますとも！　しないわけがないでしょう？　何しろあなたの、イーチャーズリンクに頼らない本物の気持ちなのですから。それに、別にそうしたからって失敗すると決まったわけでもない。運命はどうであろうと流れるものです。ですから悪魔らしく、望むまま、お好きにやりなさい。……愛いとしい娘むすめ、アトリ》

「……ベルゼバブ……さま」

　しっかと抱だき合う二人を見ながら、イハナは正直驚いている。

　ハエの魔王の言葉はともかくとして、なんとなくだが、自分が有利であるにもかかわらずそのアドバンテージを捨てようとするアトリの気持ちを想像できて。

　考えてみれば、《知恵の実》をつくるためだけなら確かに、綾のいうとおり、アトリが最適かもしれない。コウの妹役とはいえ、本物ではないし、さらにいえば人間でもなく、《知恵の実》を生み出すことを望んでいる悪魔自身がよこした存在なのだから。

　確かに最適を望むなら、アトリが一番かもしれない。

　そして。だからこそ、アトリはそれがいやなのだろう。

　もしも選ばれるとすればそれは《知恵の実》のためではなく、理屈ではなく、感情で選んで欲しい、アトリはそう思っているのではないのだろうか。だからコウに話さなかったのではないか？　コウ抜きでこの会合を開いたのではないか？　もっとも、まだ子供であるアトリのこと、無意識レベルでそう感じているだけで、頭ではそんな自分をわかっていないのかもしれないが。

　だとしたら、とイハナは背筋に冷たい何かが走るのを覚える。

　アトリは、人間ではないこの少女は、生後一年とは思えないほどのスピードで、成長している。人間に近づいている。

　それははたして幸福なのか？　喜ぶべきことなのか？

　いったい何を意味しているのか？　無視してもいいことなのか？

　とにかく、とアトリはいった。

「だから《Ｉｔ》のことは、これからも、コウにーさんには話さないでほしいのです。いつまでも隠かくせることではないですが、それでも、みなさんには黙っていてほしいのです。コウにーさんが理屈ではなく感情で、行為を求める相手を、『イブ』を選択するまでは──」

　……わかった、と綾あやが答え、イハナもうなずいてみせた。

　そんな二人にため息をつき、しかし、と笑って肩かたをすくめる恕じよ宇う。

「……しかしな、……それにはどれくらい時間がかかるんだ？　あいつは、あれでけっこう奥手だぞ？　いくらこちらからアプローチをかけようが、その必要があることを教えてやらない限りいつまでも相手なんて選ぶものか。日ひ奈なとは一年近く付き合っていたくせに、キスのひとつもできなかったやつだ。……まぁしていたら半殺しにしていたが。とにかく、あいつそちらの方面はかなり相当のへたれだぞ？」

「人には人のペースがあるでしょ？」

「あなたの手が早すぎるのです」

「と、とにかく、何か考えるべきではないのか？　《Ｉｔ》の完成が先延ばしされることには文句はないが、コウがそれを知らないのならあいつはこれからも魂たましいを集め続けることになる。よけいな犠ぎ牲せいを出すことになる。それはあまり歓迎できない」

「……確かにそうね」

「難しいところです。本当のことはいわず、しかし魂集めをやめさせるのはまず不可能でしょう。敵てきの問題もありますし……」

　そしてコウは、いくらアプローチをかけようと、簡単にひとりを選んだりはしないだろう。

　何しろ唯一ひとりのために、悪あく魔まのミカタになったのだから。

　黙りこみ、頭をひねる三人。

　が、アトリは首を振り、そしてこの状態では珍しく、かすかに赤く頰ほおを染め、いった。

「それなら問題ありません。コウにーさんは現在『発情』していますから」

「「「…………は？」」」

　何をいわれたかわからず、イハナはぽけっとアトリを見る。

　恕じよ宇うも似たような表情。

　綾だけは、真ま面じ目めな顔をしてアトリの言葉を待っている。

「『発情』です。つまり、コウにーさんは現在交合可能かつそれを非常に求めている状態にあるのです。《Ｉｔ》が魂集めを完了したためであり、それゆえ『イブ』とセ……そうした行為に及ぶまでその状態が収まることはありません。もちろん、『マニュアル』を見せていないためそのことをコウにーさんは知りませんし、気づこうとしていません。どうやら敵てきの攻こう撃げきだと思い込み、なんとかこらえているようですが」

　あっけに取られる三人にかまわず続くアトリの話。

「ですが、耐え切れなくなる日はそう遠くありません。《Ｉｔ》は生み出される日を待ちコウにーさんをせかしています。力を送り込んでいます。その要求は、圧力は、日に日に強くなっていく──

　もったとしても一週間。

　早ければ明日あしたにでも、コウにーさんはその『発情』を抑おさえることができなくなり、セ……選択を行うことでしょう」

「……」絶句。

「……」自失。

「……」挙動不審。

　……一週間？　早ければ明日？
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　仰ぎよう天てんしている三人の上に、あっはっは、とハエの魔ま王おうの笑い声が響く。

《つまり、そういうことですな。だからこそ、それを見物するため私はわざわざ実体化してきたのです。というわけでイハナさん、しばらく厄やつ介かいになりますよ？　いやぁ楽しみですなぁ！》

　イハナが行うより先に、恕じよ宇うが座ざ布ぶ団とんを投げつけた。







　　　　◆







　会合を解散したときにはすでに日付が変わっていて、イハナは軽く湯ゆ浴あみをしたのち寝所に向かった。

　とはいえ、その記き憶おくはほとんどない。

　気がつくと浴衣ゆかたに着替えベッドの上でみんに髪かみを梳くしけずられていて、しかしイハナの頭を占めるのは先ほどまでの会合のこと。ベルゼバブという悪あく魔まの話、綾あやの質問、そして──

（……コウが発情している？）

『ザ・ワン』を滅ぼしてから今日までの二週間弱、イハナはコウと一度しか会っていない。

　一度だけコウが舞まい原ばる家を訪れ、実験に使うといって《廃ロ棄ス品ト》である《ゴールデンライトアーム》を持って帰った日があった。それだけ。何しろ舞原家も大変で、だから会えていないこともあまり気にしていなかったが──

　まさか発情に耐えるため、ずっと閉じこもっていたとは。

　アトリによると、《ゴールデンライトアーム》もその処理に使っているらしい。いま彼の部屋は金の置物でいっぱいだとか。本来使える回数の限られている《廃棄品》だが、《Ｉｔ》からの力にあふれているコウはエネルギーを補給して回数制限を気にせず使うことができる。つまり、《知恵の実》を使用しエネルギーの補給を行うことで《Ｉｔ》の力を（無意識に）減らそうとしているらしいのだ。さらにいうなら、現在の舞原家の異常もコウが《グレイテストオリオン》にエネルギーを異常供給しているせいである。にもかかわらず、それほどにエネルギーを分け与えても《Ｉｔ》のパワーの奔ほん流りゆうは収まらないというのだから、『ザ・ワン』から得たエネルギーのすさまじさがうかがえる。そして、それほど大量のエネルギーによって発情させられているのだ、確かに、いかな非ひ凡ぼんの精神力を持つコウであれ、いつまでも耐えられるとは思えない。

　遅くとも一週間、早ければ明日あしたにでも、コウはだれかと──

　胸が痛むのを覚え、イハナは布団の上で胸を押さえる。

　そしてはじめて、だれかが髪に触ふれていることに気づく。

　やさしく背中を撫なでられ、イハナは思わず後ろにいた少女に寄りかかった。

　なんでもいい、だれかの身体からだを感じたかった。

　支えて欲しかった。

　やさしく抱だきとめてくれているみんの体温を感じつつ、イハナは思い返す。アトリとベルゼバブが用意された部屋に消えたあと、綾あやと恕じよ宇うと話したことを。

「……先せん輩ぱいは、どうするつもりですか？」

　帰り支じ度たくをはじめた綾に、恕宇がたずねた。

「どうって、何が？」

「そんなの──！」

「……そうね。家に帰ってぐっすり寝て、明日あしたにそなえるかな？　何しろがんばってコウくんに選んでもらわないといけないから。……早起きして朝シャンとかして、うん、やっぱり男の子ってそういうにおい好きそうだし」

「じゃ、じゃあ先輩は、やはり……」

　抗議するような、哀あい願がんしているような恕宇の顔に、何をいまさらとイハナは思う。

　そんなのわかっていたことだ。綾がためらうはずもない。

「当たり前でしょ？　小鳥遊たかなし。勘かん違ちがいしないで。あたしは決して、コウくんがしようとしていることを応援していたわけじゃない。あたしがここにいるのは、コウくんを助けたいから。コウくんに死んでほしくないから。それだけ。あたしの意見は最初からずっと変わっていない。

　冬ふゆ月つき……さんを、生き返らせるのは、間違っている。

　死者は生き返っちゃいけない。生者は生きている限り生き続けるべきだと思うけど、死者は戻ってきちゃいけない。それがどんなに大事な人でも、愛している人でも、……好きだったとしても。死者は生き返っちゃいけない。じゃないと前に進めないから。

　たとえコウの願いでも、それをとめられるのなら、あたしはためらったりはしない」

「……で、でも、だからって、そんな理由で！　私たちは、まだ高校生ですよ？　それなのに、……そんな理由で、抱だかれるなんて、……間違っている！」

「……大人おとなだったらいいわけ？　それにね、これも間違えないで。あたしはいやいやするわけじゃない。意に沿わないことをするわけじゃない。……あたしは、コウが、好きなんだから」

　告白だってしてるしね、とイハナにちらりと視線を送り、綾は続けた。

「そう、あたしはコウが好き。……確かにまだ高校生だし、あまり褒ほめられたことじゃないかもしれないけれど、……好きな人とそういうことをしたいと思う、それっておかしい？　間違ってる？」

「……それは、でも、……本当に好きなら！　だからこそ、こんな理由──やっぱりこんなの、間違っている！　歪ゆがんでる！」

「そうね。確かに歪んでる。でもこれが、あたしたちの世界──青春？　歪んでいてもかけがえのない、あたしたちのもの」

　恕宇は顔を蒼そう白はくにして、唇くちびるを嚙かみ、床ゆかを見つめている。

　それにかまわず綾は帰り支度を終え、プレハブのドアへと向かう。

「じゃあね。イハナ。……小鳥遊」

「待ってください！」

　出て行こうとする綾あやを、なおも恕じよ宇うは呼び止めた。

　振り向いた綾に、視線を合わせようとせず、言葉を続ける。

「……先せん輩ぱいは、あいつに、……『夕日を連れた男』に、何をいわれたんですか？」

「え？」

「お願いします、話してください。私とコウに関係のあることなんでしょう？　……あれからだ、先輩が、……おかしくなったのは」

「おかしく、って」

「何をいわれたのかわかりませんが、そのせいなのではないですか？　先輩は、……すいません、先輩は人が変わったようだ。さっきだって、まさか先輩が、あんなに……」

「なんか失礼なことをいわれているような」

「すいません。でも、いまの先輩は、……強すぎる。あまりに。隠かくしているんじゃないですか？　本当は、無理しているんじゃないですか？　あせって、急いで、全部自分で背負い込もうとして、だから平然と、そんな──

　お願いします！　何があったのか、何をいわれたのか、……せめてそれだけでも、教えてください！」

　うつむいてしまった恕宇に、綾が何かをつぶやくように、唇くちびるを動かした。

　声は出ていなかったので、恕宇は気づかなかっただろう。だが、読どく唇しん術じゆつを少しくたしなむイハナには、それが読み取れた。綾は声に出さずにこうつぶやいていた。……近いからこそ見えないものもあるんだね、と。それはどういう意味なのか──綾が突然こちらに視線を合わせ、イハナは思わず狼ろう狽ばいし、しかしそれを顔に出さずに見つめ返す。

　しばらく見つめあったのち、綾は恕宇に視線を戻して口を開いた。

「……そう考えると楽だよね。……でも、それは違うよ、小鳥遊たかなし。あいつにいわれたこととは全然関係ない。これはあたし自身の意思。あいつにいわれたことをどうにかできたって、それでもあたしの意思は変わらないし、変えられない。だから、小鳥遊。そのせいにしてごまかさないで。自分の気持ちから逃げないで」

「そんなの」

「小鳥遊はいったいどうしたいの？　冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせたい？　それともそれを止めたい？　コウくんはいってた、冬月日奈という人は決して生き返ることを望まないって。コウにわかるんだから、小鳥遊だってそれがわからないわけないよね。冬月さんとは一番付き合い長いんだから。……本当に好きだったんだろうから。……でも、コウはそれを承知で決心しているけど、あなたは？　彼女の意思を尊重したい？　それともそれを無視してでも、もう一度冬月日奈に会いたいの？　生き返らせたいの？」

「……わ、私は……」

「あたしのことを守りたい？　それとも奪いたい？　あたしの意思を尊重したい？　邪じや魔ましたい？　あなたはいったい何がしたくてここにいるの？　小鳥遊たかなし。本当は、あなただってわかっている。あなたは中ちゆう途と半はん端ぱ。どうするべきかはもちろん、自分がどうしたいかすらわかっていない。覚かく悟ごがない」

「……」

「そしてそれは、イハナもよね？　あなたはいったいどうしたいわけ？」

　いきなり話を振られて、イハナは小さく身体からだを震わせる。

　……わたし？　わたしは、そんなの決まっている。コウがそれを望むなら……

「前にいったよね。イハナ。冬ふゆ月つき日ひ奈なと戦いたいとか。でもいまは、あのときとは事情が違う。『とあるザ・ワンレポート』のおかげで、あのときは知らなかったことをあたしたちはもう知っている」

『とあるザ・ワンレポート』。かの『ザ・ワン』が舞まい原ばる家に招しよう待たいされることを条件に提出した、《知恵の実》に関するレポート。暗号で記されておりいまだ解読中だが、そこには見逃せないことが書かれていた。

《知恵の実》と悪あく魔まが目指す『王国キングダム』とは、この世界でもっとも読まれている本『聖書』の巻末の書、ヨハネの黙もく示し録ろくに記されている『獣けもの』の支配する世界のことではないかという推論。

　そして聖書に描かれた黙示世界の到来、それこそ悪魔の目的なのではないかという仮説。

　もちろんそれが正しいかどうかはわからない。だが、先ほどのベルゼバブの話を考えると、その可能性は高いように思われる。つまり、もしもその預言のとおりなら、コウは願いをかなえることで『黙示録の獣』と呼ばれる存在になり、四十二ヵ月しか続かない王国に君くん臨りんしたのち神の使いに滅ぼされることになる。それはあまりに荒こう唐とう無む稽けいなビジョンだが、もしもそれが真実なら──

「黙示録の預よ言げんに書かれたとおりになるのなら、コウが願いを叶かなえたとき、それはコウの破滅を意味することになる。そしてそのときは、彼に味方した者も等しく地じ獄ごくにおちる。……もちろん、ノストラダムスも当たらなかったし、そんな預言が当たるとはとても思えないけど、それでもあなたはコウの願いが叶うことを望むわけ？　そのせいで、コウと舞原家、いいえ日ひ炉ろ理り坂ざかそのものが滅びることになるかもしれないとしても？」

　綾の言葉に、後ろでみんがピクリと震え、イハナのすそを握った。

　確かに、綾のいうとおり。イハナは心の中で肯こう定ていする。

　──わたしにも、迷いがある。自分がどうしたいのか。

　コウの願いは叶えたい。冬月日奈にも会いたいし、そのときはコウの横でにやりと笑っていたい。だが、そのせいでコウ、さらには舞原家までもが滅びるかもしれない、などといわれては──もっともイハナは黙示録の預言というものにはいささか懐かい疑ぎ的だが──

　イハナはかろうじて──といってもそれを表おもてに出さない能面の顔で──自分の意思、というよりも優位にある綾あやの雰囲気への子供みたいな対抗心から、言葉を返した。

「……では、もしもわたしが思い直して、コウの願いを叶かなえるつもりがない、といったなら、あなたはわたしにその役を譲ゆずってくれるのですか？」

　いってから、それはけっこうありかな、と思う。

　うつむいていた恕じよ宇うも「いい考え！」といわんばかりにこちらを見ている。

　が、綾は笑って答えた。

「ええそうね。それなら譲ってあげてもいいかな？　とはさすがにいえないか。いまいちあなたの本音はわからないし、いきなり心変わりするかもしれないし、やっぱり自分でやるのが確実だしね。……それに、本当に忘れないでほしいんだけど、あたしは・コウが・好きなの！　コウの気持ちもわからないのに譲ろうなんてするはずないでしょ。甘いよ。イハナ」

「……」

「……とにかく小鳥遊たかなしもイハナも、自分がどうしたいのか、何を一番にしたいのか、ちゃんと考えないとね。……動けないでしょ？　覚かく悟ごも決まらないでしょ？　……まぁ、確かに、こんなに早くコウくんの魂たましい集めが完了するとは思ってなかったし、だから心の準備ができてなくてもしかたがないんだろうけど、──でもごめんね？　あたし、二人の意思が決まるのを待ってるつもりはぜんぜんないから」

　じゃあ、また明日あした、学校で。そういって悠ゆう々ゆうと出て行く綾を、恕宇もイハナも、止める術すべは持たなかった。

　しばらくふさぎこんでいたのが噓うそのような、まさしく人の変わったような、綾の雰囲気。

　自信たっぷりな言動と、それを裏打ちする思考。イハナも恕宇も動けなかったのを尻しり目めに、悪あく魔まの魔ま王おう相手に引かない度胸、洞どう察さつ力──いったいいつの間にそれほどの能力を？　ひょっとして『真ま嶋じまの森』の効能なのか？

「……イハナさま？　だいじょうぶですか？」

「……え、ええ。だいじょうぶです。ありがとうみん。ご苦労さまでした」

　みんに呼びかけられて、イハナは思し索さくの旅から戻り、ベッドの上の自分に返る。

　寄りかかっていた身体からだを離し、平静に答えてみんに退去をうながす。

　みんはうなずき、しかし、場を辞そうとはしなかった。

　……なんです？　みん、と見つめると、みんはこの少女にしては珍しい感情を乗せない声を出し、問う。

「……イハナさまは、どうなされるおつもりですか？」

「そうですね。とりあえず明日の朝一番にアトリのところにいって、ベルゼバブと会おうと思います。何か勘かん違ちがいがあるかもしれませんから。どうするか、考えるのはそれからです」

　予想された質問に、用意しておいた答えを返したイハナに、なおも続けるみん。

「……ベルゼバブさまは、私も含めた上で、私以外の全員とおっしゃられました。であるならば間違いなく、イハナさまにも『イブ』の資格があるでしょう」

「ええ。そうかもしれません。それでも、何か勘かん違ちがいがないか確かめておくのは悪いことではありません。そうでしょう？」

　沈黙を答えに変えて見つめてくるみんに、イハナはついに視線をそらす。

　みんの声には感情がないが、その顔は青ざめていて、心労を隠かくせていない。

　友だち──みんはどうだか知らないがイハナはそう思っている、こっそり、心の中だけでだが──のそうした顔に真剣に見つめられていてはごまかすこともできなくて、イハナは独ひとり言のように、その言葉を口にした。

「……わたしに、勝ち目はありますか？」

「アトリさまの身体からだにすら、コウさまは反応されたそうです。ならばイハナさまでもだいじょうぶでしょう」

　打てば響くようなみんの答えに、でもってなんだでもって、別に、自分の身体にメリハリが足りないことをいっていたわけではないのに、とイハナはちょっとブルーになる。もっとも、イハナ自身もそれは考えていたから完全に的まと外はずれだというわけでもない。コウの好みは、間違いなくグラマーにある。冬ふゆ月つき日ひ奈なもグラマーだったし、何よりもコウには子供っぽい女性が『妹』に見えるという悪あく癖へきがある。そのためか年上以外の女性を異性と見なしていないところがあって、だから年上であり胸も大きい真ま嶋じま綾あやはある意味コウの好みにぴったりなのだ。むしろピッタリ過ぎるというか、もともとの綾はショートカットでその姿は冬月日奈にそっくりであり、それが逆にコウには受け入れられないだろう（なぜなら冬月日奈に似すぎているから）と安心していたのだが、髪かみの毛を伸ばし冬月のイメージを払ふつ拭しよくしたいまではもはや油断できない。ていうか逆に勝てると思えない。似すぎているのは問題だが、時々思い出させる程度ならむしろいいんじゃないだろうか。──自分に嫌けん悪おを覚えつつ、イハナは、綾が処しよ女じよではない、というのはマイナスにならないだろうか考えてみる。男というのはやっぱり、処女のほうをありがたがるものではないか？　その点ぐらいだ自分が有利と思える点は──でも逆に、処女でないほうがコウも手が出しやすいかもしれない。というか、そういうものを売りにしようと思う時点でいろいろなものが終わっている。イハナはがっくり布ふ団とんに手をつく。

　──正直、綾に勝てる気がしない。

　もはや思考がそれ以上進まず、なかば逃とう避ひ気味に、イハナはあの場にいたほかの二人について考える。小鳥遊たかなしはどうだ？　ベルゼバブの言葉が正しければ『イブ』の資格がある、つまりコウにそれなりの好意を持っているということになるが、正直イハナにはそれが信じられない。恕宇が女性好きだということは間違いない。この目で見てきて知っている。精神的ではなく肉体的な意味でも恕宇は女性を好む。……だから小鳥遊のほうはだいじょうぶ。

　──本当にそうだろうか。

　イハナは知っている。かつて、《知恵の実》《ピンホールショット》がかかわった事件のとき、恕じよ宇うは犯人を殺そうとした。殺人に手を染めようとした。結局殺さずすんだが──というより死ぬよりひどい目に遭あったようだが──恕宇は間違いなく犯人を殺そうとした。それも、コウに罪を犯させないために。

　コウが好きで、というわけではない。

　冬ふゆ月つき日ひ奈ながそれを望まない、という理由、ただそれだけで、恕宇は復ふく讐しゆうを行おうとしていたコウの代わりに犯人を殺し、その罪をかぶろうとした。もちろん、そこには単純にそれだけではない複雑な思おも惑わく（たとえば、かつて見けん鬼きとして育てられていた恕宇には殺人への禁きん忌きが一般人より少ない、それゆえコウが『それ』を背負うよりましだろう、といったようなもの──もっとも結局そのあとコウはほとんど殺人者と等しい『悪あく魔まのミカタ』になるのだが──）があったのだろうが、とにかくそれが小鳥遊たかなし恕宇という、一見クールに見えて実はマグマのごとき感情を持つ少女の本質。

　そういう小鳥遊恕宇だから、真ま嶋じま綾あやにそういうことをさせたくない、ただそれだけでコウを誘ゆう惑わくすることはありえないとは言い切れない。そして、恕宇もまた、一度やると決めたなら氷もかくやの冷静さと岩鉄のごとき決意でもってことに当たれる人間だ。たとえ嫌きらいな男だろうと友だちづきあいしていた相手だろうと、いったん覚かく悟ごさえすれば平然と誘惑するだろう。殺人を犯しかけるほどだ、自分の身体からだを差し出すぐらい平気でやるかもしれない。そして、もしも恕宇が本気になったら、自分が勝てるはずがない。綾でも無理、姉だって難しいかもしれない。何しろ恕宇はその気になったら日ひ炉ろ理り坂ざか一の美少女であり、しかも恋愛経験豊富、たくさんの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜け最高六またを達成しているという逸いつ材ざいだから（もっとも相手は同性に限るのだが）。素質も素材も経験すらも兼ね備そなえた、まさに仰ぎよう天てんの傑けつ物ぶつである恕宇が参戦してきたら、まったく勝てる気がしない。

　ならば、とイハナは考える。──アトリだったらどうでしょう。

　外見的な意味でなら、アトリにだったら、勝てる。自分のほうが女らしい。もっともこちらは高校生で向こうは中学生だけど、そんなことは問題ではない。この場合大事なのは年ねん齢れいではなく『実弾』だ。みんもいったが、アトリの身体からだに興奮するなら自分のものでもさせられるだろう。……しかし、とも思う、ならばアトリになら必ず勝てるのかといわれれば、答えはＮＯだ。綾もいっていたように、実はアトリが一番強きよう敵てきな気がする。《知恵の実》うんぬんを抜かしても、やはり、なんだかんだいって人間でないというのは大きいのではなかろうか。もちろん、コウがアトリを人間扱いしていない、というわけではなく、むしろ本物の妹のことを考えると信じられないくらいにアトリにやさしく接している。しかし、どこまでいってもアトリはアトリ、悪魔がよこしたパートナーであり、『悪魔のミカタ』であり、コウが一番『迷めい惑わくをかけてもいい』相手なのだから。だれかに迷惑をかけることを考えたとき、コウはおそらく綾よりも恕宇よりもイハナよりも先にアトリを選ぶだろう。二人は運命共同体なのだから。コウが発情という自分の身体の異常について、最終的にアトリに頼るということは、考えられないことではない。むしろ高い確率でコウはそうするように思う。だいたい、とイハナは思う。こんなの、……アトリは本気で、普通ではない『発情状態』での選択がコウの現在好きな相手を知るための判断基準になると思っているのだろうか。それはむしろ、コウの意思よりタイミング、そして誘ゆう惑わく者の手て練れん手て管くだによるもののところが大きいのではないか？　これだから人生経験のない子供（の悪あく魔ま）の考えることは──

　とにかく、誘惑者の力によるものが大きいのであれば、自分では勝てない。

　誘惑するための、武器になるものがない。

　もちろん、気持ちの上では綾あやにも恕じよ宇うにもアトリにも、冬ふゆ月つき日ひ奈なにだって負けているつもりはないが、気持ちでどうにかなるのならとっくの昔になっている。

　──権力者としてはともかくも、女としての自分にはまるで魅み力りよくがない──

「……サクラさまを、呼び戻しますか？」

　突然の言葉に、イハナは目を見開いてみんを見る。

　他ほかでもないみんの口から出た台詞せりふに、信じられない思いで首を振る。

「バカなことをいわないでください。……べ、別に、サクラがコウとそういうことをするのは反対しませんが、いえ、喜んで後押ししたいと思いますが、ですがサクラも間違いなく、『イブ』の資格を持っています。サクラに《知恵の実》を生ませるわけにはいきません。……それぐらいあなたもわかっているはずです。みん」

　できれば、コウのはじめては姉のサクラであってほしかった。

　自分の半身である姉なら、素直に祝福できる。と思う。

　けど、この状況ではそうもいかない。そうだ、だからしかたがない。

　とはいえサクラは鋭いからなぁどうしよう──とまたまた迷まよいはじめたイハナに、みんはそうですね、と軽くうなずき話を続ける。

「では、ジィ・ニーならどうです？　彼女も間違いなく『イブ』の資格はあるでしょうし、《知恵の実》にもかかわっています。何よりもコウさまのことを好きですし。イハナ様が命令すれば大喜びでコウさまにアタックするでしょう。彼女の押せ押せ攻撃なら、発情しているコウさまなんて一発で落とせるのでは？」

　イハナはすぐに首を振る。

「それは、確かにそうでしょう。……でもですね、……ジィ・ニーは純真ですから、こういう歪ゆがんだことにはちょっと、……それに、そうです。わたしはまだ、生み出されるであろう《知恵の実》のことをどうするか決めていません。コウの願いを叶かなえるのか、それとも差し止めるのか、まずはそれを決めなくては」

「……それでは遅いと思いますけど」

「そうです。みん、あなたのいうとおりです。だからこの作戦は《知恵の実》の扱いについて検討しつつ同時進行しなければなりません。ですからやはり、ジィ・ニーには問題があります。あの子は間違いなくコウの願いを叶かなえたがるでしょうから、それとは逆の結論を出したときに変更が利きません」

　我ながら正しい意見だ、と話しながらうなずくイハナに、

「そうですね！　だったらやっぱり、選択肢しは最初からひとつじゃないですか！」

　みんはパンと手を叩たたき、かすかな笑みを浮かべて告げた。

「つまり結局は、イハナさまがやるしかないということです。ですからイハナさま、勝ち目がない、なんて最初から思うのはやめてください。だいたい勝ち目がないわけではぜんぜんありませんから」

「そ、それは、しかし」

「コウさまが発情しているというのであれば、結局は興奮させたもの勝ちです。大事なのは邪じや魔まされないところで二人きりになることだけ。二人きりになれさえすれば、アトリさまでさえ興奮させられたのですから、イハナさまにできないはずがありません」

　ちなみにアトリは、コウにーさんの名誉のためにここだけの話にしてください、といった。が、ここで話をしてしまえばそれでもうじゅうぶんコウには致命的だということには気づかなかったらしい。

　ですが、とイハナは応援してくれているみんに、なぜか反撃を試みる。

「結局、アトリの裸はだかはコウを興奮させただけ、だったようですし、……それ以上の行為にはつながらなかったわけですから──」

「……まぁ、確かにそうですね。アトリさまぐらいの裸では、興奮させられるだけでコウさまは動かせないのかもしれません」

　みんは笑ってうなずく。──冷笑で。

　主人を嘲あざける歪ゆがんだ笑いがその瞳ひとみにうかがえて、イハナはたじろぐ。

　あのみんが、自分にこんな目を向けるとは？

　続けるみん。

「……たしかにイハナさまのおっしゃるとおりです。……では、それほどまでに自信がないとおっしゃるのなら、わかりました。経験豊富とは申せませんが、このみんが喜んで力をお貸ししましょう。コウさまを誘ゆう惑わくするときにはいつでもお呼びください。微力ながら、お二ふた方かたにご奉ほう仕しさせていただきます。それで問題解決！　なんならジィにも手を借りますか？　それならもう、完かん璧ぺきです」

「……………………ええ？」

　どういう意味だろう、言葉がよく吞のみこめず、イハナはしばらく考える。

　首を振り、咀そ嚼しやくし、反はん芻すうし、よく吟ぎん味みしてようやくその意味することに思い当たり、内心に乱れまくったものを隠かくして無表情、圧力をまといつつ真意を知るため口を開く。

「……何をいっているのですか。あなたは」

「わかりにくかったですか？　率直にいいますと、俗にいうところの３Ｐあるいは４Ｐ」

　言を変えることもなく、それどころかさらに続けようとするみんに、イハナはたまらず声を張り上げた。

「いいかげんにしなさい！　みん！」

「いいかげんにするのはあなたです！」

「──ええ？」

（……み、みんが、怒鳴った？　それもわたしに？）

　主人に向かって声を張り上げるというイハナが赤面する以上に珍しい事態に、イハナは怒鳴りつけられたことも忘れてぽかんとする。が、それに対してみんはさらに激げき昂こうしてきた様子でイハナをにらみつけ、嘲あざけるような笑いとともに言葉を吐はき出す。

「……いいかげんにするのはあなたのほうです。イハナさま。勝ち目がない、などとほざいておきながら、そのくせ手段を選ぶのですか？　では聞きますが、それがそんなに悪いことですか？　──は！　笑わせないでください。それならばうかがいますが、なぜコウとサクラさまをくっつけようとしているのです？　なぜジィがコウを気に入ったとわかったとたんに、ジィをコウの護衛にしたのです？」

「そ、れは、わたしは……」

「すらりと言葉を出せないのならそれは弱みを認めた証しよう拠こです。ことは簡単、あなたは自分に自信がない。だからサクラさまに期待した。だからジィに期待した。コウを繫つなぎとめてくれるように。さすが舞まい原ばるの岩いわ姫ひめさまは日陰になるのがお得意ですね。そんなのこのみんにいわせれば、３Ｐをねだっているのと同じです。自分の身体からだに自信がないから他人に身体を差し出させ、あわよくばそのおこぼれをもらおうという。……ありますねぇ、そういう母親の話。男の心をつなぎとめるため自分の娘むすめを差し出すような──」

「……わたしが、そうだと、いうの、ですか？」

「違うというのですか？　……あなたならいうのかもしれませんね。ついさっき、わたしにいいかげんにしろなんて怒鳴りつけたくらいですから。だからわたしは悪くない、汚よごれていないと。そうやって逃げるのですか？　また？」

　突如起こったヒステリーを（理路整然としゃべってはいるが、普段のみんを考えたならこの状態はヒステリーとしか思えない）聞きとめつつ、イハナは冷静にみんの状態をうかがう。怒りに沸ふつ騰とうしたのは一いつ瞬しゆん、良くも悪くも帝王学に身を浸し幼いころから英才教育を受けてきたイハナはたちまち平静を取り戻し、分析を開始する。なぜ自分は本気で怒りかけたのか、そしてみんはなぜここまで興奮しているのか。イハナの何がみんをここまで怒らせたのか？

　なぜわたしは取り乱し、本気の怒りを覚えたのか？

（──簡単だ、わたしの『図ず星ぼし』を突かれたからだ）

（知られたくない、暴かれたくない心を）

　なぜサクラとコウをくっつけようとしているのか。

　それはもちろん、サクラがコウを気に入ったから。

　そして、舞まい原ばる家の婿むことしても遜そん色しよくないと思ったからだ。

　が、もちろんそれだけではない──自分のためもある。イハナはコウを好きなのだから。ずっと、ずっと好きだったのだから。だからこそ、双ふた子ごの姉と自分を同一視してしまうところのあるイハナは積極的に、サクラにコウを近づけた。コウと一緒にいて幸せそうにしているサクラと自分を重ねることで満足できたから。まるで自分がそうしているように思えたから。姉に自分を投影し、姉のしあわせを自分のしあわせと思う、そう感じる自分の心にうそはない。だが──

　結婚の許されない岩いわ姫ひめたる自分。

　ならせめて、姉の結婚相手にすることで、いつまでも──そう考えはしなかったか？

　──自分の魅み力りよくでは無理でも、人をひきつけるカリスマを持つサクラならきっとコウをつなぎとめてくれる、そう思わなかったといえるか？　自分の代わりにサクラを差し出すことでコウとのつながりを維持し続けよう、そんなことを少しも考えなかったと誓ちかえるか？

　ジィ・ニーのほうはもはや言い逃れもできない。

　ジィ・ニーがコウを気に入ったと聞いて、イハナはすぐに彼女をコウの護衛にした。なぜならジィは、グラマーで、しかもコウより年上で、コウが気に入る確率が高かったから。そのときはまだコウとサクラは微び妙みような感じで、だからこそ、イハナはジィを『用意』した。サクラの場合はイハナの命令、という前提がある。命令は反抗を招く。だからうまくいかないかもしれない。しかしジィに対してはそんな命令はしていない。もしもコウがジィを好きになったら、二人が相思相愛になったら、それは自然恋愛であり、それゆえ命令された恋より強い絆きずなとなるかもしれない。しかもジィはイハナに忠実。絶対的に忠実。そう、もしも差し出せといわれればどれほど大事なものであろうと尻尾を振って差し出すほどの──

（……ああ、そうか。だからみんは、怒ったのか……）

　大切な姉や友だちを駒こまとして使う。他人にどう思われようともかまわない。たとえうそでもかまわない。それが永遠に続くなら、世界も自分も欺あざむき続けて振り返らない。あのときの自分には確かにそういう覚かく悟ごがあった。罪も非難も受け入れてなお進むという決意。世界に打ち勝ち、すべてを手に入れてやるという心。そのくせに、

（いまのわたしは負けることばかり考えて、何をしてでも、という意思がない──）

　結局変わっていないのだ、と自じ嘲ちようする。

　冬ふゆ月つき日ひ奈なにコウが好きだと告白されて、自分の気持ちをいえなかったあの日の自分。関係が終わってしまうことを恐れて、そのときイハナとコウの間には冬月日奈という糸しかなくて、だからイハナはそれを切るようなことができなかった。それでいいと思っていた。冬月日奈を介かいしてでも、コウを見ていられるのなら。その近くにいられるのなら、と。

　なんて浅ましい自分。

　──なんという負け犬思考。

　それを打ち砕くだきたいがために、冬ふゆ月つき日ひ奈なの復活を願ったのではなかったか？　もう逃げないと決めたからこそ、サクラやジィ・ニーを利用してでも手に入れる、と覚かく悟ごしたのではなかったか？　すべてうそでもかまわない、たとえコウの気持ちを無視しても──それなのに、もっとも重大な局面において、またも自分は逃げている。いまの関係を変えたくないと、何かが決定してしまうことを恐れて。戦うことを、負けることを恐れて、逃げる理由を考えている。

　これまでしてきた自分の覚悟そのものを、裏切っている。

　まさに負け犬。みんが怒るのも当然。

　それにしても──

「──聞いているのですか？　それとも聞きたくない言葉は無視ですか？　イハナさま！」

　イハナはそっと、なるべく無感情に（笑おうと思ったのだが普段笑わない自分が笑えば逆に勘かん繰ぐられて怖がられるかもしれないと思い無表情を選択）、いった。

「……ずいぶんと、余よ裕ゆうがないみたいですね。……みん」

　みんの言葉が、とまる。

　まじまじと、イハナを見る。

　ふと、我に返ったように、怒りに紅潮していた顔がどんどん白くなっていく。

　──どうやら、いつもの自分を取り戻したらしい。

　ごめんなさい、といいたいのを意識してこらえイハナはやさしくみんを見る。友だちだと思ってはいても主人と使用人、謝っていい場面とよくない局面がある。それを区別できなければこういう関係はやってられない。

　蒼そう白はくになっていくみんに、イハナは胸に痛みを覚える。

　この二週間弱、みんとは打ち合わせばかりできちんと話をできていなかった。有能であるみんに頼りすぎていた。──わかっていたのに。今回の舞まい原ばる再編で一番ダメージを受けていたのは、自分ではなくみんだということは。

　自分たちだけで舞原家を振興させようと、この三年、一いつ所しよ懸けん命めいがんばっていたみん。

　一番力を尽くしていた、みん。

『ザ・ワン』招しよう致ちもその一環だった。しかしそれは見事失敗、振興どころか外国の干かん渉しようを招き舞原家を崩ほう壊かい近くまで追い込んだ。もちろん、みんはそういう場合についても対策を練り、多数のカードを用意していた。しかしそれは使用できなかった。ただ子供であるというだけで、諸外国はイハナたちが交渉のテーブルに着くことすら認めなかった。そのような状況ではどれだけ策さくを用意していても、切り札があったとしても使えるわけがない。もっとも、交渉というものは相手を同じテーブルにつけるところからはじまるといわれてしまえばそれだけだ。結局、力が足りなかったというだけのこと。どれほど策を練っていようが、がんばっていようが、みんの力は現実には及ばなかった。ただそれだけのこと。

　そして、みんが何もできなかった事態は、現当主をはじめとする大人おとなたちの復活によりあっさり回避されつつある。

　結局、三年間がんばっていたことは無む駄だだった。

　日ひ炉ろ理り坂ざかを自分たちだけの手で支配し続けることはできず、イハナたちから『代行』の字を外すことはできず、子供だけでは何もできないことを証明しただけだった。

　そのことでみんの心が深刻なダメージを受けていたことは、わかっていたはずなのに──

　それでも自分のダメージを外には出さず、おくびにも見せず、何とか立て直そうとしていたみん。

（……怒られて当然ですね。こんな事態であるというのに、旗振りであるべきわたしが最初から、負けることばかり考えていては）

　──たとえどれほど有能であろうと、みんもただの子供であるのに。

「……す、すいま……せん……イハナ、さま。……わ、わたしは……」

　顔色を真まっ青さおにしてふるふると震えはじめたみんを抱だきしめたくなるのをこらえ、イハナは首を振り、穏おだやかに笑ってみせる。笑顔に慣れていない自分をふがいないと思いつつ。

「……いいえ。確かにあなたのいうとおりです。みん。おかげで、いろいろなことを思い出せました。……もう少しだけ、やさしく諭さとしてくれればと思いましたが……」

「──も！　申し訳ありません！」

　ベッドの上で平伏したみんに、イハナは微笑ほほえみ、手を伸ばし、起こして頭を撫なでてやる。

　やさしく、そっと。いつの間にか本物の笑みを浮かべて。

　みんは目をつぶり、イハナが頭を撫でるのをしばらく受け入れていたが、やがて大きく息を吐はき、ゆっくりさがった。

　まだ幾分青ざめてはいるが、ショック状態は収まっている。

　イハナを見つめ、照れたように笑っていう。

「……本当に、申し訳ありませんでした。メイドの分ぶん際ざいで出すぎた真ま似ねを。……確かに、最近余よ裕ゆうがなかったようです。……まったく、このみんちゃんともあろう者が、不ふ覚かくでした」

　イハナも柔やわらかく笑い返す。

「そうね。……今回のことはお互いに、いろいろと、……メッキが剝はがれてしまったようね」

「そうですね。メッキ……本当に。とってもきらびやかなメッキだったのですけれど」

　みんは深呼吸をし、笑顔を保ったまま、独り言のように話し出す。

「……イハナさま。みんは、ずっと、自分は世界を動かせる、と信じていました。自分たちの力だけで舞まい原ばる家を運用できると。日炉理坂を支配して、そこから世界も動かせる、と。子供である私たちにかってな運命を押し付けてきた世界に、子供である私たちが負けていないところを見せ付けてやれると。日炉理坂なら、何があっても負けはしない、と信じ込み、……情けない話です。井いの中の蛙かわずというやつですね」

「……ええ。結局のところ、日ひ炉ろ理り坂ざかは温室で、わたしたちはそこで背伸びをしている子供だった。温室の中に自分たちより大きいものがないことで、いい気になっていた子供」

　温室から飛び出して、井い戸どから大海に飛び出して、痛い目に遭あったというだけのこと。

　それを認めなければ、きっと何もはじまらない。

　温室の中の子供では、井戸の中の蛙では、結局何もできないのだということを。

　ならば考えることは、ひとつ。

（決めなければならない）

（決意しなければならない。ひとつの時代を終わらせることを）

（子供である、ということを──）

　しばらくして、ごほん、とみんがのどを鳴らす。

　あらためてイハナに向き直り、事務的な、どこか冷めた口調で問う。

「……結局、イハナさまは、どうなされるおつもりですか？」

　あっさり答えるイハナ。

「もちろん、勝ちにいくわ」

「……では、コウさまの願いに対しては？」

「それは、……そうね、そんなこと。コウを手に入れてから考えればいい」

　そうだ、難しいことを考えすぎて、そんなことすら忘れていた。

　難しく悩まなくてもいい。勝ち目があるないではない、《知恵の実》なんかどうでもいい。コウが好き、だからだれにも渡さない。そのためならなんだってする。それだけでいい。

「……それでいいわよね？　みん？」

「はい。『黙もく示し録ろくの獣けもの』などと、コウさまは正直危険な人物ですが、手放すにはあまりに惜おしいカードです。そもそもみんは神さまを信じていませんし、……イハナさまがそれを望むなら、喜んで協力させていただきます」

「ありがとう。その言葉、忘れないわ」

　ハイ、といってさがろうとするみんの腕うでを、イハナはすかさず、つかむ。

「待って、みん。もう仕事もないんでしょう？　久しぶりに一緒に寝ましょう」

「は？　いえ、お気持ちはうれしいのですが、明日あしたも早いですし……」

「たまにはいいでしょう？　……この際だから聞かせてください。みん、あなたが日頃わたしのことをどう思っているのか、すべて。……ええと、なんていいましたっけ？　岩いわ姫ひめさまは日陰がお得意？　……３Ｐをねだっているのと同じ？　なかなかユニークな表現です。他ほかにも何かありますか？　何、遠えん慮りよは要いらないわ。今日は存分に吐はき出して。さぁ」

「いえ、あの……ええと……」

　みんをベッドに引き倒し、ふと昔を懐なつかしみ──




　──そして翌朝、事件が起きる。







　　　　◆







　なにやら下腹部に鈍どん痛つうを覚え、イハナは目を覚ました。

　横を向くと、なんとみんが眠ねむっている。主人よりも早く起きることを当然としているあのみんが。はじめて見たみんの寝顔に驚き、イハナにしては珍しく、写真を撮ってやろうという稚ち気きに見舞われる。きっといいからかいのネタになるだろう、いんあたりが欲しがるかもしれないし、いつも勝手に主人の写真を撮る罰だ。携帯を探し、手に取り、時間を見る。六時半。眠りに入ったのはいったい何時頃だったか、たぶん三時間ほどしか眠れていないだろう。携帯で写真を撮る。パシャパシャと何枚か写し、出来栄えに満足しながらみんを見る。まだ起き出す気配はない。

　やはり疲れていたのだろう。

　ひょっとしたら最近は眠れていなかったのかもしれない。他人にはめったに弱みを見せないみんの頭をそっと撫なでてやり、そこでまた鈍痛を思い出す。痛み、というほどではないが、じんじんと、ずんずんと、どくどくと、なんだか妙みような感覚というか。ゆっくりお腹なかを撫なでてみる。そして見る。浴衣ゆかたにしみができているのを。

　赤茶色。

　最初から思い浮かべたのは血。血が乾いたらこんな色になる。怪け我がをした記き憶おくはないからこれはみんのもの？　しみに手をやり、その場所が自分の下腹部近くであることにかすかに疑問を感じて、はしたなくも浴衣のすそをまくってみる。下した帯おび──休日時和装のときにつけている下着──にも同じしみがある。間違いなく。白い布地に鮮あざやかに。

（これは──）

　──ありえない。

　イハナは下帯を見つめたまま固まる。あたかも石せつ化かしたように。静かな朝。カチカチと、別の部屋から時計の音が聞こえてくる。カチカチと、カチカチと。それを聞きながらイハナはカチンと動けない。

（──ありえない──）

「……イハナさま？　あっ、申し訳ありませ──」

　主人の異変が伝わったのか、みんが目を開け、次の瞬間バネ仕掛けのように飛び起きた。

　寝過ごしたことを詫わびつつ身体からだを起こし、そしてそのまま固まったのは、身体を起こしてすぐにイハナと同じものを目にしたからだろう。

「い、い、いいイハナさま？　お怪け我がを？　すみません失礼します！」

　抵抗する間まも有らばこそ、みんはすぐさまベッドを回り込み、イハナの浴衣ゆかたをまくって下した帯おびを解く。ほとんど恐慌状態で、強引に帯を引っ張りゆるめて押し上げて。おかげで前後左右に身体からだを揺られて緊張が解けて、ススキの穂のようにゆらゆらと揺さぶられつつ自分の下腹部があらわにされるのをながめてイハナは変に冷静に思う。ああ、これは大変だ。うん。大変だ。本当に、大変なことになってしまったなぁ。

　下帯が解かれて、みんが息を吞のむ。

　イハナも見る。自分の、我ながら子供のような女性器を。

　出血はまぎれもなく、イハナの性器からのものだった。

「もしかして、コウが夜に忍んできたのでしょうか。それともまさか、みん？　あなた？」

　際どい冗じよう談だんをいう余裕すらあるイハナだったが、耳を通りもしない様子でみんは顔を上げると、自分の主人をぎらりとにらんだ。

　真剣な目でイハナを見つめ、たずねる。

「……い、イハナさま。……薬は？」

「もちろん飲んでいました。一日たりともかかすことなく。それはあなたも知ってるでしょう？　だいたいいまさら飲み忘れていたとしても、何が変わるわけもない」

　そ、そうですよね、とうなずき、我に返ったように周囲を見渡すみん。

「……す、すぐにお拭ふきします」

「みん？　もしもし？」

「だ、だいじょうぶです。まさか、きっとどこかで怪我したのでしょう。寝ている間に引っかいたのかも。とにかく、そう、まだそう決まったわけではありません、そうです、だいじょうぶ、他ほかの可能性はいくらでもある。そんなまさか──」

　ウェットティッシュを引き寄せて、みんは血の汚よごれを拭ぬぐいはじめる。

　冷たい感かん触しよく。外気の自覚。子供扱い？　動転しているとはいえあまりといえばあまりの無礼にイハナはみんを叱しかりつけようとするが、思い直す。昨日きのうの今日だ、さすがにこれ以上みんにダメージを与えるのはやめておいたほうがいいだろう。動揺するのはわからないでもないし、こちらも精神的な疲労だろうか、身体を動かすのが面倒。どうせ世話されるのには慣れている。だからみんはそのままにして、思し索さくする。

　コノハナノサクヤヒメとイワナガヒメという伝承がある。

　他方は繁栄を象徴する『花』、他方は永遠を象徴する『岩』のヒメ。しかし時の大王が醜みにくいイワナガヒメを受け入れなかったため、人間は永遠を手に入れられず寿じゆ命みようができてしまったという。その神話にあやかって、舞原家に生まれた双ふた子ごはそれぞれ『花』と『岩』のヒメガミを担になう。科学的根こん拠きよは何もない、ただの行事的典礼。それでも舞原家は双子が生まれるたびに、それを繰り返してきた。それが舞まい原ばる家を『永遠』に『繁栄』させると信じて。

　花の姫は婿を取り、子供を生み、育て。

　岩の姫は、薬を飲んで自らの『生殖能力』を封じ、石女となる。

　それは舞原家の永ながの栄えい華がを約束する儀ぎ式しき。

　科学的根こん拠きよなどない、ただの願掛け。風水やら星のめぐりと同じレベルのおまじない。ただ、八百年の昔から連綿と続けられてきた歴史の重みを持ってはいるというだけのもの。

　──象徴。

「……なるほど、確かにわたしにも、『イブ』の資格があるようですね」

　みんはびくりと身体からだを震わせ、作業の手を止めイハナを見上げる。

「もしかして、あの悪あく魔まの仕し業わざでしょうか？」

「どうかしら。悪魔はルール違反をできないそうだから。こんなことをするのはルール違反ではないかしら」

「で、では、まさか、《グレイテストオリオン》が？」

「……少なくとも、わたしはこんなことを願った覚えはないわ」

　そしてイハナはこれが──何が起きているにせよ──《グレイテストオリオン》の仕業だとは思わない。みんだって本気でいってはいないだろう。舞原家の当主の復活を《グレイテストオリオン》の仕業だと考えている者は多いが、みんと、『ポリッシュアップルズ』の面々だけは知っている。イハナの両親の復活に《グレイテストオリオン》の能力はかかわっていないということを。アトリの持つ『マニュアル』は《グレイテストオリオン》が励れい起き状態であることを示しているだけで、使用された形けい跡せきはない。もともと不明の病気で臥ふせっていた二人は、同じく不明の理由で回復したのだ。たとえ《グレイテストオリオン》がかかわっているとしても、もともと二人の病気は心の病で《グレイテストオリオン》の波動によって臥せっていた二人の心が『やる気』を起こし、健常に戻った、というぐらいしか考えられない。

　そしてイハナは、精神力で自分の生せい殖しよく機能を封じていたわけではない。

《グレイテストオリオン》がいかにやる気を起こさせようが、十年以上をかけて体質改造されてきたイハナの身体を精神力で直せるはずがない。

　ならばこれは、何者の仕業なのか。いったいどういうことなのか。

　まるで舞原家のピンチを救うようにして、都合よく復活した両親。

『イブ』の話を聞いた翌朝の、いかにも、というこの現象。

「……なるほど、これが生理痛というものですか。いまのところは聞くほどつらくないようですが、これからつらくなるのでしょうか」

「まだそうと決まったわけではありません！」

　イハナの言葉を、みんは必死に否定する。

　それはそうだ。気持ちはわからないでもない。伝承が確かなら、『岩いわ姫ひめ』を失うことは『永遠』を失うという象徴。この時期に、まるで舞まい原ばる家の崩ほう壊かいを預言するかのようなこの出来事に（その効果を信じていたかどうかは別として）みんが平静でいられるはずがない。むしろみんの反応が当たり前、イハナは自分の精神状態を不思議に思う。こんな不可思議な現象の中で、どうしてわたしは動揺していないのだろう。むしろ高揚しているのだろう。心がまだ現実に追いついていないのか。それとも現実逃とう避ひをしているだけか。

　おかしくなる。心に笑う。

　舞原家の繁栄のために、自分はずっと薬を飲み続けてきた。石女うまずめとして、子供を産めなくするために。岩いわ姫ひめとして、舞原家の永遠を担になうために。最初のうちは副作用があり、だから自分の庭でしか遊べなかった。背中にいぼのようなものができて眠ねむれない夜もあった。双ふた子ごであるのに自分の胸が姉ほど大きくならないのはこの薬のせいではないかと思ったりもした（もっとも同じ薬を飲んでいた祖母は大きな胸をしていたが）。だが何よりも大きな副作用は、心が固まるということだった。舞原家のために、自分は岩姫となる。結婚せず、子供を産まず、岩として、永遠の象徴として君臨し続ける。そのことに疑問はない。姉にやらせるぐらいなら自分がイハナでよかったと思う。──それでも、その事実は心を凍こおらせた。自分は子供を産むことはない。自分は血を流すことはない。自分はだから普通ではない。人ではない、ただの岩、一代限りの生きた岩──

　それがこうもあっさりと、一晩で覆くつがえされるとは。

　おかしくなる。笑いたくなる。結局のところ、舞原家の力は世界に影響を及ぼすほどのものではなく、みんや自分たちの力は舞原家を掌しよう握あくできるほどではなく、そして十年以上続けてきたこれも簡単に覆される。その想いも気持ちも関係なく。人を平然ともてあそぶ。何者のしわざにせよ、これが現実。これが世界──

「イハナさま？　とりあえず、精密検査を──」

「そんなもの必要ありません。今日は学校にいかなければ。綾あやに出遅れるわけにはいきませんから」

「で、ですが、この状態は──」

「……何を焦あせっているの？　みん。ただ生理が、……わたしに初潮がきたというだけです。女性ならだれにでも訪れるものでしょう？　……そういえば耳にしたことがあります。こういうときは、お赤飯を炊たくのでしたっけ。お願いね、みん」

「イハナさま！　真ま面じ目めに考えてください！」

「ええ。真面目に考えているわ。みん。わたしは──」

　静かな決意とともに、その言葉は放たれた。




「──わたしは、大人おとなになろうと思います」




　みんは口を開き、閉じ、ただじっと、イハナを見つめる。

　もはやパニックの様相は欠片かけらもなくて。

　イハナはかすかな笑みでそれに応こたえ、穏おだやかにベッドから立ち上がり、言葉を続けた。

「そう、みん。わたしは大人おとなになろうと思います。他ほかの選択肢しはないのだとしても、その道しかないのだとしても、自分の意思で選びます。神も悪あく魔まも舞まい原ばる家も関係ない、ただわたし自身のために。わたし自身の想いのために。

　……だからみん、これからは、わたしに仕えてください。

　舞原家ではく、日ひ炉ろ理り坂ざかでもなく、このわたしのためのあなたとして」

　そっと、イハナは手を差し伸べる。

　疑うことなく。迷うことなく。

　やがて。

　みんは黙って一歩下がり、スカートの両りよう端たんをちょっと持ち上げ礼をして、踊おどりの相手に差し出すようにその手を取る。

　それは、儀ぎ式しき。

　子供の時代に終わりを告げて、大人になる決意をしたことの、象徴。

　何かの終わりは何かのはじまり。終わらせることこそ、はじめること。

　もちろん踊おどり出したりはせず、みんはそっとイハナの手を放すと、かすかに目を赤くして、はにかんだ笑みを浮かべていった。
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「大人おとなになる、ですか？　……いやですようイハナさま！　そんな宣言なさるなんて。やっぱり相手はコウさまですか？」

「……当然です。他ほかの相手なんて考えられません。というかみん、わたしはその手のギャグは嫌きらいです」

「それでも乗ってくださるイハナさまこそ主君の中の主君。奉ほう仕しのしがいがありますわ！　……そう、日ひ炉ろ理り坂ざかよりも、……舞まい原ばる家よりも。やっぱり生きた人間でなければ。

　……これからもよろしくお願いします。イハナさま」

「──ええ。こちらこそ」

　笑いあい、そこでイハナは改めて自分の恰かつ好こうに気づき、急いでベッドに座り込む。

　浴衣ゆかたの前を整えつつ、みんに問う。

「……さて、それではまずはこの、出血の対処法を教えてください。用具の知識はありますけれど、どうも……」

「はい！　おまかせください。サクラさまが重いですから対処の術はばっちりです！　……そういえば、サクラさまもこの時期ですね。……やはり双ふた子ごだからでしょうか？　喜ぶでしょうね、仲間が増えて」

「むしろいじめられるかもしれません。サクラに比べて、わたしのはどうも軽いようですから。別に眩暈めまいも頭痛もしませんし──」

　ようやく戻ったみんの調子にほっとして、イハナは自分のテンションもまた上がっているのを感じる。力が全身に満ちている気分。いまにも踊おどり出したい感覚。もしもこれが『生理』であるなら、コウを誘うにはかなり不利なはず、へこんでもいいはずなのだが──胸を高まらせながら、イハナは思う。……そうだ、わたしは負けない。子供ではダメだというのなら、ならば大人になってやる。自らの意思で、決意で。綾あやにも小鳥遊たかなしにも、アトリにも、冬ふゆ月つきにだって負けない。コウはだれにも渡さない──そのためなら、そしてコウを守るためなら、世界とだって戦ってやる。……こんなの、気分だけかもしれないけれど、いまだけのことかもしれないけれど、《グレイテストオリオン》の影響なのかもしれないけれど、でも思う、いまのわたしはだれからも逃げない。たとえ悪あく魔まが相手でも──







　　　　◆







　──ごとん、という大きな音に、クラスの全員が振り返る。

　が、イハナはそれに気づかない。コウとのことを思い出し、腕うでを組んだことを思い出し、転がりまわりたくなる心を抑おさえ切れずについに、床ゆかに置いていた岩を持ち上げ重石おもし代わりにひざに乗せる。そして抱だく。心地のよい重さに思わずほふうと息を吐はき、ついにはホームルーム中だということも忘れて目をつぶる。日ごろは無口無表情、舞まい原ばるの巫み女こ姫ひめさまの常にはないその振る舞いにクラスは水を打ったように静まって、ついでに何人かの男が恋に落ちたがイハナはそれにも気づかない。考えるのは今け朝さの決意とコウの姿。いまになって思い返せばやっぱり自分も《グレイテストオリオン》の影響を受けていたのかもしれない。それでテンションが上がっていたのかもしれない。だがそれならそれでかまわない。利用できるものはなんだって利用するのがイハナ流。そんなのは瑣さ末まつなことで、とにかくいまは、コウが自分に反応してくれた、その事実がただうれしくてたまらない。発情していたせいだとしても。腕うでを組むと見せかけて自分の小さな、でも確かにあるささやかな胸を押し当てたときのコウの表情。こんなことでしあわせになれる自分も大たい概がいだなと思いつつ、イハナは岩をひざに抱いて追想にふける。昨日きのうの夜はどん底の気分を味わったのに、人間というのは本当に現金なものだとうなずいて。

　──沈黙が続き。

　やがて、昨さく夜やじゅうぶん眠ねむれなかった少女の寝息が聞こえはじめた。

　それはかつてなきことで、優等生の『はじめて』に教員含めクラス全員が取り乱し、しかし眠りを妨さまたげることを恐れて音は出さない。起こさない。ただ静寂に、呼吸の音がゆっくり広がり消える。波は紋もんのように溶とけていく。そのあまりにしあわせそうな寝顔にイハナのイメージが一変し、ファンが増え、だれも姫ひめ君ぎみを起こすことなど考えられず、今け朝さほど天下に不退転を掲げた少女は自然に目を覚ますまで、しあわせに顔をほころばせつつ眠り続けたのだった。
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When morning broke









　　　　◆







　風が風が吹いている。ひゅうひゅうと。高い場所ほど風が強い。風が風が吹き抜けてわざと立てたえりが揺れ頰ほおをくすぐるその感かん触しよくに、葉は切ぎり洋よう平へいの口もとがゆがむ。

　校舎の屋上、給水塔とうの屋根の上。

　十月半ば、朝夕は冷え込んでいるが日中はまだ暑い中、こうして学校で一番高いところに寝転がっていると、身を太陽にさらしていると、何も悩む必要などないように思えてくる。

　風に乗って聞こえてくる、始業式の喧けん騒そう。校長かだれかの長話。

　始業式をサボって、自分は何をしているんだか──

（──たとえるなら、ダルマさんが転んだ、か？）

　ふと、それについて考えてしまい、洋平はさらに皮肉がかった笑みを浮かべる。ちくしょう、どうもうまくいかない。自分の頭のことなのにどうしてこうもいうことを聞いてくれないものなのか。考えまい考えまいとすればするほど考えてしまう。《グレイテストオリオン》の力の触しよく手しゆは、意識していると感じ取れない。他ほかのことを考えているときにふと視線を感じることで、あるいは気がつくとその方向を見ていたとき、はじめてその存在に気づける。が、それを意識してしまうとたちまちのうちに消え失うせる。まるで『ダルマさんが転んだ』という遊びのように、こちらが見ていない、考えていないときだけ《グレイテストオリオン》の力は感じ取れるのだ。だから洋平は、こうして始業式をさぼって給水塔の金属の屋根に寝転がり頭を空っぽにしようとしている。《グレイテストオリオン》の存在を感じるために。なぜこちらを見ているのか、何を求めているのか、何かを囁ささやいているような気がするのだがそれを聞き取れないものか、知りたくて。

　……知ったからって意味はないかもしれないが。

　とはいえ、考えなければならない。いったい何が起きているのか、そして何ができるのか。

　自分は何をしたいのか。

《グレイテストオリオン》をつかまえようと、洋平は一いつ所しよ懸けん命めい頭を空っぽにしようとする。何かを考えない、というのは不可能なので、できるだけ《グレイテストオリオン》に関係なさそうなことを考える。なんで太陽はこんなまぶしいのだろう。まぶたの裏うらに残る赤や緑の残像。手のひらをうえに向ければ赤く透とおって、何か不思議な感覚を得る。……この左手が勝手に話し出したのは、いったいいつだっただろうか。いつ取り憑つかれたのだろう。たぶん、夏休みの中ちゆう盤ばん、偶ぐう然ぜん真ま嶋じま綾あや先せん輩ぱいに会ったときだろう。その日以外考えられない。なぜなら《レフトアーム＝スピーキング》は、自分に移ってくる前は真ま嶋じま先せん輩ぱいの左手にいたそうだから。それも《グレイテストオリオン》と一緒に──ってまた考えてしまった──もういいやなんかどうでもいい──

（──所有者の願うとおりに肉体を変える《グレイテストオリオン》の能力で、先輩は、日ひ奈なさんになろうとしたという）

　小鳥遊たかなし恕じよ宇うがいっていた。最近の先輩はおかしいと。何か聞いていないかと。そういうことを聞くということはおれと先輩が親しいとでも思っているのか。あいつもおれが先輩のことを好きだと思っているのだろうか、洋平はうんざりとした気分になる。なにを誤解しているのか知らないが、綾とは先輩後こう輩はい以上の関係ではないし、とりわけよく知っているわけでもない。……それはもちろん、先輩のことは嫌きらいではない。というか、現在知っている女性の中では──もっともたいして知ってはいないが──上位、というか一位で好きだ。それは認めよう。だがそれは、尊敬とか、そういう気持ちが多分に強い。恋ではない、と断言できる。──少なくとも、いまはまだ。ただ、なぜ自分にそこまではっきりいえるのか、それはわからない。自分でわかる、としかいいようがない。

（……たぶん、何かが終わっていないから）

（それが何かはわからない。でも、それがきちんと片付くまでは──）

　──この想いは、恋ではない。

　何かが胸をうずかせて、洋平はごろりと身体からだを横向ける。日光を避さけるようにして、校庭側の広い青空をながめつつ、思い出す。先輩のこと。朝、うれしそうに堂どう島じまコウにくっついていた姿。腕うでを組み、舞まい原ばる妹と取り合いをしているようだった。コウさんもまんざらではなさそうで──

（──コウさんは、いったいだれを好きなんだろう。舞原姉？　妹？　それとも先輩？）

（……冬ふゆ月つき日ひ奈なじゃなければもうだれでもいいとか？）

　もちろん、女性相手に気安い、それが現在の堂島コウのキャラだから、それを演じていただけなのかもしれない。でも朝のコウは、どこかそういう感じがしなかった。だからだろうか、いつも以上に胸がざわめいたのは。もちろん、久しぶりに見た、というのもあるのだろうが。

　……やっぱり、まだ冬月日奈のことが好きなのだろうか。

（だったら、先輩が冬月日奈になろうとしたとき、コウさんはそれを止めようとしたのか？　それとも進めようとしたのか？）

　いまでもぞっとしてしまう。あのとき自分は、もしかしたら先輩が消えるのに手を貸してしまっていたかもしれない。あのときはそういうことも考えず、ただただ夢中だった。他ほかのことは考えられなかった。頭のなかにあったのは、真剣な顔をしていた綾あやの頼みごとを遂すい行こうすること、そして、素人しろうとであるコウがボクシング部員、それも悪あく魔まの力を得ていたボクサーを倒してみせたこと。たぶん心のどこかでは、自分だってボクシングでならコウさんにも負けない、と考えていたのだろう。いまではとても、そんなこと信じきれないが。

　洋よう平へいとコウの付き合いは古い。

　どうして仲がよくなったのかは覚えていない。洋平の、コウに対する一番古い記き憶おくはどこかの森の中。そこで遊んでいた気がする。そして、もっとも印象に残っている子供の記憶は小学校のころ。状況はよく覚えていないが、コウがだれかとけんかをした。『宇宙人にさらわれた妹』のことで。確か、コウさんがだれかに「死ね」といわれたんだった、あるいは「次はおまえの番だ」だったかもしれない。妹が行方ゆくえ不明になった事件のせいで、当時、コウは夜を、そして闇やみを異常に怖がっていた。いつまた宇宙人が現れるかもしれないと。次は自分の番かもしれないと。同じく事件の影響で、警察と医者も嫌きらっていた。警察は信じてくれないから。それどころかこちらをバカにし、怒ってくるから。医者はどこか宇宙人の人体実験を連想させるから。実際、コウはおそらくいまも警察と医者は嫌っている。夜はそれなりに平気になったようだが。

　いまなら、当時のコウの気持ちもわかる。

　何しろ、いきなり左手に唇くちびるが生まれて話し出すのだから。常識に頼れなくなり世の中が怖くなってもしかたがない。

　とにかく、だれかに次はおまえの番だ、みたいなことをいわれて、コウはまぶたを赤く腫はらしていた。

　腫れぼったい目で洋平を見て、いった。

「おれは絶対に死なない。つかまってなんかやるもんか。アトリは本当に、宇宙人にさらわれたんだ。それを信じてくれる人を見つけるまで、そういう人がいないならおれが大きくなるまで、大人になってアトリを取り返すまで、おれは絶対に死なない。絶対に、宇宙人なんかにつかまってなんかやるものか」

　だからおまえも手伝ってくれ、必ず勝ってみせるから、そう洋平に言い切ったコウはとてもかっこよかった。同じ子供とは思えない大人おとなびた目、表情に洋平は惹ひかれた。ヒーローにあこがれるような心で、この人のようになりたいと思った。それからずっと、洋平はコウに対して敬語を使っている。けじめとして。もっとも、コウはこのへんのことを覚えていないらしいが。その日から、コウは自分を信じない世間に対して逆ぎやく襲しゆうをはじめた。一度敵てきと定めたものに、コウは容よう赦しやしなかった。コウ対日ひ炉ろ理り坂ざかの子供で戦争が巻き起こり、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいをひっくり返し、コウは見事に勝利を収めてみせた。

　いまとはまったく違うコウ。

　いまのコウのキャラクタが偽にせ物ものだとは思わない。が、同じように、あのころのコウもまた本物のコウで、その子供らしくない非ひ凡ぼんさはいまもぜんぜん変わっていない。

　そういうコウだから、素人しろうとのくせにボクサーに勝っても不思議ではない。

　だから。

（あの人なら、その手段を見つけたなら、冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせようとするだろう。常識とか、周囲の思おも惑わく、……もしかしたら、日奈さんの気持ちさえも気にせずに）

　いったいあのとき、コウは綾あやを犠ぎ牲せいにしようとしたのか、それとも助けようとしたのか。

　そのどちらもありえて、そのどちらでもおかしくない。あらゆる『可能性』を肯こう定ていさせてしまうような雰囲気、それこそがコウの強みなのだろうと洋よう平へいは思う。だからこそ、コウのはったりは、強い。はったりだろうと思っても、その可能性をあっさり無視することができない。そのはったりに吞のまれ惑まどわされているうちに、コウのペースにはまってしまう。

　コウが、怖い。

　向き合えない。

　今け朝さ、コウから逃げて隠かくれた自分の姿を思い出し、洋平は笑う。自分を。

　楽しそうだった、真ま嶋じま先せん輩ぱい。

　小鳥遊たかなしは、先輩が最近ふさぎこんでいるといっていたが、とてもそうは見えなかった。

　物言わぬ左手を伸ばし、ながめて、洋平は思い出す。おそらく《レフトアーム＝スピーキング》が憑ついた日、夏休みの只ただ中なかで、綾と会った日のことを。

　そこは、日ひ炉ろ理り坂ざかは舞まい原ばる家と反対側にある山奥深く、日炉理坂でも三人しか知らないはずの場所、洋平の秘密基地だった。

　そこで綾は、泣いていた。







　　　　◆







　藪やぶの中の開けた一角、そこは、小学校からの秘密基地だった。

　知っているのは、洋平、コウ、そして中学校時から、冬月日奈。中学を卒業するまでは、コウと洋平はよくここを訪れていた。ほんのときどき、日奈も来た。が、高校に上がってからは二人が来ることはなくなり、洋平だけの基地になった。ロードワークの途と中ちゆうに寄ったり、何か考えごとをしたり、あるいはぼけっとしたいとき、ひとりならそこは最適の場所。だからその日、東京でのボクシング合宿から帰った翌日だったのだが、洋平はそこを訪れた。合宿で身体からだを動かしてもやはり消えないモヤモヤについて考えよう、あるいは考えるふりでもしてみよう、と。

　かって知ったる秘密基地、しかもここ一年自分しかたずねていない気安さでがさがさと藪に分け入っていき、だれか先客がいることに気づいてやばいと思ったときにはもう姿を現したあと。それでも逃げれば逃げられたのだが、彼女の姿を見た瞬しゆん間かん洋平は固まってしまい動けなくなった。そこにいたのが冬月日奈に見えたから。ついで、すぐにそれは勘かん違ちがい、いたのは真嶋綾あや先せん輩ぱいだということに気づいて金かな縛しばりは解けたのだが、そのときにはもう彼女が泣いているのを見てしまっていた。

　最初に感じたのは戸と惑まどい、なぜ綾がここにいるのか。そしてなぜ泣いているのか。

　次に感じたのは怒り。まず、自分の私的空間を侵されたことに対するもの。ついで、コウが勝手に秘密を明かしたことに。きっと、先輩はコウに聞いたのだろう、この場所のことを。自分が話していないのだからそれ以外はありえない。ここは、コウと洋よう平へいとそして冬ふゆ月つき日ひ奈なだけの秘密基地だったのに。ということは先輩とコウさんは、秘密を教えあうぐらい親密になっていたのだろうか。それにしたってコウさんはもうここを放ほう棄きしているようなものなのに、いくら相手が真嶋先輩とはいえ了解も得ずに勝手にここを教えるなんて。日奈さんのときですら、きちんとおれに了解を求めたのに。

　どうして泣いていたのだろう。

　何かあったのだろうか。

（いまにして思えば、小鳥遊たかなしのいっていた『夕日を連れた男』とやらに関係していたのかもしれない）

　洋平の姿に綾はしばらくきょとんとしていたが、あわてて顔を背そむけ、涙なみだを拭ふき取った。

　いまだ立ち尽くしたままの洋平に、笑ってたずねた。

「あ、お、おはよう、葉は切ぎりくん。久しぶりだね。東京から帰ってきてたんだ。……ど、どうしてここに？」

「おれよくここに来るんス。もうずっと昔からここで遊んでいるんで」

「そ、……そうなんだ。……座ったら？」

　ここが最後のチャンスだ、と洋平は思う。

　いえ、用があるんで、といって出て行けばいい。

　用事なんてないことはバレバレだろうがかまうものか。

　洋平は頭を搔かき、まだ目の赤い綾を見て決心、大きく息を吸い。

　座る。

　いったいどうしたのですか。

　なんで泣いていたのですか。

　たずねるための言葉を、思いつく端はしから却きやつ下かして、考える。あの事件のあとも、とくに綾とコウの仲がおかしくなった、という話は聞かない（それどころか、告白した、という噂うわさを聞いた）。だったら、悩みごとならコウさんを頼ればいいのに、なんでこんなところにいるのだろう。秘密基地のことを聞いて、ひとりになりたかったのか。ここに来るのはいまはもうおれだけだし、おれが東京から帰ってきていることを知らなかったようだから、きっとひとりになって考えたかったのだろう。ということは、それを邪じや魔ましてしまったわけか。だったら、何をたずねることがある？　話したいなら向こうが話してくるだろう。座れというなら座ればいい。自分なんかにできるのはそれぐらいのことだけ。

「なんでここにいるのか、どうしてここを知っているのか聞かないの？」

「……おれには、どうでもいいことスから」

　いってしまって後悔する。バカかおれは。もう少しましな言い方なかったのか？　だが綾あやは気分を害したそぶりもなく、むしろ笑っている。学年が違い、さらにみークルの一員であるとはいえボクシング部に比重を置いている洋よう平へいは綾とは日常においてそれほど接点はないのだが、非日常な事件をいくつか一緒に過ごしたせいか、それなりにこちらの性格を把は握あくしてくれているらしい。

　とはいえ沈黙は居心地が悪い。

　これが相手が菜な々な那ななら、そうでもないのだが（もっとも菜々那は沈黙をあまり生み出さない、はっきりいってうるさいが）。

　座り込み、手持ち無ぶ沙さ汰たに洋平はポケットから携帯を出してみる。だれからか電話でもかかってこないものか。そうすれば自然にここを出られるのだが──

「あのさ、ちょっといいかな？　時間いい？」

「……別に。暇ひましてたんで」

　聞きたいことがあるんだけど、と綾はうつむいて、洋平は思わず身構える。聞きたいこと？　このおれに？　先輩の知り合いの中ではもっとも知識がなく口下べ手たなおれに？

　綾は大きく深呼吸して、いった。

「葉は切ぎりくんは、冬ふゆ月つきさんのことよく知っているんだよね？」

「いえ。別に。コウさんと同じくらいス」

「うん。それでさ、冬月さんのことについて聞きたいんだけど、……もしも、もしもよ？　冬月さんが生き返ることができるとしたら──」

　洋平は胸の動どう悸きが早くなるのを覚える。

　綾やコウは知らないだろうが、コウが冬月日ひ奈なを生き返らせようとしている、そのことをこのときすでに洋平は知っている。《グレイテストオリオン》とか他ほかの《知恵の実》のことも。詳くわしいことまでは知らないが、いくつかのことについては菜々那に教えてもらっていたし、そのことについてそれなりに考えてもいた。だから綾の質問にも、待たせることなく答えることができた。

「……冬月さんは、生き返りたいと思うかな？」

「いいえ。あの人なら思わないと思います。あの人、プライドが高かったから。とくに──」

　他人を犠ぎ牲せいにするような生き返り方は絶対に望まないでしょう、そんな言葉が飛び出そうとするのをなんとかこらえる。

　綾は、不思議そうに洋平を見ていたが、やがて微笑ほほえんだ。

「よく知っているんだ。冬月さんのこと」

「別に。あの人はコウさんと一緒にいたから、自然、見ていただけです」

　ふうん、と笑う綾あや。

「……じゃあさ、もっと聞いてもいいかな？　……いやなら、……辛つらいこと思い出させちゃうなら別にいいんだけど」

「なんですか？」

「冬ふゆ月つきさんのこと、教えてくれる？　なんでもいい、きみが知っていること全部。好きなものとか、好きな場所とか、くせとか……」

　胸に疼とう痛つうが走る。

　──不意打ちの、痛み。

　忘れようと思っても、無視しようと思っても、ふとしたとき記き憶おくとともによみがえってくる痛み。考えてみれば仲間──日ひ奈なはどうかは知らないが洋よう平へいはそう思っていた、そう、秘密基地を分け合うほどの──に死なれたのは十六年の人生の中ではじめてで、だからいまだにその感情と付き合うことに慣れていない。男のくせに、泣きそうになる──そういう自分がみっともなくて、洋平は、そんなのコウさんに聞けばいい、といいかける。

　が、寸前で止める。

　現在の綾とコウの関係はよくわからないが、普通よりは親密な感じに思う。少なくとも、真ま嶋じま綾は堂どう島じまコウが好きだろう。だからこそ、聞けないのかもしれない。自分と似ている死んだ恋人のことなど。同様に、仲良くしているらしい小鳥遊たかなしにも聞けないのかも。それならやはり、自分が最適なのだろう。自分でも、話す痛みが一番少なそうなのはどう考えても自分だろうと思うから。表に出しこそしないが、あの二人も自分以上に痛みを感じているのだろうから。

　だから洋平は、胸を圧迫してくる気持ちを押し殺し、顔を逸そらして話しはじめる。

「──いっておきますけど、そんなに話せることはないですよ？　だいたいおれ、日奈さんには嫌きらわれていましたから」

「そうなの？　ほんとに？　勘かん違ちがいじゃなくて？」

「はい。……たぶん、最初の出会いが悪かったんでしょうね。日奈さん、眉まゆ毛げが太いで……太かったんですよ。それでおれ、はじめて会ったときびっくりしちゃって、それで怒らせたみたいです」

「……それぐらいのことで？」

「いや、女の子ってそういうことにすごく怒るもんじゃないスか？　一応謝ったんスけど、ずっと許してもらえませんでした。……たとえば、おれ、一度もまともに呼ばれたことないんスよ。日奈さんに。いつもパキリとか、パシリとか、すごいときには下げ僕ぼくとか。まともに葉は切ぎり、って呼ばれたのはたぶん最初の一回だけですね。とにかくそんな感じで、たまに二人きりになったりしたときはもう一緒にいづらくて、いづらくて」

「……うわ、もしかして冬月さんて、けっこう怖い人？　そんな」

「いや！　そんなことないスよ。確かにおれには怖かったですけど、全体的にはフェアでやさしい人でした。ちょっと悪戯いたずら好きで人を試すようなところがありましたけど、本当にすごい人で、知り合えたことを誇りに思える人で、まさしくあのコウさんにぴったりな──」

　そこまでいって口を閉じる。日ひ奈なのフォローをしようとして大事なことを忘れていたのに気がついて。冬ふゆ月つき日奈はコウの『死んだ』恋人で、いまここにいるのはもしかしたら……な女性なのだ。いまの話で傷つけてしまったかもしれない。洋よう平へいは頭を悩ませる。もちろん、綾あやがコウに似合っていないとは思わない。でもだからって、詳くわしい事情もわからないのにそれをいうのもどうだろう？　ああこれだから、自分は無口で通したほうがいいんだ。だいたい、傷つけたかどうかもわからないのにこういうことを考えること自体が失礼なのかもしれなくて──

「……あたしのことだったら、変に気にしないでもいいよ？　葉は切ぎりくん」

　こちらの心を読んだみたいな綾の台詞せりふに泣きたくなる。

「……いや、本当だってば。もう割り切れているからさ。いまさらそんなでヘコむほど弱くはないよ？　いまのあたしは。だから教えて？　葉切くんの知っている冬月日奈さんのこと」

　そういう綾の表情にうそはなさそうで、洋平は自分を恥じる。そうだ、変な同情はこの先せん輩ぱいに失礼だ。だから洋平は、圧迫してくる心の痛みを押し隠かくし、自分の記き憶おくを紐ひも解ときはじめる。それは、確かに苦痛ではあったが、涙なみだが出そうになったりしたが、しかしどこか心地よかった。だから涙を流す代わりに、洋平は言葉を流す。自分の知る、冬月日奈という少女について。特徴的なのは太い眉まゆ、その下の、決意を輝かせる大きな瞳ひとみ。ショートカットが似合っていた。褒ほめられるのに慣れていなくて、照れると表情を隠かくす。困ったような照れているような不思議な笑顔。けっこう意固地。プライドが高く負けず嫌ぎらい。コーヒーが苦手。チョコは好き。白あんは好きだが小倉あんは苦手、こしあんならまぁまぁ平気。好きな場所は高いところで、立てたえりがほおをくすぐる感かん触しよくが好き。風が好き。高いところで風を浴あびつつ本を読むのがしあわせで、本は推理物が好き。推理するのが大好きで、考えごとをするときなぜか耳たぶを触さわる。探たん偵ていにあこがれていて、好きな言葉は『人生の探偵』──

　そうか、と綾はうなずいた。

「……やっぱり、冬月さんの言葉だったんだ」

「え？」

「ううん。なんでもない。気にしないで。……それで、どういう意味なの？　その『人生の探偵』って」

「はい。なんでも、日常のちょっとした謎なぞを見つけて解ける人間になりたい、みたいなことらしいです。あの人は本当に、そういうことを見つけ出すのが得意でした」

　ちょっとしたことでも、見つけ出せればしあわせになれる。しあわせになるためのタネは、どこにだっていくらでも、転がっている──それが、洋平の知っている少女、冬月日奈のスタンス。

　そのあとも、洋よう平へいは請こわれるままに冬ふゆ月つき日ひ奈なについて話した。猫ねこが好き。自由に独立した雰囲気が。犬は苦手、主人が死んでも待っているなんて悲しいから。もしもなれるなら一度は鳥になってみたい。翼つばさというものを持ってみたい。自由に空を飛んでみたい──だから、鳥の子であるヒナという名前はお気に入り（もっとも、だから鳥が好きなのか鳥が好きだから気に入っているのかは自分でもよくわからない）。でもやっぱり、生まれ変わっても自分がいい──

　昼が過ぎ、藪やぶの中とはいえ夏の暑さが押し寄せてきて汗が止まらなくなり、ようやく──綾あやのために──洋平は話を切り上げた。

　別れる間際、綾はいった。

「今日はありがとうね。葉は切ぎりくん」

「いえ。どうせ暇ひまでしたから」

　実際、それほど悪い時間の過ごし方ではなかった。洋平にしては珍しく、ひとりで延々話し続けただけだったが、思い出の痛みを上回る妙みような達成感、満足感があった。ストレス解消できたというか。

　──ずっと、だれかに話したかったのかもしれない。

　自分の知っている、でももう死んでしまった少女のことを。

　だれかに伝えておきたかったのかもしれない。

　なぜかさっぱりした気分になっている洋平に、綾は微笑ほほえんで礼をいった。

「ううん。本当にありがとう。あたし、ずっと知りたかったんだ、冬月さんのこと。

　……それに、今日はもうひとつ、知りたかったことがわかったから。話を聞けて本当によかった」

「……知りたかったこと？」

　綾は躊躇ためらいの様子を見せ、困ったように笑ったあと、うなずいた。

「うん。こんなことをいうのは失礼かもしれないけど、……ちょっと安心しちゃった。

　──きみはあたしに恋していない。それがわかったから」

「……え？」

「少なくとも、いまはまだ、ね。それがわかって、よかった」

　微笑している綾に、洋平は複雑な気持ちになる。

　もちろん、綾に恋しているわけではない。

　そのことは断言できるから、いまさらいわれたからってショックではない。

　とはいえ綾のことは嫌きらいではなく、むしろ好きなほうであるから、なんとなく、複雑。

　いったい、どうしてそういうふうに思ったのだろう──

　じゃあね、と藪の向こうに消えていく綾に手を振って、自分はもうしばらく基地に残ることにして、両腕うでを枕まくらに寝転がる。いま先せん輩ぱいがいったのはいったいどういう意味だろう、と頭をひねる。考えてもわからずに、いつの間にか一ひと眠ねむりして、帰宅して──

「……ふむ。今日からオマエが宿やど主ぬしか。よろしく頼むぞ？　相あい棒ぼう」

　自分の部屋に入ったとたんにいきなり左手の上に唇くちびるが生まれ、話し出し、会話して、そして洋平はこれまで気づかなかったこと、気づきたくなかったこと、そして知りたくなかったことを教えられることになる。

《レフトアーム＝スピーキング》との邂かい逅こうだった。







　　　　◆







「おいヨウヘイ。起きろ、お客だ。オマエのことを呼んでいるぞ」

　どうやらまどろんでいたらしい。

　当然ながら、寝ている間は《グレイテストオリオン》の力など感じ取れない──何も考えないでいるつもりが眠ねむってしまった自分の本ほん末まつ転てん倒とうぶりに口もとを斜めにしつつ、首筋から聞こえてきた囁ささやくような小さな声に応こたえて（基本的に、《レフトアーム＝スピーキング》は学校ではしゃべらない──どこに舞まい原ばるのカメラがあるかわからないから──にもかかわらず話しかけてきたということは、けっこう何度も呼びかけられていたのだろう）、洋平は枕にしていた腕うでを伸ばし、身体からだを起こし、屋根の上からお客の姿を確認した。

　中間服を着た一年生の女子、木きの下した水すい彩さいが、梯はし子ごに手をかけこちらを見上げ、か細い声で「先せん輩ぱい、葉は切ぎり先輩！」と呼んでいる。

　ため息をついて、洋よう平へいは給水塔とうから下へと降りた。

「……なんか用か？　木下」

「……遅いですよ。先輩。何をしていたんですか。だいたいここは生徒が昇っちゃダメなんですよ？　ていうか、あたし昼休みになってからすぐここに来たんですけど、先輩、お昼ご飯は？　……まさか眠ってたんですか？　太陽の下で、始業式をさぼって？」

　なお、言葉の半分以上はぶつぶつという小さな声だった。むしろ聞かせるつもりのないような。一応聞き取れはしたが。

　どうやら昼休みらしい。まどろみどころか本格的に眠っていたのか。

　独ひとり言とも判別つかない矢や継つぎ早の質問に口を開くのも億おつ劫くうで、洋平は肩かたをすくめて応こたえる。

「……で？　おれに用があるのか？　ないのか？」

「……用は、あります。今日の放課後、ミステリ同好会と会合がありますので、みークルの一員として出席して欲しいんですけど」

「……………………わかった」

　同好会のやつら、まだ部室のこと諦あきらめていないのか──正直そんなもの出たくなかったが、そういうわけにもいかないだろう。洋よう平へいはうなずき、歩き出す。とくに意味もないのだがなんとはなしに校庭をのぞいてみようと思い、屋上のへりに向かって。

　用事は終わったと判断したのだが、なぜか水すい彩さいが追いかけてくる。

「……来てくれるんですか？　先せん輩ぱい」

「ああ。行くよ。なんだよ、いまさら疑ってんのか？　夏休み中だってちゃんと出てきてやったろ？　うそはつかねぇよ」

「それは、……そうですけれど」

　沈黙。

　迷っている様子でこちらをうかがっている水彩に、洋平はへぇ、と思う。

　何か話しづらいことでもあるらしい──そういえば近くに菜な々な那ながいない──菜々那の背中に隠かくれずにひとりでそれを話せるのか？　大して親しくもない先輩、それも異性に話しかけるのはある種の女性にとって結構勇気がいるものだということを洋平は知っている。この木下水彩こそそういうのが苦手なタイプだろうと思っていたが、いや、苦手なタイプなのは間違いないだろうが、それでも話しにきたらしい。けっこう勇気が要いっただろうに、洋平はちょっと水彩を見直し、自分から水を向けてやる。

「いいたいことがあるならいえ。あとでいいならあとにしろ。メシ食いたいから」

　思ったほどやさしい言い方にはならなかったが。

　水彩は顔を上げ、このタイプの少女にしては信じられないことになんと洋平をにらみつけ、いった。

「先輩は、菜々那ちゃんのこと、どう思っているんですか？」

「どうとも。強しいていうなら嫌きらいだ」

「だったら、なんで来てくれるんですか！」

「みークルに愛着があって、おまえらだけでは不安だから」

　もともとの中核だった前三年生たちが大量に卒業離脱してしまったために、現在みークルで活動しているのは朝あさ比ひ奈な菜々那と水彩だけ。残っている部員は、もともと三み束つか元もと生なり前部長を中心としたコウたち以外は登録だけの幽ゆう霊れい部員であり、そして現在はコウたちも出席していないのだからしかたがない。──少なくとも夏休みの間、コウの一派は顔すら出さなかった。そういう状況だから、ボクシングのほうに身の入らなくなったこともあり、洋平はなるべくみークルの活動には参加することにしている。

「……それだけですか？」

　水彩の問いに頭を振って、それでも振り払えない視線にため息をつき、うなずく。

「……それに、菜々那には恩があるからな。だからさぼったりはしない。信用しろ」

　実際、洋平は菜々那にたくさんの恩がある。コウたちが話そうとしない《グレイテストオリオン》をはじめとする《知恵の実》のことについても教えてもらったし、《レフトアーム＝スピーキング》に取り憑つかれ不安定だった自分を手伝い支えてくれた。それ以外にもいろいろ。だから、なるべく彼女にはかかわりたくはないのだが助けを求められる限りは応こたえようと思っている。

　……できれば本当に、あまり付き合いたくはないのだが──

　水すい彩さいがこちらをにらんでいることに気づき、洋よう平へいはきちんと向き合う。

「まだ何か、あんのか？　あるなら早くいえ。時間がもったいない」

　だったら、と水彩は、しぼり出したような声を発した。

「……お願いします。先せん輩ぱい。もっと、菜な々な那なちゃんにやさしくしてあげてください」

「は？」

「先輩の、菜々那ちゃんへの態度はひどすぎます。いつも邪じや魔まっけにしているし、口を開けばうざいとか、バカとかブスとか、ひどすぎます！　いくら菜々那ちゃんが強い子だからって、そんなことをいわれて傷つかないって思うんですか！」

「……」

　洋平は感心する。確かに自分は見誤っていた。ろくに話したこともない（しかもかなり無ぶ愛あい想そうで乱暴な）男の先輩にこんなことがいえるなら、この水彩という少女はかなりの度胸を持っている。

　勇気を振りしぼっているのだろうか、叫びにも近い声を出す水彩。

「男子同士なら、そうやって呼びかけあってふざけたりするのかもしれませんが、菜々那ちゃんは女の子なんですよ！　それに、葉は切ぎり先輩のはなんか、そういうのとも違うし」

　確かに、自分のは違うだろう。この少女はよく見ている。

「菜々那ちゃんだって、傷つくんです。ときどき、一いつ瞬しゆんとかだけど、傷ついた顔をするんです。だから、本当に恩とかがあるんなら、お願いします。そういうのはやめてください！」

「なんで？」

「なんで、って、どういう意味ですか？　傷つくからやめてほしいっていっているんです！　本当に、傷つくんです。あの菜々那ちゃんが、……だから、もっとやさしくしてあげて、欲しいんです。だって、もしかして、もしかしたらですけど、もしかしたら、なぜかはわからないですけど、正直理解できないですけど、もしかしたら、菜々那ちゃんは、きっと、たぶん、先輩のことを──」

「本人のいないところで、勝手なことをいうな」

　洋平のちょっと強い口調に、水彩はびくっと震えて口を閉じる。

　そして洋平は、考える。菜々那は自分のことをどう思っているのか。

　たぶん、嫌われてはいないだろう、いまはまだ。

　でも恋されてもいないと思う。いまはまだ。

　きっと単純に、世話がかかる男と世話好きな女というだけのこと。いまはまだ。

　だからまだ、間に合う。

　先せん輩ぱいは、といいかける水すい彩さいを制し、洋よう平へいは、いった。

「やさしくしてやって、どうなる？」

「どうなる、って……」

「おれはみークルを立て直そうとするおまえらを手伝う、それは決めた。たぶん役に立てると思うし、必要だと思うから。だからこれからも顔を合わせることは多くなる」

「……じゃあ、だったら、だからこそもっと」

「だからって、やさしくしてやって、どうなる？　おれはバカだ。人の気持ちなんてわからない。だから難しいことはできないし、器用なこともできない」

「いったい何をいっているんですか？　言い訳？」

「そういうこともできないくせに、やさしくしてやって、どうなる？　どうすればいい？

　もしもあいつの気持ちが『そう』いうふうになったとしても、おれはあいつの気持ちに、絶対に応こたえてやれないんだぞ？　だったら最初から嫌きらわれているほうがいい」

　目を見開いている水彩から視線を逸そらし、そうだ、と洋平は思う。

　傲ごう慢まんな考え方かもしれないけれど、もしもあいつがおれを好きになったとしても、おれが応えることはできない──少なくともいまの自分は。

　だったら、はじめから好きになられないほうがいい。

　離れることはできないのに、応えてもらえない──そういうのは、辛つらいから。きっとどちらも。だから、最初から拒絶すればいい。最初からそういう感情がなければきっとうまくいく。ただの友だちとしてなら。一度完全に嫌われて、可能性を無くしてしまえば──

　そう、ですか、と水彩が、つぶやいた。

「……葉は切ぎり先輩は、……やっぱり、真ま嶋じま先輩が好きなんですね」

　水彩の言葉に洋平は首を振り、不ふ機き嫌げんそうな声を出す。

「だからなんでそうなるんだよ。いい加減にしろ。あの人は尊敬できる先輩、それだけだ」

　洋平の様子に怖気おじけづいたかわずかにさがったが、それでも水彩は視線を合わせて叫ぶように、いった。

「先輩こそ、だったらそこをはっきりしてください！　そこをはっきりさせないから、女の子は迷うんです！」

「はっきりいっているだろ！　おれは先輩のことはとくになんとも思っていない！」

「だったら！　だったらだれが好きなんですか！」

　思ってもいなかった返しに、洋平はぎょっとする。

　おれがだれかを、好き？

「な、な、なんでそう思うんだよ？　おまえ話が飛躍しすぎてないか？」

「先輩こそ、本当にバカなんですか？　いったいさっきまでなんの話をしてたんです？」

「なんの話って、それは、おまえ──ええ？　さっきの話で、なんでそうなる？」

「本当に、間抜けですか？　それともドラマかなんかの話を自分のみたいにしてたんですか？　先せん輩ぱいは他ほかに好きな人がいるから、だから菜な々な那なの気持ちに応こたえられない、さっきの話は結局そういうことでしょう？」

（──なに？）

　おれに、だれか、好きな人──？

「好きな人もいないのに、菜々那の気持ちに応えられないっていっていたんですか？　何でそう思うんですか？　好きな人がいるからこそ、菜々那の気持ちに応えられなくて、だから菜々那にやさしくしないんでしょう？　好きになられると困るから。違うんですか？　そういう人がいるからこそ、好きになられないように、わざと悪口いったりして──」

（──そうだ）

　雷らい鳴めいに撃うたれたかのごとく、よろめいて、洋よう平へいは背後、屋上の柵さくによりかかる。

　おれは、菜々那を遠ざけようとした。

　なぜなら、応えてもらえないことの辛さを知っているから。

　その人を、好きになってはいけない、なのに好きになってしまう、好かれてしまう、それは辛いことだから。だから──

（──おれは、その気持ちを知っている──）

　身体からだを震わせつつ、思う。

　悪口をいって遠ざけようとした。好かれないように。いまのこの関係を壊こわしてしまわないように。それが一番いいから。

（……そういうこと、だったのか──）

　人間というものは、恋をする。子供でも。男の子と女の子なら。近くにいればいるほど、恋する確率は多くなる。なぜなら人間は恋する生き物だから。たとえしてはいけないとわかっていても、止められない。止められるようなものではない。だから、最初から拒絶しようとしたのだろう、彼女は。そういうことが起きないように。

　ずっと、パキリとか、パシリくんとか、バカにしたように、いって──

「……先輩？」

　背後の声を無視して、洋平は柵に頭を押し付ける。強く。おれはバカだとつぶやきつつ。そうか、これが『人生の探たん偵てい』か。謎なぞがひとつ、解けたわけだ。なぜ自分が冬ふゆ月つき日ひ奈なに嫌きらわれていたか──本当に、嫌われていたわけではなかったのだ。彼女はただ、守りたかった。守ろうとした。自分と、コウさんと、そしておれ──三人の、関係を。きっと、おれのどこかに見出したのだろう、自分に対するあこがれのような感情を。だから、それが恋へと育たぬように、おれが恋だと気づかないように、奇くしくも、おれが菜な々な那なにしようとしていたように──

（──違う）

（……おれは本当は知っていたんだ、日ひ奈なさんの態度の本当の意味を。だから菜な々な那なにも同じことをしようとした。そういう方法を知っていたから）

　尊敬するコウさんの、恋人。

　好きになってはいけない人。でも、自分の一番近くにいた人。

　結局おれは子供で、自分の気持ちに気づかなかった。気づこうと、しなかった。

　きっと日奈さんだけが、その可能性に気づいていたのだろう。だからこそ最初から、遠ざけようとしていた。わざと悪口をいって、自分が悪者になって、おれに好かれないように──

　強く、柵さくに頭を押し付ける。こらえきれずに落ちる涙なみだを止めようもなく。

　自分の腕うでを握り締しめつつ、叫ぶように、思う。

　……おれは、いったい何を見ていたんだ。

　気がつけば、こんなにもあの人のことを見ていた。

　気がつけば、こんなにもあの人のことを知っていた。

　そうだ、おれはずっと思っていた。あの人のことを。こんなにも。きっと、おれは、ずっと、ずっと、あの人のことを、──きっといまでも──死なれたいまでも──




　──冬ふゆ月つき日奈を、好きだったんだ──




[image: ]

　尊敬する人の想い人。

　好きになってはいけないからこそ、ずっと自分をごまかして、気づかないふりをしていた──




　……知らず自分に科していた枷かせが、ついに、外れた。







　　　　◆







「……先せん輩ぱい」

「……………………なんでもない。気にするな」

　腕うでで顔を拭ぬぐって、洋よう平へいは大きく深呼吸をする。

　いまさらどう取り繕つくろっても、泣いていたことはごまかせない。もうしかたない。泣いてしまったのは事実だから。おかげでさっぱりできたから。

　自分の気持ちに気づけたから。

　そして、自分のやりたいことも。

　もう迷うことはない。

「……菜な々な那なには、いうなよ」

　ふう、と大きく息を吐はき、吸う。

「……あの、……先輩、あたし……」

　すみません！　と謝ってくる水すい彩さいに、苦笑で答える。

「別に謝ることはねぇよ。でもまぁ、悪いと思うんだったらほんとにそろそろ勘かん弁べんしてくれ。おまえのいいたいことも、まぁ、わかったから」

　はい、と恐きよう縮しゆくし小さくなってうなずく水彩に、肩かたをすくめて洋平は屋上のドアへと向かう。

　──と。

「……葉は切ぎりか」

　がちゃ、という音とともにドアが向こうから開き、小鳥遊たかなし恕じよ宇うが姿を見せた。

　洋平の姿に驚いた表情を見せ、水彩の姿を気にしつつ、小さく、つぶやくようにいう。

「こんなところで、……何をしている？　昼食か？」

「ほっとけ」

「……もうすぐ、コウ……たちが、来るぞ？」

　そうか、と洋平はうなずいた。

　そのまま歩いていこうとする洋平に、すれ違いざま、恕宇がたずねる。

「……先せん輩ぱいのこと、何か聞いていないか？」

「……前にも答えたと思うが、何も聞いてねぇ」

　なおも言葉を重ねる恕じよ宇う。

「……では、何か聞き出せないか？　私とコウはともかく、もしかして、おまえなら──」

「無理だ」

　歩き出そうとする洋よう平へいの腕うでをつかみ、止めて、恕宇はその顔をのぞきこむ。

「……頼む。真ま面じ目めに聞いてくれ。先輩は、……いま大変な状況にあるんだ」

「……へぇ」

「おまえに詳くわしく話すことはできないが、先輩はいま、コウの目的をとめるために、自分から犠ぎ牲せいになろうとしている。私はそれを、……やめさせたいんだ。……正直、どうしたいのかもわからないんだが、それでもやっぱり、先輩を、守りたい。でも、どうすればいいかわからない、わからないんだ。何が正しいのか。どうすればいいのか。だから……」

「……切せつ羽ぱ詰つまっているのは、わかった」

　恕宇から腕うでを振りほどき、洋平は、改めて向き直る。恕宇の言葉を反はん芻すうしつつ。

　コウさんの目的をとめるために、真ま嶋じま先輩が犠牲になろうとしている？

（……コウさんの願いは、日ひ奈なさんの復活……）

　それをとめるため、真嶋先輩が……？

「……葉切？」

　洋平はじっと恕宇を見つめた。

　小鳥遊たかなし恕宇。

　気に食わないところもあるが、仲間にすれば頼りがいはある女。自分が知っている限り唯一コウさんと渡り合える相手。……だが信用できるか？　こいつは自分でいっていたように、何をしたいか自分でもわかっていない状態であり、さらにいうなら、敵はコウさんだけではない。そのことを考えれば、むしろ彼女が敵てきに回る可能性は無視できない。

　果たして恕宇は戦えるのか──

「……朝見た感じじゃ、そんなにふさぎこんでいるようには見えなかったぞ」

「あ、ああ、確かにふさぎこんではいない。でも、間違いなく変なんだ。昨日きのうだって、なんというか──というか今け朝さのことだって、おまえは変だと思わなかったのか？　先輩は人前でああいうことするタイプだったか？　違うだろ？　あんな、まるで人が変わったような──」

　洋平は思わず噴ふきだし、あわてて首を振り、ごまかした。

　心の中で、つぶやく。──変だと思わなかったのか、だと？　ああもちろん変だと思ったさ。ただし、おまえとは違う視点だが。何しろおれは、先輩のことはいうほど知らないんだから。

　怪け訝げんそうにこちらを見てくる恕宇に、なんでもないように、告げる。

「わかったよ。……やれるだけは、やってみる。気をつけて、聞けるようなら聞いてみる。それでいいか？」

「……ああ。頼む」

　見るからに安あん堵どしている恕じよ宇うの様子に、洋よう平へいは少し驚く。

　本当に余よ裕ゆうがないのだろう、いまの恕宇にはいつもの毅き然ぜんさが影も形もない。そしてそれを自覚していない。そのことに、そして恕宇の気持ちを理解しながら知っていることをすべて話していないということにかすかな罪悪感を覚えつつ、洋平はそれじゃあ、とうなずいて、歩き出す。

　──と。

「！」

　再び、ドアの開く音。

　そして聞こえてくる声。

「ちょっと、これじゃ通れないじゃない」

「それがわかっているなら一歩、退ひきなさい」

「ちょ、ちょっと、お願いだから二人とも──」

　よく知る二つの声とともに、堂どう島じまコウが姿を見せる。

　──朝は思わず、逃げ出してしまった相手。

　一いつ瞬しゆん笑いかけ、そんな自分に気がついて、

（──おれはいま、笑った？）

　洋平はすぐに表情を元に戻し、堂島コウと対面した。







　　　　◆







　右手に舞まい原ばるイハナ、左手に真ま嶋じま綾あやをからませて、堂島コウ、かつて洋平がだれよりも尊敬した男が前に立っている。

　それを見て、やはり心にさざなみが立つ。

　が、朝感じたほどではない。

　あれほどモヤモヤとした、不安とか焦しよう燥そうなどという名前を当てはめられるようなものではなくて、文字どおり、ただ心に波が立った、という感じ。

　不思議なほどに、落ち着いている。

　むしろ洋平以上にコウのほうが狼ろう狽ばいしている。

　コウは左右の少女を見て、一瞬、自分の下半身に目を落とす。

　なぜか安あん堵どの表情を見せ、腕うでをからめていた少女たちを振り放す。そして洋平に向き直る。もっともそのとき洋よう平へいは、コウのことは知らずとばかり綾あやの姿をながめていたが。

　洋平に、微笑ほほえみを浮かべてみせる綾。

　心がずきんと、痛む。

　でも、もう、迷いはない──

　洋平が向き直ると、待ってましたといわんばかりにコウが口を開いた。

「よう、洋平？　久しぶりだな。元気だったか？」

「はい。コウさんも元気そうッスね」

　綾とイハナに視線を送り、皮肉をこめてそういうと、洋平は、コウに向かって一歩踏み出す。

「えーと、……あー、元気か？　洋平。その、ボクシングとかがんばって」

「ところで」

　話しはじめたコウを強い口調でさえぎり、なんでもなかったように、そしてなんでもないように、いう。

「……風のうわさに聞いたんですが、コウさん、冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせようとしているって本当ですか？」

　緊張が、場を走る。

　コウもイハナも──イハナはいつものことだが──真剣な表情を浮かべて洋平を見ている。おそらく後ろで恕じよ宇うも似たような顔をしているだろう。きっと水すい彩さいも。唯一綾だけが、なんとも内面を判別しにくい笑った能面のような顔。

　どれくらいの時が経たったのか。

　コウが、答えた。

「ああ。そうだ」

　──ああ。やっぱり。

　この人は逃げたりはしない。ぜんぜん迷ってはいない。

　心しん中ちゆうにうなずきつつ、洋平は問いを重ねる。

「……おれ思うんスけど、きっと日奈さんは、そんなこと望んでいないと思うんスけど？」

　打てば響くような返し。

「死人は何も思わねぇよ。最初から」

　洋平は、だから、うなずく。さすが、と思いつつ。

「……そうスね。だから死人のプライドを守るのは、生きた人間の役目だ。それが大事な人なら、とくに」

「……」

「でもコウさんは、考え直したりはしないですよね？」

「……ああ。もちろん」

　──笑う。

　当然の、あまりに当然といえば当然である成り行きに。

　予測、いや、確信していたコウの返事に。

　静かにこちらを見ているコウ、そして綾あや。

　じっと綾を見つめたあと、洋よう平へいはコウに視線を戻す。

（──そうだ、もう、終わりにしよう）

　口を開く──




「……堂どう島じま、コウ」

「………………ハイ、なんでしょう？　葉は切ぎりサン？」




　──子供時代のあこがれに、終止符を。




「そんなこと、おれがさせない。あの人の尊厳を踏みにじるような、まねは」

「でっかく出たな。あとで恥ずかしくなるぞ？」




　新しく、はじめるために。終わらせよう。そして踏み出そう。

　洋平は、そのまま歩く。

　コウの横に立ち、

　すれ違い、行き、過ぎる。

　後ろには水すい彩さいが続き、そして前方、扉のところには──

「──遅いぞ、ヨーヘ！　ヨウヤク？」

「……菜な々な那な？」

　燃え立つような赤髪がみをいただく菜々那、『７７７ラツキーセブン』の名を持つ少女が手を上げる。何を求めているかに気づき、とたんになぜか左手が勝手に動き出し、とはいえ洋平もとくに止めようとはせず、洋平と菜々那、二人は手を上げ打ち合わせ、

　そして振り返る。

　こちらを見ている、笑っているようなコウの顔。

　無表情の舞まい原ばるイハナ。困こん惑わくしている小鳥遊たかなし恕じよ宇う。そして──何を考えているのかその顔からは判別しにくい、真ま嶋じま綾。

　対してこちらには、腰こしに手を当て自信満々に仁に王おう立だっている朝あさ比ひ奈な菜々那。その後ろに、隠かくれるようにして立つ木きの下した水彩。

　洋平は思わず笑みが浮かぶのを知り、笑う。コウに笑顔を浮かべてみせる。

　そして、いった。




「じゃあ、さよならだ。……コウ」

「……ああ。さよならだな、洋よう平へい」
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　ばたん、と風の勢いのままにドアが閉まり、互いの世界を分断した。

　たとえどんな表情を浮かべていたにせよ、もうコウの顔は見えない。

　階段を降りながら、ちぇっ、と菜な々な那なが口を尖とがらせる。

「しまったな。もう少し早く来てればよかった。……呼べよな？　ヨーヘ。こういうときこそボクが輝くときなのに」

「いまのは、おまえには関係ないだろが」

「あれ？　そういうこというノ？　本気でアイツに勝ちたいんなら、ヨーヘだけじゃ絶対にムリ、ボクの助けが必要なんだと思うけど？」

　そうだ。

　本気で勝とうと思うなら、真ま嶋じま綾あやを助け、冬ふゆ月つき日ひ奈なの生き返りを阻そ止ししようと思うなら、──自分だけでは何もできない。

　助けが、必要だ。

　とくに気負うこともなく、素直にその言葉が口に出た。

「……手伝ってくれるか？　菜々那」

　驚いて、すぐに満面の笑みを浮かべる少女。

「もちろん！　まかせとけって！　いっておくけどボクは前にも堂どう島じまコウには勝っているんだから。ダイジョウブ！　って、……スイサイ？」

「……ああもう平和な平常の日常にやっと戻れたと思ったのになんなのよいったいこれわ《知恵の実》って《グレイテストオリオン》って生き返らせるって、何？　菜な々な那なちゃんと友達になれてやっと普通の毎日を送れるって思ったのにまたもうこんな、ああもう……」

「なに、そう悲観することはないよ、シニョリーナ。何も案ずることはない。キミたちにはジンゴロウ、キミたちにより名づけられたこのワタシがついている。まぁまかせておくがいい。何しろワタシの前身はリングオブソロモン、レメゲトンに記されし七十二柱ちゆうの悪あく魔まを使役した賢けん王おうソロモンの──どわ？」

「いいから黙ってろ。……ていうか、菜々那、おまえ、屋上になんか用事があったんじゃないのか？　一緒に降りてよかったのか？　もしも空気を読んで気を使ったんだったら、いまからでも戻って」

「……あのねぇ、ニブイな、用事はね、屋上じゃなくてヨーヘにだよ。放課後のことで打ち合わせしておこうかと思って。スイサイがなかなか戻ってこないから来てみたら、こんなおもしろいことしているなんてナ！」

　おもしろいじゃない、そういって笑う赤毛の少女に肩かたをすくめ、ともに階段を降りていく。

　彼女がいれば、あのコウにも勝てそうな気がしてくる──

（──そうだ、負けるつもりはない）

　長年尊敬してきた人と袂たもとを分かったというのに、不思議と、マイナスの思いはない。

　後悔も焦しよう燥そうも、絶望の感情もない。

　あるのは純然たる気き概がい。

　湧わき上がるのは、熱血。

　そうか、と思う。

　きっと、おれはこの日が来るのを待っていた。

　意識したのは、コウと高たか虎とらのボクシング試合を見たときから。たぶん、自分はうらやましかった。堂々と冬ふゆ月つき日ひ奈なを好きだったと宣言し、綾あやを賭かけ、コウと決闘した高虎が。そして素人しろうとにもかかわらず高虎を倒したコウが。

　──だから、今度は、おれの番。

　好きな人のために堂島コウと、すべてを出して戦う番。

　絶対に、冬月日奈の誇りを無視したコウの願いを叶かなわせはしない。

　真ま嶋じま先せん輩ぱいを犠ぎ牲せいになんてさせたりしない。

　絶対に──

（……そのために、──あなたと戦うことになっても）

　もう、迷うことはない。







　　　　◆







　風が風が吹くたびに、その中に立つのが好きだった少女を思い出す。高いところに身を置いて、吹いていく風にほおをくすぐられるのが好きだった少女。──もうごまかさない。思い出すたび張り裂さけそうになる胸に決意を抱いだいて、葉は切ぎり洋よう平へいは歩いていく。ずっと好きだった人。彼女が生き返ったらどんなにいいことだろう。でもそれは、願えない。他ほかならぬ彼女が望んでいないから。自負がある。彼女を見ていたという自負。彼女をきっと、堂どう島じまコウにも負けないぐらい想っていたという誇り。だからこそ、彼女の意思を無視するようなことはできない。許せない。何よりも、そのためにだれかの犠ぎ牲せいを出すなんて。それは冒ぼう瀆とく、誇ほこり高かった彼女の尊そん厳げんを汚けがすもの。

　だから洋平は、もう迷わずに、歩いていく。

　──こうして葉切洋平は、決別を果たした。
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「コウにーさん！」

　呼ぶ声に我を取り戻し、コウは視線を巡めぐらせる。

　校門の脇わき、附属中学校の制服に身を包んだ堂どう島じまアトリの手を振る姿に、コウは頰ほおを緩ゆるませて妙みような感かん慨がいにふける。そうか、アトリももう中学生か。一年前はまだ生まれてもいなかったのに時の流れは早いなぁ。人影はアトリだけ。別れたのか、追い返したのか、シュウやセイア──一緒に転入したはずのボディーガードの姿はない。もっとも単に姿が見えないだけでどこかに隠かくれている可能性もあるが。コウ自身、姿こそ見せようとしないが自分に『連絡係』がついているのは知っている（名前も知っている──いまはアクセラという少女がメイン）。

「なんだよアトリ。……待ってたのか？」

「はい。朝一緒に登校できませんでしたから、帰りは一緒、って思いまして」

　そっか、とうなずき、コウは歩き出す。

　その後ろに、アトリがうれしそうについてくる。

「……今日はこっちに来るのか？」

「いえ。おとーさんと約束していますから、ご飯食べたら帰ります。ＢＯＳＳも向こうにいますし。……ところで、あのですね、コウにーさん、あたしチャーハンつくれるようになったんですよ！　……それなりに。みんさんに、おいしいっていってもらえたんです！」

「へぇ。そりゃ大したもんだな。ちょい前まではおいしいとおいしくないの区別もつかなかったのに」

「ふっふっふ、すごいでしょう。あたしは成長するんです！」

　えっへん、と胸を張るアトリ。

「今日から中学生ですから、さらに成長も加速度的になると思いますよ？　ああ、自分で自分が楽しみです！　……て、もう夕方なのにあたしけっこうハイテンションです！　これってもしかして、あたしまで《グレイテストオリオン》の影響を受けているんでしょうか？」

「いやぁ、おまえはいつもそんなんだ……わかったわかった。嚙かみ付くな。いつものおまえはおしとやかだ。……で、中学校初日はどうだった？　友だちできたか？　いじめられたりしなかったか？」

「そうですね、……残念ながら、同じクラスはセイアだけで、ラルちゃんとシュウさんとは違うクラスになったんですよ。でもそれ以外は問題ないです。目が赤いのびっくりされましたけど、別にいじめられてもいないです。それどころか、かわいい！　っていわれましたよ？　本当ですよ？　それに、──あ！　そうそう、新しい友だちができまして、穂ほ垂たるくん、っていうんですけど、なんとこの子、あの高たか虎とらさんの弟で──」

《知恵の実》とは関係ない、新しい友人について楽しそうに話しはじめるアトリの様子。

　いかにも普通の少女のような、あどけない、しあわせそうな姿に、

「……アトリ、おまえさ」

「はい？」

「……いや。いい」

　──楽しいか？

　問いかけの言葉を口の中で嚙かみ殺し、コウは唇くちびるを斜めに形づくる。

　義務教育、ということで中学校にいかせることにしたのだが、それがどんなに楽しくたって長く続くことはない。まず間違いなく、アトリが附属中学校を卒業することはないだろう。

　コウが自分の目的をあきらめたなら話は別だが。

《Ｉｔ》に魂たましいが集まったとき、世界は、変わる。

　コウの願いが、変える。

　いずれもうすぐ魂たましい集めは完了するだろう。身体からだの内面に同化している《Ｉｔ》の感かん触しよくでコウにはわかる。あと少しだということが。あと二、三回回収すれば──もしかしたらあと一回？　正確なところはわからないが、間違いなく、終わりが来る日はそう遠くない。

　アトリはきっと、そのことを、わかっている。

　いまの中学校生活なんて、どんなに楽しくたって、長くは続かないことも。

　自分があきらめない限り──

「……コウにーさん？　何かあったんですか？」

「ん？　ああ。別に、……ちょっと、な」

　なに、大したことじゃない。

　子供のころからの友だちが、一番辛つらいとき助けてくれた友だちが、敵てきに回っただけだよ。それも、『夕日を連れた男』とかに操られてじゃなくっぽく、おれのやろうとしていることを知り、自分の意思でみずから。ただそれだけ。おれが考え直さない限り、あいつも改めないだろう。組織やアイテムの後ろ盾だてのない一般人に何ができるかわからないけど。でもそれでも、このままいけばいつか衝しよう突とつするのだろう。たとえ明日あしたまた会ったとき、おはよう、と挨あい拶さつをして昨日きのうはかっこつけてたな、と一緒に笑ったとしても、しかるべきとき、おれたちは向かい合うことになる。互いの信念を、懸かけて。

　洋よう平へいは、ずっとおれの傍そばにいた。

　だから、おれのことを知っている。下へ手たすればおれ自身よりも。ずっと見てきたはずだから。

　それなのに、宣戦布告をしてきた。

　もちろん、負けるつもりはぜんぜんない。まったくない。けれど、いいや、だからこそ──

（……おれが敵てきに容よう赦しやしないことは、あいつもわかっているはずなのに！）

　コウは乾いた唇くちびるを舐なめる。

　朝から身体からだに満ち溢あふれていた欲情はいまやなりをひそめて──まぁ一時的なものだろう、楽観視はしていない──コウの思いは内へと向かう。

　わかっている。日ひ奈ながそれを望んでいないことは。

　自分があきらめさえすれば、なべて世はこともなく、すべてはうまくいく。

（──やがてはいつかは『納得』し、そして静かに『忘れて』いく──）

　気がつくと、こぶしを握っている。

　たとえ理屈がどうであろうと、決して『納得』する気はないし『忘れて』しまうつもりもない。こんな自分を舞まい原ばるのいんは子供だと笑った。それは子供の駄だ々だだと。──あるいは傲ごう慢まん？　確かにそうかもしれない。許せないものがあると思うのは、天への傲慢にほかならない。認められないものがあると思うのは、傲ごう岸がん不ふ遜そんの現れでしかないだろう。この世界に生きているのは自分だけではなく、気に食わないもの、思いどおりにならないものとも人は付き合っていかなければならないのだから。

　死とはその、最たるもの。

　──それでも。あきらめられないのなら。

　迷いはしても、省みない。

　友だちを敵に回そうが、恋人を裏切ることになろうが、進む。

（もう一度、日奈の笑顔を見られるのなら──）

「コウにーさん？」

「……え？　ああ、なんだ？」

　コウの注意を引くと、アトリは前に回った。

　コウの顔を見て、微笑ほほえみ、告げる。

「いいましたっけ？　あたくし、この度『悪あく魔ま』に昇進したんです。もう『見習い悪魔』じゃないんですよ？　自分でもびっくりしました。きっとレギオンの中じゃ最速記録、スピード出世というやつですね」

「……ああ。聞いた。よかったな」

　よしよしとアトリの頭を撫なでてやる。

　くすぐったそうにそれを受け止め、アトリはいった。

「だから、忘れないでください。コウにーさんにはあたしが、もう見習いじゃない、悪魔のミカタがついているんです」

「………………ああ」

「あたしはいつでも、いつまでも、コウにーさんのミカタですからね！」

　ありがとう、そうつぶやき、コウはアトリの頭をくしゃくしゃにする。ああ、もう！　髪かみを乱さないでと離れるアトリにたまらないいとおしさを感じ、途と端たんにそれまでなりを潜ひそめていたリビドーが腰こしから全身を駆かけ巡めぐる。身体からだ中が震えるような感覚に寒気を覚え、殊しゆ勝しようなことをいってくれたアトリにそれを向けたくなくて、コウは急いでアトリの横を通り過ぎ、ほら、いくぞ、と怒ったように足を速める。

「もう、ちょっと待ってくださいよう。速いです！」

「おれはお腹なかがすいているんだ」

「あ、そうだ！　チャーハンの材料ってありましたっけ？　卵とかネギとか、ハムとかあってもいいんですよ。ウィンナーとか。そうだ、途と中ちゆうで買って帰りましょう！」

「やだ。めんどい。ひとりで行け」

「えー、いいじゃないですか！　お願いします。……お兄にいちゃん」

「お兄ちゃんいうな！」

「えー、いいじゃないですか！　お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん！」

「わかった、いく、一緒にいくから……」

　それでいいんですよ、とアトリはうれしそうに腕うでを組み、コウを引っ張る。

「……私はずっと、あなたの味方ですから……」

「あ？」

「いいから早くいきましょう！　ほら、早く──」







　　　　◆







　他人のふりを許さないアトリの振る舞いにむしろ開き直って買い物し、帰宅する。

　なんとハエの魔ま王おうが待っていて、三人？　で早い夕食を取る。確かにチャーハンはおいしくて、久しぶりの手料理にコウは少しだけしあわせを感じ、だからこそ、ハエの魔王──しばらく舞まい原ばる家にいるらしい──に送られてアトリが帰った途と端たんに寂しくなる。一人暮らしをしていた期間の方が長いのに、まったくやわになったもんだぜおれも、と恰かつ好こうつけて、窓を見る。

　すでに日は落ち、一面の夜。

　窓が光を反射して、一人しかいない部屋の様子をぼんやり映し出している。

　最後は、ひとり。それもいい。

　ひとりでいい。アトリの言葉はうれしいけれど、やっぱり最後はひとりでいい。

　──涙なみだは出ない。出そうにもない。

　そのことを確認すると、窓を開け、月を見る。

　眠ねむれば再び、朝が来る。

　今日は終わり、明日あしたからまた、新しい日々がはじまる。

　──終わった今日には、戻れない──

　窓を開けたまま大の字になり、乾いた瞳ひとみで夜をながめて。

　……うん、と大きく伸びをして、何を気負うこともなく、コウは。

（……いまのところは脅きよう威いじゃないが、おれだけじゃない、みんなにとっても友人だし、何よりおれを見てきているし、やっぱり厄やつ介かいになるかもなぁ……）

　静かな月の浮かんだその夜。

　葉は切ぎり洋よう平へいを敵てきと認識した。











《スコルピオン・オープニング　終》












あとがき／新装開幕６６６




　お初のかた、はじめまして。

　馴な染じみのかた、お久しぶりです。

　そして本当に、お待たせしました。

　だいたい二年と半ぶりの『悪あく魔まのミカタ』です。しかも前巻《Ｉｔ》編は主要キャラがほとんど出てこないので、まともにコウたちを書いたのは実に三年ぶりくらい？　これはもう、読者のみなさんに忘れられていてもしかたがない！　とはいえそれに抗あらがうのもまた人間の性さが！　というわけで、再開記念と題しまして作者だからこそできるキャラクター紹介などいかがでしょうかと。よければどうぞご一読を。

　では、設定は十三巻終了時点、本編では出ていないかも？　な設定も交えてどうぞ。




──堂どう島じまコウ──

　『悪魔のミカタ』の主人公。

　『妹を宇宙人にさらわれた』という過去を持つ高校二年生。事実にせよ何かの勘かん違ちがいにせよ、その事件はコウ少年に大きな影響を与え、現在のコウをつくりあげました。ちなみに中学校までは、よほど親しい仲なかでない限り相手に対して敬けい語ごで話す慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな子供でした。が、中学時に冬ふゆ月つき日ひ奈なと出会い、彼女に勧すすめられるまま探たん偵てい物ものを流し読み、その結果過去を知っている人間にはギャップがありまくるいまのキャラクターへと変へん貌ぼう。女性（とくに年上）への受けがいい反面、男友だちが少ないことに若じやつ干かんコンプレックスを持ってたり。

　恋人を失うという事件を経て、悪魔のミカタとなりました。




──堂島アトリ──

　コウのひょっこり帰ってきた妹、と見せかけて、実はベルゼバブという悪魔につくられたという少女。もともとはレギオンと呼ばれる、悪魔の『使い』として《知恵の実》と契約した人間相手に《知恵比べ》を行う存在であり、『代行者』はレギオンを倒すことで『代行者』の資格を得るのですが、現在の『代行者』であるコウはレギオンであるアトリを倒すことなく相あい棒ぼうにしました。その結果、コウはちょっと特殊な『代行者』となりました。

　なお、『代行者』の《マニュアル》は、コウではなく彼女が持っています。




──小鳥遊たかなし恕じよ宇う──

　堂島コウの友人にして同じ女性に恋していた同性愛者。冬月日奈をコウに取られてちょっと自じ暴ぼう自じ棄きになり、好みの女性に声をかけまくったらそれが軒並み成功し六またをかけることになってしまい、一学年上の先せん輩ぱいを好きになってしまった現在、その関係の清算に苦労しているとかいないとか。子供のころは『見けん鬼き』と呼ばれる能力を持っていました。

　かつての事件インヴイジブルエアの影響で、右手が腕うでの中ほどから透とう明めいになっているのを特殊なメイクで隠かくしています。




──真ま嶋じま綾あや──

　冬ふゆ月つき日ひ奈なを思い出させる容姿を持つという、一学年上の先輩。

　一巻でひどいことになって、二巻でもきつい目に遭あって、三、四巻はまぁまぁかなと思っていたら五巻でどん底に落とされるという実に不ふ遇ぐうな女性。その甲か斐いあって《真嶋の森》という一種の自己催さい眠みん能力を身につけられましたが、十巻でまた不運な羽は目めに。

　コウのことが好きで、告白もしています。何なに気げに、モテっぷりではコウに負けていないような。




──舞まい原ばるイハナ──

　舞原家の次代当主であり、コウの一番のサポーター。双ふた子ごの姉と子供のころに名前を交換しています。天てん真しん爛らん漫まんな姉に代わってしっかりしなければ、と常つね日頃から自分を戒いましめているのですが、実はけっこう引けを取らないお姫さまっぷり。堂どう島じまコウの支援をする代わりに姉とのお付き合いを要よう請せいし、ちゃっかり自分にもキスをさせたり、気がつくと姉より進んだ関係を築いていたり。ちなみに犬が苦手で、コウが飼かい出したＢＯＳＳというダックスフントに脅きよう威いを感じているのですが、コウにはそれを隠しています。




──みん──

　舞原家に仕つかえる筆頭メイド。陰の実力者として舞原家を掌しよう握あくしています。趣味は盗とう聴ちようと盗とう撮さつと闘犬で、とくに犬の調教術は特殊能力の域に達しており、もともとはいんやジィ・ニーと同じく実働部『スタッフ』として働いていました。現在は『ライン』と呼ばれる舞原家の執務部の長をしています。

　多少性格に問題はありますが、間違いなくイハナの片かた腕うで的てき存在。




──葉は切ぎり洋よう平へい──

　同年代でありながらコウには敬語を使う、コウの舎しや弟てい？　もっとも、現在はとある事件グレイテストオリオンのせいでコウたちとは微び妙みような関係になっています。長くコウと一緒にいたためか、自分は頭が悪いと思い込んでいるのですが実際はそれほど悪いというわけではなく、何より、子供のころからコウと一緒にいたその経験は本物で、ある意味コウの一番の理解者でしょう。




──木きの下した水すい彩さい──

　日ひ炉ろ理り坂ざか高校の新一年生で、菜な々な那なに勧かん誘ゆうされて夏休みにみークルに入り、現在副部長をしています。和わ歌か丘おかで起きた『ザ・ワン』事件の主要人物のひとりでもあり、事件を経てちょっぴりたくましくなりました。

　本来は美術部員で、朝あさ比ひ奈な菜々那の絵を描かせてもらうことを目標に菜々那のアトリエに通い、そこで菜々那の父親に弟子扱いされて困っていたりします。




──朝比奈菜々那──

　日炉理坂高校に転入してきた日にち伊い合作の少女。燃えるような赤毛がチャームポイントにしてトレードマーク。かつての事件インヴイジブルエアで堂どう島じまコウたちにかかわることになり、しかもそのときコウに対して勝利を収めており、その実力を見込まれたか一年生でありながら『みすてりぃサークル』の部長に抜ばつ擢てきされました（なお、抜擢した本人は新婚旅行と称して逐ちく電でん中）。母親と姉代わりの影響か、サクラに並ぶ自由闊かつ達たつな個性の持ち主。

　イタリア生まれの（かなり自由な）カトリックだったりします。一応。たぶん。




──冬ふゆ月つき日ひ奈な──

　──省略します。──なぜかって？

　──それは本編を読んでのお楽しみだからさ！




　今回は、こんなところでしょうか。

　主人公はコウですが、他ほかのだれもが主役をはれる逸いつ材ざいぞろい。

　彼ら彼女らのつむぐ物語に、お付き合いしていただければと思います。

　楽しんでいただけたなら、なおうれしい──




　と、いうわけで。

　お初はつのかたは、はじめまして。既き巻かんのほうもどうかよろしく。

　馴な染じみのかた。お久しぶりです。お待たせしました。待っていてくれてありがとう。

　楽しんでいただけますように。





以上、

うえお久光、でした。
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うえお久ひさ光みつ

久しぶりの悪魔のミカタに、①巻から読み直して思う。なんというか、──はっきりいおう。おれは自分の作品が好きだ！　欠点があるにしても好きだ！　──これって作者としては当然だよね？　別に異常じゃないよね？　これからも、そういう話を書けますように。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

こんにちは、藤田です。あれから２年と半年くらいでしょうか？　私も読者と同じ気持ちで待ってたひとりです（笑）。またコウやアトリ達に会う事ができて嬉しいです。







[image: ]









[image: ]電撃文庫





悪あく魔まのミカタ666




スコルピオン・オープニング








うえお久ひさ光みつ





発　行　　　　2016年2月25日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2007 HISAMITSU UEO





※2007年10月30日発行の電撃文庫『悪魔のミカタ666 スコルピオン・オープニング』4版に基づき制作








[image: ]



item/image/p083.jpg
T MBS





item/image/t001.jpg
TURN. T /TERODOHWSE]





item/image/t003.jpg
TURN.3/TRL&EWD®EI]





item/image/t002.jpg
TURN.2 /TBD—%8]





item/image/cover.jpg





item/image/p110.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/dengeki-club.jpg
'IIEE

(e |REE nttpu/idengekibunko.jo/






item/image/hyou4.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		TURN.1／『夜の報告』──The night shift──



		TURN.2／『朝の一幕』──A morning work──



		TURN.3／『はじまりの夜』──Good night!──



		TURN.4／『決別の朝』──When morning broke──



		『終わりと、はじまりと』──Day/Night──



		あとがき／新装開幕６６６



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p013.jpg
MY DS EHERIE0 O R E 0SB VRS OIK I INNL
—2UOKELHOIRS KO ES L
NWTRBHE R K< QBT S U
(@O LINKYX)

+ + +

N OMNOS LIHIRM D" K\ LIB< DN LEER DDA UL
KE(RBSHK) (DATIRXLIRDRAN) WSRO UONVSRINE
X D VUNSHIIKR PRI KIHS HN 2 — 0 < SN W°

(SH-=-1=2)

N

(_YINY-J)

O X L
—IR- RIS

[ Jefas:irnme
ONNL—2-M—ADR—0AH
BHOL (IR RIBSHK) © HR K
RRIFHEN® T

(>DHKL)

0 X Z
IR- RISH
[ Fixy
OHIKEH<R#HEH
DR RESHK) ©
MNBOCE RO
MHhERRABRYHN
MR ek R

(E>DXn)
RESHKHANI—-KI 1P
o=

@ XIS liT
010 (RIHSHK) Ve
BRIKENE WK
HI=R MRV ETS
OHREDERIVERN






item/image/p211.jpg





item/image/p012.jpg
OR[NV IR SR IO D ORSRN g NS
(RESK) LB OTASIR® MRS RENEINUL O HIRUSIN
(DAYIRKLIDRN) QRSO IFEE 6 TR DS KI<” /I
RIVE D H6INU DM NS T8 TR DSBS Qi8N MR M
TONVSTRIBHIC F6 a0 ,

BHLD IV BRIVERTIRN U P [
MR ONN P S EHAE &
IR oe° ,
b SR M Do I M oY U
SR EROT RN

(G- DAVTIRKLARDIRN)

+ + +

J
D
S

—

B R S Rt 6 SRR
KL O ST E— 0D
- ORI |1 HKI RO R I
< MIRSIES [N (I8
V' 01 USINNNL—2 - TT—ADI
A DU () MEDKE DR
ULLE610° NS HIEK bt 1) 460

(DAVIRKLiDIRN)
—RESKHANI—-O0R

OHACEE
ORENS KL WIES Sttt LK
LRSI KERIVIISCR
BRIAVORR ERTUPLHR
FAUNNQTRK-E®

{(ANLA—J=KU—H#AD)

0 X £
—R- RIS
[ N EEaressalicll i
O HHhSELMV SR
VOOSCOPRBRIENUS
INR#EBK R WCOUIDE
SHPENRNPBSAUSINTRENIE
NEB RIS LI SiN® RERIE
fUtloiRK- I RN R 26—
1 (ONORNNOREN) 10 D5°






item/image/p011.jpg
ORI O LI SINN AL Op°
(—@H- T NADYAN2HN)
+ o+ o+
BRS I RO LE WL HIIED OINS K< L@ A MRS

RIS ML B R Q- RN BT J R SEF LLH OV NEIED DN
— LI QRDCH ROV 000 XK TR SN o 0UH D
BEOMVVELCHENVC RS URQORS N Y RSRERYIENRLR
L IDREPOINYIR—LLRIN°

NS B OSTEREE®

MR EORPE KRS
L BREPOIN NVOMNYZRAUSH
| KUNDISEIEON OHN 505
— IR K< SIRERIOIEZ VD
= HINQIIER SRS
(@SS NHONLD—DL)

(M—ARNINYLA—T)

e
—IR- RS
@ {THHEEIE R OV’

ONNDNXLUSINERHER R

nINS

HOHUSIN RLDRAMDS
LR O L ROOZHAN
—° QP H LRI
1R HRIKIE ISR R
FRUBEERI (REFELT

J\

“
a
By
e

R &
R

ISiLs:

(Z—DHONLD—2L)

[ i

O K KIS R @B ILEH

SO RBRRS) ° IRHE

—RISKHRNI—-Oll |

i

WERDNI-RVEE N NV SHD

TR S AL P SR Ine R LUK

DI Re

& D

RIHSI0R IS
TR





item/image/p259.jpg





item/image/k002.jpg
r‘?:‘e'_' E J.', ._-Jl e (‘T ) i N
Ji}i J; ':'[ 7/\) v W2 TEDLEHSo
L

AANELY F =T =7

b 50 DTS ?





item/image/p016.jpg
=22V Y)

©000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

22D BROIHY . BAEESESBEONEWSEVERS . BIOEINETS.
E30F

227N BEIYD, ZOEERAPOBECLTEEIID) —~—,
BDDOE U T

ESSISES BEIAYDBA. GIEOE) DBELCIOEE,

FWIED

ZERA)\S BEAYICHATB Ry Py TILZ] DOED, BFERIREDEE,
F UEsp

HIB#® IRy 2Py TILE] DUED, R BEESASEER D,

e hE LU S

I\ RUvyaPyIILZ] DUED, RBAZRCHBLELTUL .

& EDEKSAW

BT —— 29058 BELLRARD, EBBEHLEEL Le< LTS,
HBETO B E IR

B RN H — M2 24555 E. AEEASUF OIER DD, BH—2 ),

EDLIETLIEL

ANFKE ——r

RLFDRN RP—T L DEER.

W

Hh
~NILEIT

FRRZROAVD A R,

PRUDEB CTHHERE,

FERTEE,






item/image/p137.jpg





item/image/k001.jpg
A B B
LHO
HE S
{), >






item/image/p015.jpg
AANEXY =T =0T

BN l}@gl}

P17
TURN.1 /T&ERODEEI——The night shift—

P55
TURN.2 /TgBD—E]—A morning work—

P125
TURN.3/TE L& d®I—=GCGood nightl—

P217
TURN.4 /T&BID#E I—When morning broke——

P263
M&nt) &3t &Y &l—Day/Night—

NIN—=/Tie/ BT A VOFKERT






item/image/k004.jpg
Bl






item/image/k003.jpg





item/image/k006.jpg
10 IR RN






item/image/k005.jpg
RELS

REBSEH TS0
GRANESTOL 11O
RO 558N

SO0
MR B asdag






item/image/k007.jpg
(SRR | |z)
RRINLEHN SN

RS
AN 54

(SIS
U CIRERY SRR






item/image/photo.jpg





item/image/p010.jpg
BIAK DU SINEHUVIEOBTZAH IR 1910 HORIMY | <
SRAIRRIC® XSO BRI (RIBSIK) BEE DI
RLE SRRSO B VKM LSRRG 51
MREBRIIONE MO KAUPLL (RBSH) WIS LR<EE L
e AR g

) DRINVSLEL K< SIRINLS

B4 RBEK O LIMD e K< 4
YIRS R BT BIRS [
(M ——BRERS I R DVESE

€ | RESNUSRICINEVING S SHCISFE RS
‘ (—— OH- EBIHRAIN)

NS LR o R O (i
BOSANM—NNLIDRLOve° #
BN RNERSHE” WA VO
IHA HOMIENDWENREESE [
MV C L] SR L 6MIP ST 0°

EWSERDIHOMN FFEKkik YRl
B NP RLQURMENER DN

(UNE—2mDL)
RESHHANZ—EOII|
@EINONLRAKIN

OIMK L O NS RIVER PR
RO ERiTefe L ERHI

(rADYAD2HN)
RIBESHHNZ—-111V]
XN 4

O TI O WRK BT LSV
R fon@RIVEN® B VK






item/image/p173.jpg





item/image/t005.jpg
g . @LExw el





item/image/t004.jpg
TURN.4 /TRRBIDEA]





item/image/p247.jpg





item/image/p009.jpg
ChETODHS5IU

HBDE., TNIEEZNEDBRES IR TR
ZH R DEENZR D [TTVDE] OHFRICER
TVBDEWVWSEMDARDRDBEZR DT AT Lo A
Bz EELDBRE U RZRDFH. NI,
ZTOBEEEROAE BB IDDYRECHE—

oIS

] Are

T TV OIFEE S HFAE Ot

OWE) NNFRTEOU!

(AREOINCT NI B+ MO =@

rioveS TSRS TT CHROWE) Sy
AOIRESUITUIRFIHT] NFEEO ] @

ok =SNG MO HE— (~—)

~|
-~

3

~|
P





